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俺の彼女と幼なじみが修羅場すぎる５
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カバー・口絵　本文イラスト
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♯０　プロローグ


♯１　千和、九年分の「だいすき」


♯２　愛衣、風紀と恋のイタばさみ？


♯３　姫香、好きなひとができました


♯４　真涼、恋愛脳狩り


♯５　鋭太がいない、恋は戦い


♯６　エピローグ








♯０　プロローグ








　あれは確か、小学生の時のことだ。


　幼なじみの春咲千和はるさきちわに給食のトンカツをひと切れ分けてやった時、千和は教室じゅうに響く声で言った。


「えーくん、あいちてる～♪」


　クラスメイトには笑われるし、担任の先生には「将来は季堂きどうくんのお嫁さんね！」なんて冷やかされて、すごく恥ずかしかったのを覚えている。満腹でもう食えなかったってだけなのに。


　下校中、雨に降られた千和を俺おれの傘に入れてやった時も言われた。


「えーくんやさしー！　愛してるっ！」


　いや、この状況なら誰だれだってそうするだろ？


　一緒に帰ってるのに俺だけ傘さして千和は濡ぬれてって、どんだけ鬼畜きちくだよ。そういうプレイなのかよ。


　ようするに、千和の「愛してる」は「ありがとう」の強調形なのだ。


　さすがに中学に上がってからは人前で言うことは少なくなったが、二人きりの時はあいかわらず「愛してる」と千和は言い続けた。俺はもうすっかり慣れてしまって、「おう」とか「ああ」とか適当に相づちを返した。


　兄妹きょうだい同然に育った幼なじみだから。


　家族だから。


　愛は愛でも「恋愛」の愛じゃない。「親愛」の愛なのだ。





　そう、思ってたんだ。





　こうして今、千和からキスされるまでは。







◆







「…………」


　何故なぜと尋たずねようとして口を開いたのに、声にならなかった。


　くちびるを動かすと、キスの余韻よいんがはっきりとわかる。


　夏合宿に使わせてもらっているこの家は、海のすぐ近くだ。こうしてリビングに二人きりで黙り込んでいると、寄せては返す波の音が聞こえてくる。日に焼けたカーテンが揺れる窓からは、潮しおの香りを乗せたそよ風が吹き込んでいた。


　五感のすべてが、俺に現実を突きつけている。


　これは夢じゃないと。


「──いつもそばにいたから、気づかなかったでしょ？」


　千和の声は少しかすれていた。


　ぽろぽろ涙をこぼしながら微笑ほほえんで、俺のことを見上げている。


「気づかなかったでしょ？　何度も言ってたのに。ねえ、今度こそ、ちゃんと聞いてね」


　濡れていく頰ほおをぬぐいもせず、千和は言う。





「えーくん、愛してる」





　その声に重かさなるようにして、ドアの開く音がした。


　反射的に振り向けば──そこには俺の〝彼女〟が立っていた。





「愛してる、で済めば警察はいらないのよ？」





　夏川真涼なつかわますずも微笑んでいた。


「とっても楽しそうね、幼なじみさん。私も仲間に入れてくれない？」


　その声はひどく冷たかった。


　氷のようにも見える銀色の髪をなびかせたまま、千和から視線をそらさない。


　対する千和も、にっこりと微笑む。


　冗談めかした口調で、しかしまっすぐ真涼を見据えて言い放った。


「空気読んでよ、彼女。九年経たってから出直してきて？」


　九年というのは言わずもがな、俺と千和が今まですごしてきた年月だ。


　要は挑発である。


　あんたはあたしと同じ土俵に立ってないのよ──と。


　言外げんがいに、そう匂におわせている。


　同時にこれは戦いのゴングでもあった。


「九年も待つなんて、私には無理です」


　真涼は微笑したまま、きっぱり言い切った。


「そんな無駄に月日ばかり積み重ねて、いつまでも一線を越えられなかった人みたいになりたくないですから」


　痛烈な一撃に千和の顔から微笑みが消える。


　逆に真涼はいっそう笑みを深くして、


「誇るモノが年月しかないなんて──哀しいと思いませんか？　まるで『あたしの目標は長生きです』みたいな」


　いつもならここで、千和が涙目になるパターンだ。


　口ゲンカではどうやったって真涼には敵かなわない。こいつの毒舌には俺だって散々振り回されてるんだ。千和が敵うはずがない。


　だけど今日の千和は違った。


「……そうだね。夏川の言う通り」


　と、素直に認めた。


　俺と真涼が呆気あっけにとられるほどに、あっさりと。


「あたしは今まで、甘えてたんだと思う。えーくんとの付き合いの長さに。だから夏川のことが許せなかった。あたしがずっと、ずうっと座りたくて、だけどなかなか踏み出せなかった場所──えーくんの彼女っていう場所に、カンタンに座っちゃうんだもの。ずるいずるいって、いつも思ってた。あたしはずっと前から好きだったのに、どうしてたった二ヶ月クラスが同じになっただけで？　って」


　千和の口調に力が入り、拳こぶしが強く握られる。


「だけど昨日のステージを見てわかったの。そんな風にひがんでるから、あたしは夏川真涼に勝てないんだって」


　こんな率直に語る千和を見るのは、もしかしたら初めてかもしれない。


「あたし、ずっと素直になれなかった。えーくんの彼女になりたいって思いながら、心のどこかで『このままでもいいかな』って思ってたの。でも違った。永遠なんてなかった。わかってたはずなのにわかってなかった。それを気づかせてくれたのはきっと夏川のおかげ。だから──ありがとう」


「ありがとう？」


　真涼が目を見開き、声を裏返した。


「あなた、本気で言っているの、それ」


「本気も本気よ。本当に感謝してるもの。……でも、夏川にしてみれば、自分の首を絞めちゃったかもね？」


　にこっ、と千和は微笑む。


　──なんだ、これは。


　気がつけば攻守が入れ替わっている。


「鋭太えいたくんは私の彼氏なのよ。なのに邪魔をするというの？」


　真涼の声はかすかに震えていた。


「そんなの関係ないもん！」


　しかし千和は気迫のこもった声で返す。


「あたしはもうひがむのはやめる。だから遠慮もしない。えーくんのことが好き！　好き！　大好き！　好きなものは好き！　もう自分の気持ちを抑えたくない！　ウソなんかつきたくないのっ！」


「非常識だわ」


　いつもの毒舌、あの亜空間から飛び出してくるような屁理屈の数々が、今の真涼からは出てこない。


　非常識だなんて、いつもは真涼が言われる側なのに。


「だって彼女がいるのよ？　相手がいるのよ？　そういう相手には手を出さないっていうのが、恋愛のルールでしょう？　ねえ。鋭太くんは私のものよ。そう決まってるのに、どうしてあきらめてくれないの？」


「好きだからに決まってんじゃん！」


「理由になってないわ！　どうしてわからないのよ！」


「そっちこそどうしてわかんないの？」


　千和の言葉はあくまで熱い。


「好きなんだからどうしようもないじゃない！　彼女だとか幼なじみだとか、そんなの関係ない！　だって気持ちは止められないもん！　本物の恋をしたことがあるなら、夏川にだってわかるはずよ！」


　真涼の体が大きく揺らいだ。


　足下がグラッとふらつき、銀色の髪が頼りなくゆらゆら揺れている。


「『本物の恋』ですって？」


　その声はかすれて、小さすぎて、近くにいた俺にしか聞こえなかった。


「本物がそんなに偉いの？　そんなに素晴らしいっていうの？　偽物に寄りかからなければ生きていけない私はどうなるの？」


「夏川……？」


　千和が近寄ろうとすると、真涼はキッと顔をあげた。


　あまりの視線の鋭さに俺は息を呑のみ、千和の足も止まる。


「なんと言われようと、彼は絶対に渡しません。あなたはもし彼がいなくても他ほかの相手を見つけるでしょうけれど──私には季堂鋭太しかいないのよ」


　千和の瞳ひとみに怒りの炎が燃え上がった。


　頭ひとつ高い真涼の顔をにらみつけて、


「そんなの夏川が決めることじゃない！　あたしだって、えーくんしかいないんだから！」


　……おい。


　これ、マジで収拾つかないレベルにこじれてないか？


　もう二人はお互いの手が届く距離にまで近づいている。


　どうにかしてこの場を収めないと、このままキャットファイト、いやリアルファイト突入ってことになりかねない。


　……でも、どうやって止めればいいんだ？


　ドラマやマンガでこういう修羅場しゅらばシーンを観るたび、俺はいつも「お前がどっちか選べば済むだろうに」とツッコんでいた。


　しかし俺の場合、すでに「真涼の彼氏」であることを宣言してしまっている。


　千和はそれでも「あきらめない」と言っているわけで、この手は使えない。


　だけど、なんとかしなくては。


　説得できなくてもいい。ひとまず争いを止めさせられればそれでいい。


　彼女と幼なじみが争い合うところなんか見たくない。修羅場なんてフィクションの中だけで十分だ！





「待てよ、二人とも」





　俺は腹から声を出して一歩踏み出し、


「俺抜きで勝手に話進めてんじゃねーよ！　二人だけで争ってんじゃねえ！」


　しかし真涼も千和もにらみ合ったまま、


「あなたは黙ってて。余計に話がややこしくなるわ」


「そうだよ。これはあたしと夏川の問題なんだから」


　と、俺には目もくれない。


　ああそうですか──なんて引き下がるわけにはいかない。


　俺は床を「どん！」と大きく踏み鳴らして、


「いいから二人ともこっちを見やがれッッ！」


　こちらの怒りが伝わったのか、今度は二人とも振り向いた。


「俺を置き去りにして、勝手に話を進めるなっていうんだ。そういうのが一番つらいんだよ。千和、お前なら知ってるだろう？」


　千和は一瞬「えっ？」という顔になったが、すぐに俺の言わんとするところに気がついたようだ。


「ごめんなさい。えーくんの気持ちも考えずに」


　いきなり勢いをなくしたケンカ相手に、真涼は虚きょを突かれた表情になる。


「真涼には話したことなかったよな。俺の両親のこと」


「ええ……。ご両親はいない、としか」


「正確に言えば、いなくなったんだ。お互いに別々の相手を作って蒸発しやがったのさ。中三の俺を置き去りにしてな」


　このことを話すのは千和とカオル、そして真涼で三人目だ。


　身内の恥なんてさらしたくないけど、今はそんなこと言ってられない。


「その時、俺はさんざん見せつけられたんだよ。お互いの浮気うわきを罵ののしり合う両親のケンカ、修羅場を。子供の俺を無視して『お前が出て行け』『そっちが出て行け』って言い争う姿を見るのは……なんていうか、すげー辛つらかったぜ。『地獄』ってのは、まさにコレだってな」


　真涼は気まずそうにうつむいた。


「もちろんお前らが同じとは言わない。俺だって同罪さ。責める資格なんてない。だけど──こんな風に口論してどうなるっていうんだ？　それが素敵な乙女おとめなのか？　モテカワなのかよ？　相手を罵って、責めて、なじって──そんな人間、魅力的なわけないだろ！」


　千和も真涼もすっかり黙り込んでしまった。


　自分の不幸をひけらかすみたいで後ろめたい気持ちはあったけど、その甲斐あって説得は功を奏したようだ。


　……ああ、良かった！


　正直、ヒヤヒヤしたぜ。下手したらサンドイッチで刺されるんじゃないかって。


「ごめんなさい、あなたの気持ちを考えもしないで」


　真涼はうつむいたまま、ぼそぼそと謝罪の言葉を述べた。


「気にするなよ。話したこと自体なかったんだから」


「……でも、嬉うれしいわ」


「えっ？」


　真涼は顔を上げるとはにかむような笑みを浮かべて、


「だって、またあなたのことを知ることができたから」


　ぎゅっ。


　と、倒れ込むようにして俺の左腕に抱きついてきた。


「どさくさまぎれに何してるのよ!?」


　もちろん千和が黙ってるはずもなく、俺の右腕に抱きついてくる。


「なんだお前ら!?　わかってくれたんじゃなかったのか？」


「ええ。私はあなたを置き去りになどしません。ずっとそばにいてもらいます。だから──私の部屋に行きましょう？」


「はあッ!?」


「あたしだって、えーくんを置き去りになんかしない！　ずっと二人で仲良く暮らすんだもん！」


「はあああッッ!?」


　なんだこいつら！　全然わかってねえ！


　絶望する俺をよそに、二人は思いっきり俺の腕をひっぱりあう。


　痛い。痛い痛い！


「その手を放しなさい、残念チワワ！」


「そっちこそ放しなさいよ、顔だけアホ女！」


「イヤお前ら二人とも放せよ!?」


　ひっぱり合いに夢中な二人に、俺の声は届かない。





「──なにしてるの？」





　声のほうに振り向くと、ドアの入り口で首を傾かしげている秋篠姫香あきしのひめかの姿があった。


　この時ほど「元カノ」の勇姿が頼もしく見えたことはない！


「ヒメ、ちょうどいいところに来た！　たのむ助けてくれ！」


「……任務了解」


　ヒメはキリッと表情を引きしめると、小走りに駆け寄ってきた。


　そのまま千和と真涼に体当たりでもかますのか──と思いきや、ぴょんと跳びはねて俺の体に抱きついてきた。


「二人ばっかり、ずるい。わたしもギュッとして？」


「助けてＮＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！」


　普通は正面から抱きつかれたら体勢を崩すものだが、ヒメが軽いのと左右からひっぱられているので奇跡的な安定を見せている。イヤ安定したくないけどね!?


　その時、廊下を走る足音がして、





「ねえねえタッくん！　さっき思いついたんだけど、式は神社で挙げない？　愛衣あいちゃん神前しんぜんで大勝利したい♪」





　ぐるぐる腕を回しながら飛び込んで来たのは冬海ふゆうみ愛衣だった。相変わらず空気が読めない、いや読まないのだろうか？　一人だけ異次元のテンションである。


　リビングの惨状に気づくときょとんと首を傾げて、


「あら……。これは一体なんの騒ぎ？」


「なんでもない！　なんでもないんだあーちゃん！　そのままＵターンしておそとはしってこい！」


　これ以上事態をややこしくしてたまるか！


　しかし冬海は風紀委員としての使命に駆られたらしく、ビシッと指を突き出すおなじみのポーズを取った。


「千和、それに夏川さんも！　いい加減にしなさい、彼が困ってるでしょう？」


　おおッ、あーちゃんがひさしぶりにまともなことを言った！


「ヒメちゃんまで何をやってるのよっ！　そんなことじゃいつまで経っても女子力が上がらないわよ」


　ヒメは俺の胸から顔を上げると、己おのれの恋愛の師匠に向かって手招きした。


「マスター、マスター」


「……何よ？」


「エイタの背中があいてる」


「!?」


　冬海はカッと目を見開いて硬直した。


「おい、冬海？」


「まったく、どうしてこの部は破廉恥はれんちな女子ばかりなのかしら。まともなのは私だけね」


「とか言いながら何故後ろに回り込むッ!?」


　しかも素早いぞコイツ！　なんて巧みなステップだ！


　俺の背中に柔らかな重みが寄りかかり、半袖はんそでから伸びる白い細腕が首に巻きついてきた。


「やぁん♪　広いっ！　おっきい！　あたたか～い！」


　……誰か。


「このステキな背中が数年以内に私のモノに……フフフ♪」


　誰か、誰か助けてえええええッッッ！







◆







　──結局。


　俺を巡る四人のひっぱり合いは決着がつかないまま、ヒメ、真涼の順で体力が尽きて倒れていった。最後まで争った千和と冬海は両者相討ち。折り重なるようにして倒れた二人の横に、へとへとになった俺も倒れ込んだのは言うまでもない。


　ようやく動けるようになった時には、出発時刻の十分前。大あわててで荷物をまとめて、駅まで五人でダッシュした。


　どうにか間に合った帰りの電車の中、真涼と千和はほとんど口を開かなかった。


　二人ともずっと窓の外から視線を離さず、むっつりと口を引き結んで、話しかけづらい雰囲気を全身から放っている。


「会長とチワワがステータス異常にかかってる。まひ？　せきか？」


「ねえ、何かあったのあの二人。ケンカでもした？」


　ヒメと冬海に聞かれても俺は説明する気力がわかず、あいまいに言葉を濁にごすことしかできなかった。


　さっきはあんなに言い争っていた二人が今度はダンマリなんて、やはり不気味だ。


　なんだかんだで今まで微妙なバランスを保ってきたこいつらの関係は、この夏休みを最後に変化を迎えるのかもしれない。


「……他人事ひとごとじゃないよな、俺も」


　誰にも聞こえないように、小声でつぶやく。


　千和と真涼だけじゃない。俺も変わらざるをえない。


　一歩を踏み出してきた幼なじみを受け止めるのか、あるいは〝彼女〟とフェイクな関係を続けるのか。


　俺はまだ、決めかねている。





♯１　千和、九年分の「だいすき」








　合宿が終わっても、夏休みはまだ半分近く残っている。


　夏期講習の中休みも今週いっぱいで終了、来週からは後期授業が始まってまた勉強に打ち込めようになる。


　そう自分に言い聞かせても、俺おれの気分は晴れなかった。


　千和ちわにコクられたことと、その後の修羅場しゅらばの衝撃がまだ脳みそを揺らしていて、思考がまとまらない。ただ歩いているだけでもフワフワして、自分の足じゃないみたいだ。


　家に着いて玄関のドアを閉めた後、そのまま倒れ込みそうになった。


「や、やっと一人になれた……！」


　台所で水道水をがぶ飲みした後、リビングのソファにぐだっと寝そべる。三日ぶりの我が家の匂においが懐なつかしくって落ち着く。このまま眠ってしまいたくなるほどだ。


　気がつけば、もう夕方四時すぎ。


　そろそろ夕食の支度したくを始めなければならない。二人分の米を炊たいて、二人分のおかずを作って、二人で食べる。いつもの幼なじみとの夕食だ。


　……こんな時でも、千和は食べに来てくれるのだろうか？


　その時、ズボンのポケットで携帯がぶるぶる震えだした。


　真涼ますずか、それとも千和かと思って取り出してみれば──





「ああああああカオルぅぅぅぅぅ！　大好きだあああああ！」


『うひゃあっ!?』





　電話口の向こうから親友の裏返った声が聞こえた。


『いきなり大声出さないでよ鋭太えいた！　びっくりするじゃない』


「よくぞかけてきてくれたッ！　やっぱりお前は親友だ！　唯一無二の親友だ！」


『……どうしたの？　今は家？　合宿で何かあったの？』


　さすが親友、察しが良くて助かる！


　俺は合宿中にあったことを洗いざらいぶちまけた。


　ミス俺デレコンテストのステージで、真涼とキスをしたこと。


　その後、千和にコクられたこと。


　ヒメと冬海ふゆうみも巻き込んで、修羅場になったこと。


『そっか。チワワちゃん、ついに覚悟を決めたんだ』


　すべてを聞き終えたカオルは、あまり驚いている風ではなかった。


　どうやらバスルームにいるらしく、声にエコーがかかっている。メールや電話しながら半身浴するのがカオルの日課なのだ。高校生男子の趣味としてはかなりレアじゃないだろうか。


「ついにって、どういう意味だ？」


『そのままの意味だよ。チワワちゃんが鋭太のこと好きなのは、昔からわかってたし』


「え、マジで？」


『うんマジで。気づいてなかったのは鋭太くらいだと思うよ？』


「……そうだったのか……」


　正直ショックだった。千和のことは俺が一番よくわかってる、なんて思っていたのに。とんだ思い上がりだったわけか。


『誰だれだって、近くのものはよく見えないものだからね』


　と、カオルは慰なぐさめてるのかなんなのかわからないことを言う。


『チワワちゃんのこと、妹みたいなものだって思ってたんでしょ？』


「ああ。家族だと思っていた。正直、恋人とかそんな風には……」


『そこなんだよねえ』


　ちゃぷん、とお湯の跳ねる音がする。


『チワワちゃんの方でも、それはよーくわかってたと思うんだ。だから告白できなかったんだよ。中学の時はね』


「今は違うと？」


　そう尋たずねると、カオルはあっさり答えた。


『だって、鋭太に彼女ができたじゃない』





[image: ]


「ああ……」


　思わずため息がもれた。


『夏川なつかわさんと鋭太が付き合ったりしなければ、こんな急に事態が動くことはなかったんじゃないかな』


　まったくカオルの言う通りだった。


　結局のところ、すべての修羅場はそこから始まっている。


　そのうえ真涼と付き合っているというのはフェイクにすぎないのだから、もう何がなにやら。あらゆる糸がこんがらがっていて収拾がつかないレベルだ。


『鋭太、困り果ててるみたいだね』


　バスルームに響くカオルの声がふいに優しくなった。


『実は僕に名案があるんだけど、聞いてみない？』


　え、マジで？


「聞かせてくれ。どんな案だ？」


『僕と付き合っちゃおうよ』


「……は？」


『夏川さんもチワワちゃんもフッてさ、僕と付き合うの。そうすれば二人ともあきらめるんじゃないかなっ！』


　どうですこの素晴らしいアイディア！　と言わんばかりの弾はずんだ声だった。


　しかし、


「……………………はぁぁぁ～～～」


『なっ、なにさその心の底からのため息っ!?』


　まぁな。


　確かにそっちの趣味を装よそおえば女の子は寄ってこなくなるかもしれないが、


「それはない。さすがにない。絶対ない」


『ぶー。いいアイディアだと思ったのに～』


　じゃぶじゃぶ足でお湯をかき混ぜる音がする。


『じゃあもう、エンピツ転がしてどうするか決めちゃえばー？』


「いきなりテキトーになったなオイ」


『テキトーにもなるよ。いくら僕だってこんな仕打ちばかりじゃつらいもん。ばかっ』


「？？　す、すまん」


　正直意味がわからないが、なんだか謝らなければいけない気がした。


　電話口から小さなため息が聞こえて、


『ま、それは冗談として。僕の希望で言わせてもらえば、やっぱりチワワちゃんを選んであげて欲しいかな。あの子が泣くところは、見たくないから』


「うん……」


　カオルと千和は仲がいいからな。中学の時は、時々三人で遊びに行ったりもしたし。


『今だから言うけどね、僕、ひそかに鋭太とチワワちゃんの仲を応援してたんだよ』


「そうなのか？」


『だってもどかしいんだもん。それとなくチワワちゃんにお願いされたこともあるし、僕もチワワちゃんが相手ならいいやって思ったから。……まぁ、あーちゃんの出現でうやむやになっちゃったけどね』


「ごめん。苦労かけてたんだな」


　ソウダヨー、とカオルは笑って、


『本当に鋭太には苦労かけられてるんだから。たまには僕の言うことも聞いてよね。そうだ、二学期に入ったらさ、僕の──キャアッ！』


　と、いきなり電話口から悲鳴が聞こえた。


　まるで女の子みたいに甲高い悲鳴だ。


　……カオルの声、だよな？


「おいカオルどうした？　大丈夫か？」


『もうっ、お父さんなんで入ってくるの!?　……だからのぼせてないって。電話中なのっ！　ていうかもう前隠してよエッチ！』


　どうやら親子ゲンカが始まったようだ。


　しかし父親に対して「エッチ」というのもどうなんだろう。息子と裸はだかの付き合いがしたかったのかもしれないし、ちょっとかわいそうな気がする。


　他人の親子ゲンカを聞くというのも趣味が悪いので、俺はそっと通話を切った。


「やっぱり、自分で考えるしかないか……」


　ソファに寝転がってため息をつく。


　それにしても、だ。


　事実だけを見れば、女の子から告白されるっていうのは嬉うれしいことのはずだ。


　なのに、どうして俺はこんなに落ち込んでいるのだろう。


　恋愛アンチだから？　修羅場が嫌だから？


　──いや、どうもそれとは別のような気がする。


　いったいなんだろう。このモヤモヤした気持ちは。


「……千和がなぁ」


　あの妹みたいな千和が、俺のことをなぁ。


　どうして……俺なんかのこと……。


　…………。







◆







「えーくん起きてよ。えーくんってば」





　気がつけば、千和の顔が目の前にあった。


　いつのまにかソファでウトウトしてしまったようだ。時計を見ればもう夕方六時を回っている。


　俺はあわててよだれをぬぐって起き上がり、


「す、すまん。まだ夕ごはんの準備できてないんだ」


「ううん、それはもういいの」


　と、千和は笑って首を振る。


「もういいってなんだよ。ハラへってないのか？」


「そんなことよりね、今日のこと謝りに来たの」


　千和は改まった様子で深々と頭を下げた。


「えーくんの前で派手にケンカしちゃって、ごめんなさいでした！」


「……お、おう」


「あたしってば、えーくんの気持ちも考えずにまた突っ走っちゃって。あれじゃえーくん板ばさみだよね。ものすっごい迷惑だよね。本当にごめんなさいっ！　ああ、なんであたしってこうなんだろ？　コクる時だって心臓バクバクいってて。上手うまく言えるか不安で。やっと言えたーって思ったら、いきなり夏川が出てきてもう何がなんだかわからなくなって。もうその後はめっちゃくちゃ！　あたし、何言ったか半分も覚えてないもん！　ごめんなさい！」


　真まっ赤かな顔で一気にまくしたてると、千和はもう一度頭を下げる。


「謝るなよ千和、な？　これっぽっちも気にしてないからさ」


　俺はなんとか千和を慰めようとして、


「ほら、前に部活で告白の練習したことがあったろ？　あの時『告白しまひゅ！』って嚙かんでた時に比べたらものすごい進歩だぞ」


　すると千和はますます顔を赤くして、


「せ、せ、せっかく忘れかけてたのにぃぃぃ～！」


「えっ!?」


　しまった、慰めるつもりで地雷を踏んだか！


「えーくんのバカ！　バカ！　キライ！」


「す、すまん！」


　今度は俺が頭を下げる。くそ、どうして俺はこう間が悪いんだろうか。


　その時、俺のおでこに柔らかいものが触れてきた。


　ちゅっ、と小さな音がする。


　この感触とこの音を俺は知っている。


　つい半日前に、くちびるで体験したのと同じだ。





「うそ。大好き」





　目元をうっすらとうるませて、千和は微笑ほほえんだ。


「い、いやっ、だから、俺が言いたいのはそういうことじゃなくてだなぁっ」


「今までずっと言えなかったぶん、これからはたくさん『好き』って言うの。九年ぶんだよ？　覚悟してよ？」


「だからそうじゃなくて！」


　ダメだ、このままだとまた流されてしまう！


　俺は一度大きく深呼吸して沸騰ふっとうしそうになる脳みそを冷ましてから、


「なあ千和、はっきり言うぞ」


「うん」


「俺はお前のことを幼なじみとしか見てなかった。だから好きって言われても、正直ピンと来ないんだ」


「うん、それはよく知ってる」


　千和は気にした風もなく頷うなずいた。カオルが言った通りである。


「それでもあたしは、えーくんが好きなの。えーくんがいいの。幼なじみじゃなくて、一人の男の子として好き。……ダメかな？」


「ダメじゃないけど……」





「だからあたし、これからえーくんちでご飯食べるの止やめようと思うの」





「えっ？」


　今日はいろいろなことがあったけれど、この発言が一番の驚きだった。


「なに？　今なんて言った？」


「だから。えーくんちでごはん食べるの止めようって」


「ど、どうした千和!?　なにか悪いものでも食べたのかッ!?」


　俺は本気で心配になって、千和のおでこに手をあてて熱を計る。平熱だ。おかしい。どうなっている？


「あたしは正気だってば！」


　と、千和は俺の手を振り払う。


「電車の中でずっと考えてたの。幼なじみって立場に甘えてたあたしが、どうやったらひとりの女の子として見てもらえるようになるのかなって。たくさんたくさん考えて、ずっとずっと考えて、やっぱりこれしかないなって」


「なんでだよ！　メシくらい一緒に食えばいいじゃねーか」


　しかし千和は首を振り、


「そんな風にえーくんに甘えてると、いつまでたっても幼なじみから抜け出せないから」


「……」


　千和の目は真剣だった。


　付き合いが長いからわかる。こういう目をした時の千和は、テコでも動かないのだ。


「じゃあ、これからメシはどうするんだよ」


「しばらくは外食かコンビニ弁当になると思うけど、少しずつお料理も覚えようかなって。いつまでも『できません』じゃ情けないし」


「ち、千和が料理だとッッッ!?」


　さっきの発言を上回るさらなる驚愕きょうがくが俺を襲った。


　家庭科の調理実習で「普通じゃつまんない」というロックな理由で肉じゃがにトマトをぶちこむユニバースな感性の持ち主の千和が料理だとッッ!?


「なあ、せめて料理は一緒にすることにしないか？　メシは大事だぞ？　恋愛なんかよりよっっっっぽど大切な生命の源みなもとだぞ？」


「大丈夫だってば！　ぜんっぜんへーきっ。一人でできるもん！」


　千和が胸をどんと叩たたくのとほぼ同じタイミングで、「ぐぅぅぅ～」という腹の音がリビングに鳴り響いた。


　もちろん俺の腹ではない。


　千和はさっきとは別の理由で顔を真っ赤にして、


「今のはっ、お腹なかのラッパが鳴った音だからね？」


「……あのなぁ……」


　なんだその言い訳。ていうか言い訳になってねえし。


「そ、それから、ひとつお願いがあるのっ」


　千和は焦あせったように話題をそらし、


「えーくん、明日の午後ヒマ？」


「ああ。来週からまた夏期講習だけど、今週いっぱいなら」


「じゃあ学校行くの付き合ってくれない？」


「部室に何か用事でもあるのか？」


　すると千和は首を振り、


「ハネ高じゃなくて、中学のほう。ハネ中に行く用事があるの」


　ハネ中とは、俺と千和の出身中学である羽根はねノ山やま中学校のことである。


　俺にとっては中２病時代の黒歴史満載の場所なので、あまり近づきたくないのだが──


「お願い。えーくんと一緒に行かないと意味がないの」


　ここまで言われたら断れない。


　きっと今回のこととも関係あるんだろうしな。


「わかった。じゃあ午後一時に家の前で待ち合わせな」


「ありがとう！　えーくん大好きっ」


　にっこり笑いかけられると、俺の頰ほおは何故なぜか熱くなった。


　──それにしても、だ。


　あの千和がメシをいらないと言い出すなんて信じられない。


　恋のためにそこまでがんばれるものなのか？


　恋ってのは、そこまで人を変えちまうのか？


　恋愛アンチの俺には、わからない。







◆







　約束の時間ちょうどに玄関を出ると、私服姿の千和が門の前に立っていた。


「こんちは、えーくんっ。時間ぴったりだね」


「そりゃそうだろ」


　玄関から徒歩五秒の場所で待ち合わせだからな。寝坊でもしない限り遅れようがない。


「学校までは歩いて行くのか？」


「そのつもりだけど、バス使う？」


「いやあ……」


　今日もガンガン陽射ひざしが照っているし、冷房の効いたバスで行くという選択肢も十分アリではあるが、


「せっかくだし、昔と同じで行こうぜ」


「うんうんっ」


　千和は嬉しそうに二度頷くと、俺の隣を歩き始めた。


　お互いの肩の間に握りこぶしひとつ入るくらいの、微妙な距離が空いている。


　……なんかやっぱり、いつもと違う。




・起　千和が肩をぴったりくっつけてくる。


・承　「暑苦しい、離れろ」


・転　「なになに？　えーくんったら照れてるの？　お年ごろなのっ？」


・結　「うぜえ黙れやかましい！」




　と、いうのがいつものパターンなのだが。


　これも「脱・幼なじみ計画」のひとつなのだろうか。暑苦しくないのはいいけど、どうも調子が狂う。


「なぁ千和、昨日はちゃんとメシ食ったのか？」


「もっちろん！　スーパーで野菜とお肉買ってきて炒いためて食べたよ。ちょっと焦こがしちゃったけどね」


　なんと、それは驚きである。


「味付けはどうしたんだ？」


「特になーんにも。焼き肉のタレで食べた」


「ああ、それは無難だな」


　千和はいつも余計な味付けをしようとして失敗するからな。肉野菜炒めなら栄養もぼちぼちだろう。


「ていうかえーくん、心配しすぎ。あたしってそんなに頼りない？」


「いや、だけど食い物だけはな……。今からでも考え直さないか？」


「大丈夫！　あたしには焼き肉のタレがついてるから」


「すぐ飽きると思うぞ」


「そんなこともないもん。辛口、甘口、中辛口、よりどりみどりだもん」


　と、すっかりベテラン顔のチワワさんである。……いや絶対飽きるだろ！


　四丁目のコンビニの交差点を渡って、住宅街を区切る路地に入る。車一台分くらいの狭い道だが、ここを通ると登校時間をほんの一分くらいショートカットできる。遅刻ギリギリの時はその一分が明暗を分けるので、かつては重要ルートのひとつだった。


「この道を通るの、ひさしぶりだな」


「ハネ中に行く時くらいしか使わないもんね」


　──と。


　俺たちが向かう先の十字路から、赤い４ｔトラックが右折してこの路地に入ってきた。荷台に材木を山ほど積み込んで、低いエンジン音を響かせて近づいてくる。


　俺はハッとなって、左側を歩く千和を見た。


　千和は青ざめた顔で足を止めてトラックを凝視している。膝ひざを小刻みに震わせ、俺のシャツの裾すそを小さくつまんでいた。


「大丈夫。俺がついてるから」


　俺は千和の腕をひっぱってブロック塀に背中を押しつけた。その小さな体に覆おおい被かぶさって仁王立におうだちして、トラックが通りすぎるのを待つ。運転手のおっさんが何を勘違いしたのか、俺たちを見てニヤニヤ笑っていた。


　千和はギュッと目をつむったまま、俺のシャツを握っている。


「もう、もう行っちゃった？　トラックもういない？」


「ああ。見えなくなったぞ」


　千和は目を開けてトラックがいないのを確認し、ホッと胸をなで下ろした。


「ごめんね、えーくん。もう甘えないって昨日言ったばかりなのに」


「ぜんっぜん大丈夫。楽勝楽勝！」


「ダメなのはね、赤いトラックだけなの。離れてたら大丈夫なんだけど、すぐ近くを通ったら」


「心配いらないって。ほら、このブロック塀みてみろよ。なんか灰色だぞ灰色。まあ普通ブロックは灰色だけどな。赤とか青とかあったら怖いもんな。はは。楽勝楽勝！」


　こんなテンパッた慰めしか言えない自分の無力さが、本当にイヤになる。


　去年の六月、千和はトラック事故に遭あって剣道ができなくなった。そう、ちょうどあのくらいの大きさの赤いトラックだ。前は街でトラックを見かけるだけで足を竦すくませていたから、今はかなりマシになった方だ。


　だけど完全に忘れられたわけじゃない。


　だから俺は医者になって、千和の体を治してやりたいのだ。


「あの……あの、えーくん？」


　千和がモジモジしながら、俺のことを上目遣うわめづかいに見る。


「この体勢でいると、その、いろいろ誤解されちゃうかも？」


「えっ？」


　そこで俺は我に返った。


　千和と体を密着させて、顔を近づけて……まるでキスを迫ってるような体勢になっているではないか。さっき運ちゃんがニヤニヤしてたのはこれか！


　あわてて体を離そうとしたのだが、千和は背中に腕を回して本格的に抱きついてきた。


「お、おい千和っ!?」


「こんなところ彼女に見られたら、殺されちゃうね」


　声の感じからして、悪ふざけをしてる風ではない。千和は真剣だ。


「えーくん、好き……っ」


「だッ、な、なんで今言うんだよ!?」


「昨日言ったでしょ？　言えなかった九年ぶん『好き』って言うって」


　まさか本気とは思わなかった。


　千和に抱きつかれたまま、俺は手のやり場に困っていた。このまま宙ぶらりんなのはマヌケだし、かといって抱きしめてしまえば受け入れたことになる。


　千和はひしっと抱きついたまま、「好き……」と何度も繰り返している。なんだかもう、このまま洗脳されてしまいそうだ！


　どうしたものかと途方に暮れていると、某国民的ＲＰＧにおける「呪のろわれた武具を装備した時のＢＧＭ」が流れ出した。


　出所は俺のズボンのポケットだ。


「えーくんの携帯？」


「あ、ああ、メールみたいだ」


　この着信音に設定してある相手といえば──。







【Ｆｒｏｍ】oraoraoraoraoraoraoraoraoraora@xxxx.mail.ne.jp




【件名】おーーーいネコドラくーん


【本文】えーくん好き[image: ]とか言われて鼻の下を伸ばしてるんじゃないでしょうね？







「夏川真涼！　きさま！　見ているなッ！」


　誰もいない路地に向かって叫んでみるが──反応なし。


　まさか尾行されているのかと思ったが、違ったらしい。


　真涼は異様に勘が鋭くて、時々本当に見ているかのようなメールを送ってくることがある。スタンド使いじゃないかと疑いたくなるレベルだ。


「今のメール、夏川？」


「え？　あ、ああ。まあな」


「そうなんだ。じゃあ抱き合ってるところ写メして送ってあげる？」


「それは俺に死ねということか!?」


「うそうそ。じょーだんだってば」


　千和は笑って俺から離れると、それ以上何も言わずに歩き始めた。


「やれやれ……」


　たっぷりとかいた額ひたいの汗を半袖はんそでの腕でぬぐう。


　千和と二人きりでいる時も、やっぱり〝彼女〟の影は消えないのだった。







◆







　半年ぶりに校門をくぐると、初代校長の胸像が出迎えてくれた。


「ちっすヨースケ！　元気だった？」


　永島洋佑翁ながしまようすけおう（１９１８～２０００）の四角い肩をぽんと叩いて、千和はグラウンドの方へ歩いて行く。


「勝手に入っていいのかよ？」


「だいじょーぶ。先生には前もって連絡入れてあるから」


　ということは、その先生に用事があるのだろうか。


「そろそろ教えてくれよ。いったいハネ中に何しに来たんだ？」


　しかし千和は「すぐにわかるって」と取り合ってくれず、グラウンドをまぶしそうに見つめている。


　陽射しが容赦なく照りつける中、ソフトボール部と野球部が少しきゅうくつそうに練習していた。野球部の内野がソフト部の外野、といった具合である。在校中はよく見かけた風景だ。


「でもソフト部って、確か廃部寸前だったんじゃなかったっけ？」


「あたしたちの時で、三年生四人と二年生三人しかいなかったからね」


　試合に出るには人数が足りないからと、よく千和が助っ人に駆り出されていたのを思い出す。三年生が抜けたらもう部としての存続は難しいと言われていた。


　練習の邪魔にならないようグラウンドのへりを歩いていると、外野の頭を越えたソフト部の打球がてんてんと転がってきた。


　ボールを追ってきた外野手が「すみませーん」と手を振りながら叫ぶ。


「よっと♪」


　千和は無駄のない動きでゴロを捕球、スナップを利きかせた見事なソフト投げで返球した。


　あまりにいい球が返ってきたせいか、外野手が目を丸くして立ち尽くしている。


　かと思ったら、


「あのう、春咲はるさき千和センパイじゃないですか？」


「えっ？」


「やっぱり！　私ですよ！　ほら！」


　外野手は目深まぶかにかぶっていたサンバイザーを脱ぎ、日焼けした顔でニコッと笑った。


「あー、ミチルじゃん！　ひさしぶりー！」


　駆け寄ってキャッキャと手を取り合う二人。どうやら知り合いらしい。


「一年入ったんだね、良かったじゃん！　もしかしてミチルがキャプテン？」


「ハイ！　それもこれも千和センパイのおかげです」


　他ほかのソフト部員たちも集まってきて、次々に黄色い歓声をあげる。


「あーっ、春咲センパイだ！」


「じゃあ、このお方があの伝説の助っ人？」


「お会いしたかったんです！　光栄ですっ！」


　と、千和はもみくちゃにされている。「このお方」「伝説」「光栄」、すごい賛辞がぽんぽん出てくる。


　長いみつあみの一年生が興奮した面持おももちで、


「わたし、千和センパイにあこがれてソフト始めたんですっ」


「でもあたし、正式なソフト部員じゃなかったけど……」


「そんなの関係ありません！　県大会予選でかっ飛ばした三打席連続ホームランを見て、女の子でもここまでできるんだぁって。ホントにホントに感動したんです！」


　目をキラキラさせる一年生に、千和は照れくさそうにうつむいて鼻の頭をかいている。


　うーん。


　なんか、すげー嬉しいなあ！


　千和がこんな風に褒ほめられていると、まるで自分のことみたいに嬉しい。真涼やヒメや冬海にも見せてやりたいぜ。


　会話に花が咲いているようなので、俺はそっと場を離れることにした。校内をぶらぶらしていよう。季堂きどう鋭太はクールに去るぜ。


「あっ……」


　とその時、おかっぱ頭の一年が俺を見て声をあげた。


「宅配便のひとだ」


「えっ？」


　思わず反応すると、おかっぱはハッと口を両手で押さえた。


「ごめんなさい。私ったら何を」


「いや別に気にしてないよ。なんだい？　宅配便って」


「た、たいしたことじゃないんです。本当に」


　おかっぱは顔を真っ赤にしてうつむいている。


　なんだろう？


　もしかして……またモテてしまったのか!?


「自演乙じえんおつ」でモテまくってるうちに、知らず知らずにモテオーラを身につけてしまったというのかッ。


　いやあ。恋愛アンチなのになぁ。参ったなアー。


「本当に気にしてないから。それより『宅配便』のほうが気になるナ？」


　後輩の緊張をほぐすため、さわやかに笑いかけてあげた。


　おかっぱは少しホッとした顔になり、


「去年、私が小六の時の話なんですけど、集団登校の時よく先輩を見かけたんです」


「うんうん」


「先輩、いつも軍手をはめて登校してましたよね？　真夏でも」


「………………うん」


　くもゆきがあやしくなってきた。


「宅配便の配達員みたいに指のところだけ切ってあって、手の甲のところに何か書いてあるの」


「……」


　いやなあせもでてきた！


「だから配達のアルバイトでもしてるのかなって。それで友達の間で『宅配便のひと』って呼んでたんです」


「ふ、ふう～ん？　そんなこともあったかもなぁ～？　どうだったかなぁ～？」


　必死で視線をそらす俺に、三年女子が追い打ちをかける。


「そういえば季堂先輩って、いつも爆竹持ち歩いてるってウワサがありましたよね」


「ばばばばば爆竹なんてそんな、持ち歩くわけないだろ？　お祭りじゃあるまいし！」


「よく『メッサツ！』って叫んでましたけど、メッサツってなんですか？」


「や、やる気出す時のかけ声みたいなものかな？　よくは叫んでなかったと思うよたまにだよたまに！」


　冷や汗でシャツをぐしょぐしょにしながら俺は後ずさり、


「じゃあ千和、邪魔者は消えるからごゆっくり！」


　さわやかに手を振って、全速力で駆け出した。


「ちょっとえーくん、どこ行くの？」


「その辺ぶらぶらしてくる！」


　千和の不思議そうな視線と声を振り切って、俺は東側昇降口から校舎の中に逃げ込んだ。


　ああ、やばかった……。


　やはりここは危険な場所だ。地雷がたくさん埋っている。埋めたのは中２病時代の俺だから、自業自得だけど。


　履はいてきたスニーカーを下駄箱げたばこの上に置いて、来客用のスリッパで中に入る。制服も着てないし、入場許可証みたいなのも持ってない。知らない先生に出くわすとややこしいことになりそうだ。


　と思っていたそばから、ジャージ姿の太った教師が向こうから歩いてきた。知らない顔だ。


　事情を説明するのもめんどくさいので、俺はそばの教室の中に隠れた。


　黒板横の壁に貼はりついて、足音が過ぎ去るのを待つ。


　……ん？


　ここってもしかして、元二年三組だった教室か？


　何故わかるかというと、黒板の一カ所がわずかに凹へこんでいるのである。注意深く見なければわからない程度の凹みだが、俺にはすぐにわかった。


　つけた本人だからね。


　詳細に思い出すと首を吊つりたくなるからやめておくが──思えばあれがきっかけで「他人の好意」に対して慎重になった気がする。真涼たちにはよくニブいニブいと言われるが、あれだけ恥ずかしい目にあえば臆病おくびょうにもなるってもんだ。


　足音が過ぎ去るのを待って廊下に出ると、今度は反対側から足音が近づいてきた。


　背の高い男子生徒である。


　ハネ中の制服ではない。この辺では一番頭のいい私立高校のブレザーを着ている。


　なんとなく見覚えのある顔だなと思っていると、向こうの方でも俺に気がついたようで、


「あれっ、季堂じゃないか？」


「おう」


　返事をしたは良いものの、相手が誰だか思い出せない。クラスは違うが、同じ学年だったやつなのは間違いないと思うんだけど。


「なんだよ忘れたのか？　俺にとっては因縁いんねんの相手なのに」


　と、日に焼けた顔に白い歯を見せる。


「因縁？」


「ああ。俺はお前の名前を忘れたことはなかったぞ」


「ええっと……」


　そこまで言う相手なら、絶対俺も覚えてると思うんだが。


「乾だよ。乾星也いぬいせいや」


「……い、ぬい？」


　やばい。名前を聞いてもわからない。顔は確かに見覚えがあるのに、もどかしいったらない。


「お前には『男子剣道部の部長』って言った方がわかりやすいかもしれないな」


「あ」


　そうだ。剣道部の道場で見かけた顔なんだ。


　女子の間じゃ敵ナシの千和が、よく稽古けいこの相手をしてもらってたっけ。俺としゃべったことは数回しかないはずだから、名前を忘れても無理はない。


　そこまで思い出したところで、以前カオルから聞いたウワサ話がふっと頭に浮かんだ。





『だけどチワワちゃん、中学の時に一度コクられてるはずだけどな』


『えっ、誰に？』


『男子剣道部の部長。結構有名なウワサだと思ってたけど、知らない？』





「そういうことか……」


　そりゃ俺のことはよく覚えてるはずだ。


　当時の乾からすれば、千和といつも一緒にいる俺のことがさぞ気になったことだろう。


「ようやく思い出してくれたみたいだな」


　ニカッ、とまたもや白い歯を見せて笑う。なんというさわやかさ。このままスポーツドリンクのＣＭに出てもおかしくない。


「まったく薄情なやつだな。俺にとっては恋仇こいがたきなのに」


「すっ、すまん！」


　以前なら「恋仇」なんて否定してただろうけれど、今日に至っては反論のしようもない。


「なんて、な。春咲は俺なんか眼中になかったから、恋仇と言ったら失礼か」


「そんなことないだろ。千和にとっちゃ、コクられるなんて滅多にない経験だし」


　すると乾は不思議そうな顔つきになって、


「何言ってるんだ？　春咲のこと好きだったのは俺だけじゃないぞ」


「えっ？」


「俺が知ってるだけでも三人だな。バスケ部、サッカー部、水泳部各一名ずつ。他の運動部にも、絶対ファンがいたと思うぞ」


「……」


　ウソだろ？


　もし乾の言葉が真実だとすれば、千和は中学時代モテまくりだったことになる。


　俺が気づかなかっただけってことか？


　すると千和は、「自演乙」の活動をすればするほどモテなくなっているということに……。


「か、悲しすぎるっ」


「どうした季堂、立ちくらみか？」


　実際、めまいがする思いだった。


「春咲ってあの通りルックスはすごく可愛かわいいだろう？　それ目当てで寄ってくる男も確かに多いんだが──」


「お、ふうっ」


　間の抜けた返事をしてしまった。


　千和って周りから見たらそんなに可愛いのか……。


　これまたびっくりだ。


「でも、彼女がモテるのは顔じゃないんだよ。一緒に部活したりするとよくわかる。ああ、この子は他の女子とは違うって。ちょっと恥ずかしい言い方になるけど──輝いてるんだ。剣道やってる時の春咲は」


　そういえば、前に真涼も同じようなことを言っていた。





　──まぶしいわ。あの子は。





「俺が春咲にコクッた時、なんて断られたかわかるか？」


「いや、見当もつかない」


「『昔からずっと好きなひとがいるから』ってさ。そんな風に言われたら、もう相手は季堂だってわかるだろう？」


「う、ぐ、ぐぐぐ」


「ハハハ、照れるな照れるな」


　そう言われても、頰が熱くなるのはどうしようもない。


「まぁ、誰が見てもバレバレだったからさ。春咲のこと好きなやつはたくさんいたけど、コクったのが俺だけなのはそういう理由からだよ。誰だって神風特攻はしたくないよな」


「……じゃあ、乾はどうして特攻したんだ？」


「えっ？」


　乾は不意をつかれたように口を開けた。


「そうだな、うん。なんて言うか──好きになったらしょうがないよな。いくら相手に好きな人がいたとしても。好きになったらもう、気持ちをぶつけずにはいられなかった。それだけだよ」


「……かっこいいな」


　俺は心の底からそう思った。


　ハネ中男子剣道部は女子と同じく強豪で人数も多かったけれど、その部長を務めていたというのがよくわかる。こいつなら部員はみんなついていくだろう。


　すると乾は照れくさそうに大きな体をもじもじさせて、


「カッコよくなんかないさ。高校ではもう新しい恋人を作ったりしているからな」


「へえ、さすがだな」


　こういう男はやっぱり女が放っておかないんだろうな。恋愛アンチといえどもこれは祝福せねば。


「いやもう、俺にはもったいないくらいのすごく可愛いコでさ。優しいしよく気がつくし、毎日弁当作ってきてくれるし──あ、良かったら写メ見るか？」


　いったいどんな美少女だろうと、俺は差し出されたスマホを覗のぞき込んだ。


　液晶に映し出されていたのは、とてもつぶらな目をした、


　色白で、


　……五分刈りの、


　四角い顔をした、


「……………………………………………男じゃん？」


「ああ、男だ」


　乾は何故か誇らしげに胸を張り、


「高校で入った剣道部で仲良くなったんだ。性別の壁は大きかったけど──好きになったらしょうがないよな！」


「しょうがなくなねーーーーーだろ!?　そこは踏みとどまれよ！」


　乾は幸せそうにスマホを胸に抱きしめて体をくねらせ、


「いくら相手が男でも、気持ちをぶつけずにはいられなかったんだ」


「だからぶつけるなーーー！」


「勢いあまって他のモノもぶつけちまったけどな」


「やめろ！　それ以上聞きたくないッ！」


　せっかく良い話だったのに！


　なぜこんなにホモホモしくなった!?　こんなオチつけることねえだろ！　なんの陰謀だ！


「おっと、もうこんな時間か」


　乾は腕時計を見ながら俺の肩をぽんと叩いて、


「そろそろ行こうか、季堂」


「い、嫌だッ！　そっちには行きたくない！　高校に入る時誓ったんだ、ホモと間違えられないように気をつけようって！」


「勘違いするなよ」


　乾はやれやれと首を振り、


「お前も春咲に呼ばれてきたんだろう？　だったら行き先は同じはずだろ」


「えっ？」


　俺は暴あばれるのを止めて乾の顔を見た。


「じゃあ、お前も千和に？」


「そうだ」


　乾は大きく頷いて、


「彼女がまたあの場所に来るのは、かなりの覚悟と決断が必要だったはずだ。だから見届けてやってくれ。彼女が一番見てもらいたいのは、きっとお前だから」







◆







　乾に連れて行かれたのは、校舎裏にある剣道場だった。


　ぴかぴかに磨かれた床板の上で、防具をつけた部員たちが竹刀しないを激しく打ち合わせている。稽古の真っ最中らしい。


　中学校時代、千和と一緒に帰る時によく訪れた場所である。根っから文化系の俺には、この熱血ノリはどうにも辛つらい。天井てんじょうが高いので道場に熱はこもらないのだが、見てるだけで背中に汗をかいてしまう。


　しかし──


「ほら、手だけで打ってるよー！　握る手には力を入れずに、もっと腰を使って打つの！　剣道は腰なんだからね！」


　激しい気合が飛びかう道場の中でも、ひときわ元気な声が響く。


　真新しい防具をつけた新一年生たちにつきっきりで、手取り足取り素振りを教えている。


　教えているのは、千和だ。


「ちゃんと正面の鏡を見て、自分のフォームを意識してね。さっきあたしがやって見せたお手本を頭と体でなぞるようにして！」


　俺にはめったに見せない厳しい表情で、手を叩きながらアドバイスするその姿は──まるで昔の千和が戻ってきたようだった。


　……。


　嬉しい。


　なんか、嬉しいな。


　千和のこういう顔を見るのは。本当に嬉しい。


「見せたかったのは、これか」


　隣に立っている乾が目を細めて、


「道場にいる春咲を見るのは一年ぶり以上かな。あの事故以来、ここにはずっと寄りつかなかったから」


　そう。


　事故にあって剣道ができなくなってからというもの、千和はずっと剣道場に顔を出すのをためらっていた。置いてあった防具や私物なんかは、俺が代わりに取りに行ったくらいなのだ。


　理由は聞かなかったけれど、なんとなくわかる。


　剣道ができないのに剣道場に行くのはつらい──そんなところだろう。


　全国大会出場を目指していた「最後の夏」の夢は、ここにずっと置き去りにされたままだったのだ。


　その千和が、一年を経へてここに来たということは……。


「あっ、えーくん！」


　道場の入り口に立っている俺に気づくと、千和が板の間を滑るように駆け寄ってきた。


「どこ行ってたの？　さっきから何度もメールしてたのに」


「ごめん、気づかなかった」


　乾が軽く手を挙げて、


「ちょっとそこで出くわしてな。一緒に連れてきたんだ」


「乾くんひさしぶり。来てくれてありがとっ」


　千和はにっこりと微笑んだ。


「五月くらいからね、師範せんせいにずっと頼まれてたの。新入部員が十二人も入ってとても手が回らないから、ヒマな時だけでも見てやってくれないかって。ずっとどうしようか悩んでたんだけど──」


「吹っ切れたみたいだな、いろいろと」


　俺が言葉を引き取ると、千和は大きく頷いた。


「あたしが大丈夫になったところを二人に見せておきたかったの。あの時は男子剣道部にもたくさん迷惑かけたから、乾くんはその代表として。そしてえーくんは『乙女おとめの会』の代表として」


「乙女の会？」


　首をひねる乾に、千和はきっぱり告げる。


「ハネ高でのあたしの新しいチーム。剣道で全国優勝するのと同じくらい、ステキな夢を追いかけられる部活なの」


「……やっぱりすごいな、春咲は」


　乾はため息とともに首を振った。


「もう新しい目標を見つけて、そこに向かって全力なんだな。すごいよ。尊敬する」


「ううん。ぜんぶえーくんのおかげなの」


　と、千和が俺を見て笑う。


「ああ。俺がフラれた理由がよくわかったよ」


　乾までもが俺を見つめる。


「……な、なんだ？」


　なんなんだよ二人して。なんでそこで俺を持ち上げるんだ？　気持ち悪いぞ。


「じゃあな、色男」


　きょとんとする俺の背中を叩いて、乾は先に帰って行った。


「えーくんはどうする？　ちょっと遅くなるから、先に帰ってもいいけど」


「ばーか」


　俺は千和のおでこをぺしっと叩いて、


「待ってるに決まってるだろ？」


「……うんっ」


「ここで見学してるよ。剣豪チワワの名コーチぶりを見届けて、ヒメたちに話してやらないと。代表だからな」


　練習の邪魔にならないよう、俺は道場の隅っこに腰を下ろした。


　千和はそんな俺の顔をしばらく見つめていたが、


「──ほら、また手だけで振ってるよ！　ちゃんと出足も意識して打たないとっ！」


　再び後輩の指導に戻ろうとする時。


　その一瞬、ほんの一瞬──千和の顔が涙をこらえるみたいにゆがんだのは、みんなには秘密にしておこうと思う。







◆







　稽古が終わるころには、すっかり外は薄暗くなっていた。


「センパーイ、また教えに来てくださいねーっ！」


「秋の大会でセンパイたちの成績を抜いてみせますから！　かならずっ！」


　剣道部の後輩たちに総出で見送られ、俺たちは校門を出た。


　千和は何度も何度も振り返って手を振っている。俺はやっぱり、体育会系のノリについていけなくて肩身が狭いけれど。


　校舎が見えなくなって二人きりになると、千和はそっと俺の右腕に抱きついてきた。


「今日は、本当にありがと。……すっごく、感謝してる」


「お、おうっ」


　千和の小さな体の感触に、思わず声が裏返る。


「えーくん、好き」


「それはもうわかったよ！　何度も言わなくていいよ今日何度目だよ！」


「だから言ったじゃん。何度でも言うって。……好き」


　熱くなっている千和の温度が衣服ごしにじんわりと感じられる。「好き……」と繰り返しささやく千和の吐息が首のあたりにかかって、もう、そこいらを走り出したい気持ちに駆られる。


「そ、それはともかく、だ」


　俺は咳払せきばらいして気持ちを落ち着け、今日のことを整理する。


　千和は自分の過去にしっかりケジメをつけて、前に進んでいる。


　ならば俺もハッキリと答えなくてはならない。


　真涼との約束を破るわけにはいかないから──許される範囲で。


「なあ千和」


「うん」


「俺は、夏川真涼の彼氏だ」


「……知ってる」


「だからお前の気持ちに応こたえることはできない。少なくとも高校三年間は」


　千和は不思議そうに俺を見上げて、


「夏川と付き合うのは、三年間だけってこと？」


「先のことなんてわからないだろ。カップルなんて、いつ別れるかわからないんだ」


　そう。


　今も行方ゆくえの知れない俺の両親のように、いつ破局を迎えるかわからない。


　今、こうして俺のことを「好き」と言ってくれている千和の気持ちだって、三年後には変わっているかもしれない。明日にはどうなっているかわからないのだ。本物の恋なんて。


「わかった！」


　千和は俺から腕を離すと、歩道と車道の分離帯の上にぴょんと跳び乗った。


「えーくんが夏川と別れるつもりがないのはよくわかった。でも『先のことなんてわからない』ってことは、明日彼女と別れてるかもしれないってことだよね？」


　むう。


　なんというポジティブシンキング。


「そりゃまぁ、そうだけどさ」


「じゃあ、あたしがやるべきことはひとつだねっ」


　と、人差し指を立てて俺に向かって突き出した。


「乙女の会の部活をがんばって、夏川より魅力的なモテカワ女子になって──えーくんを奪ってみせるもん」


「……。それって今までとあんまり変わらないような」


「そうだよ？」


　千和はくすくすと笑う。


　落ち着くところに落ち着いた、というべきなのだろうか。俺が修羅場から解放されるのは、まだまだ先の話になりそうだ。


「だったら、俺からもひとつ言いたいことがある」


「なあに？」


　俺は千和から目をそらして、あかね色に染まる西の空を見上げながら、


「その、たまにはメシ、食べに来いよな。一人分だけ作るのって逆に大変なんだぞ」


「……」


「あ、甘えるとか甘えないのとかそういうの抜きでさ！　誰も俺んちでメシ食ったからってそんな風に思わねーって！」


　千和がボソッとささやく、


「えーくん、もしかして寂さびしいの？」


　サビ!?


「だッ、ばッ、誰が寂しいかボケぇ！　俺はお前の栄養状態とか腹の具合とかを心配してだなぁ！」


「…………♪」


　千和はリボンをひるがえして向きを変えると、正面から抱きついてきた。


「やめろ暑苦しい！　放せコラァァ!!」


　じたばた暴れても、千和は背中にしっかり腕を回して離れない。なんだかすっかり合宿に行く前のノリに戻っている。





「えーくん、愛してる愛してるっ！　愛してるーっ！」


「だから放せェェェェェ!!」





　こんな時間がずっと続けばいいのに、と思ってしまった。


　恋愛アンチなのに、思ってしまった。
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♯２　愛衣、風紀と恋のイタばさみ？








　夏期講習の昼休み。


　予備校の食堂で昼食を取っていた時のことである。





「ねえタッくん。あの女とはいつ別れてくれるの？」





　対面で弁当をつつく冬海愛衣ふゆうみあいにそう尋たずねられ、俺おれは食っていたおにぎりを落としそうになった。


「……えっ？」


「えっ、って何よ？」


「いや……。えっ？」


「えっ？」


　無意味に「えっ？」を応酬する俺たちを、隣の遊井あそいカオルがかわりばんこに見つめる。


「鋭太えいたもあーちゃんも、二人でなんの話ししてるの？」


　仲間はずれはヤダヨー、と俺の肩をぽかぽか叩たたくマネをする。なんだこいつ。可愛かわいいぞ。


「先週行った夏合宿でね、タッくんにハンコもらったの！」


「へえ。ハンコってなんの？」


「これ！」


　冬海は例の「こんいんとどけ」をうきうきと取り出した。


　幼稚園児の俺が書いた名前の下に赤い拇印ぼいんが押されている。出血した指で触れたため偶然ついてしまったのである。


　そのことは何度も冬海に説明したのだが、


「やっぱり高校の卒業式の帰りに二人で出しに行くのが一番よね。でも、ゆうべちょっと妄想……じゃなくて考えたんだけど、前日に提出しちゃって、卒業式の壇上で全校生徒に向かって結婚発表っていうのもいいかなぁって♪」


　と、まるで聞いちゃくれないのだった。このままゴールインする気満々である。


「よかったね鋭太。おしあわせに」


「ちょっと待て！　何故なぜ遠くに行くんだカオル!?」


　我が親友がいつの間にかテーブル端の席まで移動しているッ。


「いやあ、まさか婚約とはね。さすがの僕もドン引きだよ」


「だから誤解だって！　この俺が結婚なんか考えるわけないだろ、こいつが勝手に言ってるだけなんだよ！」


「ねえねえタッくん、あの女とはいつ別れてくれるの？」


　やっぱり話を聞かない冬海愛衣さん。あくまで冒頭の質問にこだわるようだ。


「あの女って、誰だれだよ」


「夏川真涼なつかわますずよ。千和ちわやヒメちゃんのことはとりあえず置いとくとしても、いずれ彼女との関係は解消しなきゃでしょ？」


　婚約うんぬんは別として、確かに一理ある。


　真涼と結んだ契約は高校卒業までなのだから、そこでひとつの答えを出さなくてはいけないのだ。


「ま、すぐにとは言わないわ。タッくんの踏ん切りがつくまで、婚約の件は秘密にしておくから」


「……おお」


　俺はホッと胸をなでおろした。もし言いふらされでもしたらどうしようかと思っていたが、最悪の事態は回避されたようだ。


　隣に戻ってきてくれたカオルが首を傾かしげて、


「でもいいの？　婚約を発表しちゃえば、鋭太争奪戦を一歩リードできるかもしれないのに」


「フフッ。愛衣ちゃん待てる女だもん？」


　と、恋愛のベテランみたいな顔をする冬海愛衣（彼氏いない歴＝年齢）。どうなってやがるんだこいつの恋愛脳は。


　冬海は婚姻届けをていねいに折りたたんでポーチにしまいこんだ。
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　カオルはいちご牛乳を飲んだ口元をハンカチでぬぐい、


「そんな大切なものなら、持ち歩かない方がいいんじゃない？」


「ああ、もちろん原本じゃないわよ？」


　俺の手からぽろっ、と箸はしがこぼれ落ちた。


「コピー取ったの？」


「うんっ、ほんの千枚ほど」


「……」


　背中のシャツに冷たい汗がジワッとにじむ。


「コンビニで取ったんだけど、私ったら原本を忘れてお店出ちゃったのよね。そしたら、女性の店員さんがわざわざ走って追いかけて来てくれて」


　冬海はその時の情景を思い浮かべるかのようにウットリして、


「店員さん、『おしあわせなんですね！』って笑ってたわ」


「イヤそれ絶対違う意味で笑われてるからーーー！」


　どうしてこう……。


　普段はしっかり者の風紀委員なのに、恋愛がらみだとバカになるんだこいつは！







◆







「タッくん、委員長に会ってみてくれない？」


　と、相談を持ちかけられたのは予備校の帰り道のことだった。


「委員長って、どこの委員長だよ」


「風紀委員長に決まってるじゃない」


　予備校近くのアーケード街を二人で歩いている。カオルは用事で先に帰ってしまったので、二人きりだ。


　冬海を連れていると、真涼ほどではないにせよ男どもの嫉妬しっとの視線を集めてしまう。最初は鬱陶うっとうしかったが、最近はなんだか楽しくなってきた。優越感に浸ひたってるのではない。「このうちの何人が『こんいんとどけ』で逃げ出すかな！」と考えるのが楽しくてしかたないのだ。我ながら暗い。


「タッくんも、ハネ高の風紀委員会がどういうところかは知ってるでしょ？」


「まあな」


　俺たちの通う県立羽根はねノ山やま高校は、伝統的に風紀委員の権力が強い。多数のＯＢＯＧが有名企業の社長や政治家になっているらしく、学校への影響力が半端はんぱじゃないのである。風紀委員長を務めれば、のちのち地元一流企業への就職も思いのままというウワサまであるくらいだ。


　現在の風紀委員長は三年生の女子で、父親が県会議員をしているお嬢様と聞く。俺は全校集会くらいでしか見たことがないが、まあ、いかにもハイソな感じの人ではある。


「そんなすごい人に、なんで俺が会わなきゃいけないんだよ」


「夏休み前に、乙女おとめの会を廃部にするって件があったでしょう？」


「ああ。お前が廃部を提案して、お前が取り消したっていうやつな」


　まさに自演乙じえんおつ！


「だけど、今でも風紀委員では乙女の会を問題視する声が大きくてね。私がお目付役をするからって言ったんだけど、直接ヒアリングしなきゃ納得できないってことになって──」


「それで、俺に来いってか」


　理不尽な話である。ていうかなんで俺？


「そういう時こそ、夏川大先生に話を振れよ。あいつが会長なんだから」


　すると冬海は心底あきれた顔になり、


「あのね。夏川さんをそんな場所にひっぱり出したらどうなると思う？」


「……そうだな、悪かった」


　おカタい風紀委員を前にした真涼がどんな毒舌とジョジョネタをかましてくれるか、わかったもんじゃない。そんなスリルは誰も味わいたくないのだった。


「それにね、タッくんには一度委員長に会っておいて欲しいの」


「はあ。そりゃまたなんで？」





「式の時、仲人なこうどをしてもらおうと思ってるから」





　俺の足がぴたりと止まる。


「え、なに？　なんて？」


「ねえタッくん喉のどかわかない？　ちょっとコンビニ寄っていい？」


「話をはぐらかすんじゃないッ！　今なんて言ったんだよ!?」


　俺の呼びかけをスルーして、冬海はすたすた歩いてコンビニへと入っていった。


　……。


　なんだかだんだん、外堀を埋められている気がする。


　婚姻届け。結婚式。仲人。


　いったいどこまで本気なんだ？　あーちゃん。
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　早速と言うべきか、なんというか。


　翌日の夕方、予備校を終えた俺は冬海とともに風紀委員室に行くことになった。





「あなたが季堂きどう鋭太さん、ですわね？」





　白磁はくじのティーカップを優雅に傾け、彼女は言った。


　キリッとした大きな目、優美なカーブを描く眉まゆ、すっきりと高い鼻。ゆるくウェーブのかかった髪はとても柔らかそうで、上品かつ優雅なイメージを醸かもし出している。


　いかにも良いところのお嬢様という風情だが、前髪が一本だけぴんと逆立っている（いわゆる「アホ毛」だ）のが妙にコミカルである。ここだけ「委員長」ではなく「いいんちょ」になってる。


　羽根ノ山高校三年生風紀委員長・石毛いしげまつり先輩である。


「わざわざ来てくださってありがとう。冬海さんもご苦労さま」


「とんでもないですっ、石毛先輩っ」


　と、冬海はぴんと背筋を伸ばす。緊張しているのか、表情が少し強こわばっている。


「自演乙」の部室と同じ広さの部屋に十人以上の女子がひしめいている。ウワサには聞いていたが、風紀委員に男子は一人もいないらしい。まさに女の王国、男の俺には居心地いごこちが悪い。


「とりあえず、おかけになって？」


　入り口側の席に俺と冬海、その反対側の席に委員長が座り、左右に委員が三名ずつ席についた。椅子いすのない残りの面子めんつは「休め」のポーズを取ったまま委員長の左右に控えている。まるで軍隊だ。


「まるで軍隊だ──なんて思っていらっしゃるのかしら？」


　上品な笑みを浮かべながら、石毛先輩が俺の心を読んだ。


「確かに彼女たちの忠誠心と責任感は軍人に匹敵ひってきしますわ。しかし、それはわたくしに対するものではなく──我が校の風紀を守るという職務に対するものです。わたくしもその職務に忠実であるだけだということを、忘れないでいただきたいですわ」


「はあ……」


　生返事をしつつ、俺は冷房の風に揺れるアホ毛を見つめていた。目を合わせない方が緊張しなくて済む。


「季堂くんは中間も期末も学年トップの成績だったそうですわね？　とても学業熱心で真面目まじめな生徒だと聞いています」


「はい。彼はとても優秀な生徒です。この私が保証します」


　そう冬海が胸を張ると、先輩は大きく頷うなずいた。


「聞けば高校に入ってから急激に成績をアップさせたのだとか。心機一転、生まれ変わって勉学に打ち込まれたのかしら？」


「いや、そんな大層なモンじゃないっすけど」


　背中がかゆくなる。


　なんだろうこの持ち上げ。わざわざ俺の成績を褒ほめるために呼びつけたんじゃないだろうに。


　先輩はさっきから、品定めするかのような目つきで俺を観察している。


　左右に座る委員たちも似たようなものだ。メガネに三つ編みの二年生は俺をじろじろ見ながらメモを取ってるし、右のポニーテールの三年は腕組みをしたまま俺をにらんでいる。


「しかし、生活態度の方はとても褒められたものではありませんわ」


　持ち上げられたかと思ったら、今度はディスられた。


「夏川真涼さんという彼女がありながら、春咲はるさき千和さん、秋篠姫香あきしのひめかさんまでたらしこむなんて。倫理的にも常識的にもどうかと思いますわね」


　周りの委員から「そうよそうよ」という声が飛ぶ。破廉恥はれんちとかフケツとか、そういう声まで聞こえる。


「俺がたらしこんでるんじゃなくて、あいつらが勝手に」


「勝手に言い寄ってきているだけだと？　そんな色男にはとても見えませんわ」


　先輩は細長い指でソーサーをトンと叩き、


「実はわたくし、このような仮説を立てていますの。『自らを演出する乙女の会』とは、季堂鋭太がいたいけな少女たちの弱みを握ることによって作ったハーレムではないかと」


「だからなんで俺が！」


「無論、わたくしの妄想にすぎません。しかしあなたを取り巻く環境は、傍はたから見ればそれくらい奇異だということです」


「違いますっ！」


　冬海が椅子を蹴けって立ち上がり、


「確かにタッくんはイケメンじゃありません！　どこにでもある大量生産型、ありきたりすぎるマヌケ面づらです！　だけど、男のひとの価値は外見じゃないから！」


「…………タッくんって誰ですの？」


　先輩がぽかんと口を開けると、アホ毛まで「？」マークみたいに見える。


　冬海は「ごめんなさいっ」と深々頭を下げる。愛衣ちゃん大失敗の巻だ。ていうかドサクサまぎれに思いっきりディスったね？


　先輩は「ふむ」と頷いて立ち上がり、窓を開けて外の空気を入れた。


　白いカーテンがそよぎ、夕方の湿った風が部屋の中に流れ込む。


「少し、言いすぎたようですわね」


　先輩の語調がやわらかくなった。


　しかし目つきは相変わらず冷たい。


「でも、わたくしの気持ちも理解していただきたいの。大事な後輩を得体の知れない部に派遣するということが、どれだけ不安なことか──」


　窓から吹き込む風に、アホ毛がプルプルしている。


　俺はそれを見ないフリをしつつ、


「不安って、具体的にはどういうことですか？」


「冬海さんがあなたの毒牙どくがにかかることですわ！」


　アホ毛が牙きばみたいに「しゃー！」といきり立ち、


「冬海さんはわたくしが卒業した後の風紀委員会を背負ってもらわねばならない逸材いつざい。我が校の未来が彼女の双肩そうけんにかかってると言っても過言ではありません」


　ポニーテールの三年生が「うむ」と頷き、


「冬海の風紀に対する意識の高さは素晴らしい。上級生である私が勉強させられることばかりだ」


　メガネの二年生もコクコクと頷き、


「愛衣ちゃんは部を掛け持ちしても仕事の手を抜かないんです。放課後は乙女の会に行っちゃうぶん、朝早く来てここの掃除をしたり、書類を片付けたりして。本当に尊敬します」


　周囲からも「愛衣ちゃんすごい」「愛衣ちゃんえらい！」と声があがる。まさに絶賛である。


　それに引き換え俺、どんだけ低評価なんだよ。いや、ある意味過大に評価されてるけど。


「もし冬海さんがあなたの『修羅場しゅらば』に巻き込まれるようなことがあれば、風紀委員会の巨大な損失となります。わたくしも秋には引退ですし、後顧こうこの憂うれいを断たっておきたいのですわ」


「なるほど」


　風紀委員側から見れば、俺たちが冬海を巻き込んでるように見えるんだろうな。本当は冬海から飛び込んできて、修羅場を悪化させてるわけだが。


「じゃあ、どうすれば俺が冬海に手を出さないって納得してもらえるんですか？」


「──テストをしましょう」


　と、先輩は指とアホ毛を立ててみせた。


「あなたが本当に品行方正かつ誠実な男子であるか、わたくしたちが試して差し上げますわ。もし不合格の時は、冬海さんの出向は禁止します」


「そんなっ……」


　冬海は抗議の声をあげたが、先輩に視線で制されて黙り込んだ。


「いいですよ。やりましょう」


　俺は覚悟を決めて頷く。


　どうせこんなことだろうとは思っていたのだ。どんなテストかは知らないが、実は恋愛アンチな俺の真価を見せてやる。


「それで、どうやってテストするんです？」


「屋上に行きましょう」


　天を指し示すかのように、そそり立つアホ毛。


「あまたの生徒の校則違反を見破ってきたわたくしの眼力──その身をもって味わうが良いでしょう！」
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　風紀委員をぞろぞろ引き連れて、俺は屋上へと向かった。


　途中、部活に来ている生徒に何事かという目で見られた。「季堂くんがまた新しい女の子を連れてる」「しかもあんなにたくさん……」「風紀委員を根こそぎハーレムに入れる気!?」と、えらい言われようである。俺の校内での評判がわかろうというものだ。石毛先輩が心配するのも無理からぬことかもしれない。


　時刻は午後四時半。まだまだ空は明るい。


　夕陽ゆうひを照り返す屋根瓦やねがわらの群れが見渡せる屋上で、俺はフェンスを背負って風紀委員軍団と向かい合う。冬海は両者の間に立って、不安げな面持おももちである。


「それで、俺にいったいどんなテストを？」


「フッ……。わたくしたちがただお堅いだけの風紀委員だと思ったら、大間違いですのよっ」


　先輩は不敵な笑みで俺を指さして、


「校内の不純異性交遊を取り締まるには、同時に恋愛にも通じていなくてはならない。つまり、この学校で誰よりもら、ら、ラブっ、らぶい、らぶいちゃ！　に詳しくなくてはならないのですっ！」


　おおーっ、と委員たちから歓声があがった。


　ちなみに石毛先輩の顔は真まっ赤かである。そんなに恥ずかしいならやらなきゃいいのに。


「い、今から風紀委員の精鋭があなたを、ゆ、ゆ、ゆゆっ、誘惑しちゃいますですの！　それにあなたがクラッと来ちゃったら不合格！　動じなければ合格とします！」


　なんだか「自演乙」の活動にちょっと似てる気がする。蛇じゃの道は蛇へびということか。


「それでは始めますわよ」


　先輩がサッと右手を挙げると、メガネに三つ編みの二年生が俺の前に進み出た。


　ぱっと見は地味だが、よく見れば色白の綺麗きれいな人だ。どことなくとぼけた感じが漂ただよっていて、ちょっとだけヒメに似ている。


　ヒメもどきは無表情のまま、俺のことをじっと見つめている。


　何か誘惑の言葉を口にするのか、あるいは色仕掛けで迫ってくるのかと思いきや、何もせず突っ立ったままである。


「あのう……？」


　俺がしびれを切らした時だ。


　ヒメもどきはおもむろにメガネを外すと、俺に向かって右目をつむってみせた。


　そしてすぐにメガネをかけ直すと、元の無表情に戻る。


「なんスか、今の」


「ウインクです」


　うん。それは知ってる。


「メガネを外したわたし、可愛くなかったですか？」


「そうですね、可愛かったと思いますけど」


「惚ほれましたか？」


「いやそこまでは」


　するとヒメもどきは愕然がくぜんとした表情になり、


「な、何故っ!?」


「何故と言われても……」


　少女マンガの読みすぎだろこいつ。中身は千和並みだったか。


　先輩が「そこまで」と終了を宣言し、


「まずは合格のようですわね。メガネを外したら美人、というパターンはさすがに古かったかしら？」


　古いとか新しいとかいう問題じゃないと思います。


「フフ。しかし次は果たして耐えられるでしょうか？」


　ぱちんと先輩が指を鳴らすと、今度はポニーテールの背の高い三年生が進み出た。整った顔立ちだが、ちょっと目つきが鋭すぎて怖い。


　彼女はあごを上げて腕組みしたポーズを取ると、


「勘違いしないでよね。あんたのことなんか全然好きじゃないんだから」


　と、どこかで聞いたようなセリフを棒読みした。


「勘違いしないでよね。偶然通りがかっただけなんだから」


「……はい」


「勘違いしないでよね。別にあんたのためじゃないんだから」


「知ってます」


「勘違いしないでよね。別に、その、ええと、勘違いじゃないんだから」


「……」


　どっちだよ。


　もう何が何やらわからない。いやわかるんだけど、わかりたくない。


　風紀委員どもはそんな俺を見てひそひそ声をかわし、


「山田やまだ先輩のツンデレ地獄４連コンボにも動じないなんて」


「なんて男なの。まさかホモ？」


　と、失礼な勘違いをかましている。


　しかしこいつら、思った以上に残念な集団だ。「自演乙」といい勝負なんじゃないか？


「あのう。ボク、そろそろ帰っていいスかね？」


「冗談じゃありませんわ！　まだテストは終わっていませんのよ」


　先輩はアホ毛と首を横に振り、俺の前に進み出た。


「最後はこのわたくしが自ら、ゆ、誘惑してあげちゃいますわ！　もちろんあくまでテストですので、ほ、ほ、本気にならないようにっ！」


　顔は真っ赤で、声も思いっきりうわずっている。


　冬海が不安そうに眉をひそめ、


「あの、石毛先輩。そこまでしなくても良いのでは？」


「いいえ冬海さん！　このまま引き下がっては風紀委員会の名折れ、必ず落としてみせますわ！」


　先輩は制服のリボンタイに指をかけると、しゅるりと解いてしまった。解いてからさらに顔が赤くなった。自分で自分の行為に驚いたみたいに、「わたくしったらどうしましょう！」みたいな涙目になっている。


「そ、それじゃあ行きますわ、よ」


　語尾を震わせて言うと、先輩は俺に向かって倒れ込んできた。


　とっさに胸で抱きとめる。


　先輩の膝ひざががくがく震えていて、俺の体まで震えてくる。


　上半身が密着することで、彼女の心臓の音までダイレクトに響く。


　……やばい。


　俺までドキドキしてきたぞ。


「ど、どうかしら？　これでも何ともありませんの？」


　吐息がかかるほどの至近距離から、涙のいっぱいたまった目で見つめられると……さすがにドキッとする。


　髪から漂う花みたいな香りや、制服ごしに感じる決して小さくない膨らみ、震えている長いまつげやふっくらしたくちびるなんかも、俺のドキドキに拍車をかける。


「降参するなら、い、今のうちですのよ？　でないと、わたくしが倒れてしまいます……」


　可愛いなこの人。


　先輩なのに、こうしていると年下の女の子みたいに感じる。


　………………ま、まずい。


　このままだとテスト不合格になる。


　いや、違う！　俺は彼女にドキドキなんかしてない！


　先輩が可愛いといっても、千和ほどじゃない。


　先輩が綺麗だといっても、真涼ほどじゃない。


　先輩が清楚せいそだといっても、ヒメほどじゃない。


　先輩が面白おもしろいといっても、





「だめーーーーーーーーーっ!!」





　いきなり横から突き飛ばされた。


　俺は「おぅわぁ！」と情けない悲鳴をあげて屋上を転がり、フェンスに激突する。


　先輩も転がりはしなかったものの、その場に尻しりもちをついている。


　俺たちを突き飛ばしたのは──冬海だった。


　息を切らせながら、ぐすぐすと子供みたいに鼻をすすり、





「タッくんは、愛衣ちゃんのなんだもん！　いくら尊敬する先輩でも触さわらせない！　触ったらだめなんだから！」





　──ああ。やっちまった……。


　何故我慢できなかったんだあーちゃん、今までのお前の苦労が水の泡じゃないか！


　風紀委員たちは案の定ボーゼンとしている。


　先輩も同じくボーゼンとしていたが、やがてカタカタ震えだし、


「ま、まさかあなた、すでにこの男に落とされていたというの？」


　すると冬海は「ハッ!?」と目を見開いて、それから泣きそうな顔で俺を見た。


「もしかして愛衣ちゃん、やらかしちゃった？」


「無意識だったのかよ！」


　なにそれこわい。


　しかし覆水盆ふくすいぼんにノーリターンである。


　先輩はさっきとは明らかに違う種類の感情で顔を赤く染めて、


「乙女の会に出向したいと言い出したのは、彼のためだったのですか？　風紀委員でありながら男にうつつを抜かしてしまったと？」


　冬海は濡ぬれたウサギみたいに体を震わせながら「いやあの」「それはですね」としどろもどろに弁解を試みようとしていた。


　だが、やがて無意味なことだと悟さとったのか、


「……ごめんなさい。その通りです。私はもう、彼のモノだから」


　と、うなだれたまま事実を認めた。


「見損ないましたわ、あなたという人は……っ！」


　先輩は拳こぶしを強く握りしめた。


　いきり立つアホ毛で冬海をびしっと指して、





「もうあなたなんて、風紀委員でもなんでもありません！　その男と一緒に、どこの部へでも行くと良いですわ!!」
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　屋上を駆け出した冬海を追って、俺は走った。


「待てよ、冬海！」


　長い髪が揺れる制服の背中を追って、東棟から西棟につながる渡り廊下を全力疾走する。夏休みだから生徒も先生もいない。走り放題だ。別に嬉うれしくないけど。


「戻ってちゃんと話をしようぜ？　なあ、冬海！　あーちゃんってば！」


　だが冬海は止まらない。階段を二段とばしで駆け下りて一階に下りると、内履うちばきのまま外に駆け出ていく。


「な、なんて足の速い！」


　冬海と追いかけっこをするのはこれで二回目だ。一回目は俺が逃げて冬海が追いかける側だったけれど、今回は逆だ。


　校舎の壁に沿ってぐるりと回り込むようにして走り、花壇の方に向かう。グラウンドの横を走り抜ける時、練習の後片付けをしていた野球部員たちが不思議そうな顔で見ていった。


「あーちゃんってば！　待ってくれって！」


　俺の呼びかけが功を奏したか、あるいは単に走り疲れただけなのか、冬海は花壇のところでようやく立ち止まった。


　しばらく俺たちは言葉もかわさず、汗をぬぐいながらひたすら息を整えた。


　ようやく回復すると、冬海の口から真っ先にほとばしったのは、





「いやぁぁぁぁぁんもおおおおおお最っ低！　愛衣ちゃん大失敗っっっ!!」





　と、いう自責の言葉であった。


「あんなことするつもりじゃなかったのに！　大好きな石毛先輩を裏切っちゃうなんて、本当にバカ！　愛衣ちゃんのバカバカバカバカバカバカバカバカバカァ！」


　花壇のそばにしゃがみこんで、夏休みで伸び放題の雑草をぶちぶち引っこ抜いている。園芸部大助かりだ。


「まぁ、やっちまったもんはしょうがないだろう」


　俺は冬海の丸まった背中をぽんと叩き、


「今日は先輩も頭に血がのぼってたしさ。しばらく日をおいてから話し合ってみたらどうだ？」


「もう、みんなに合わせる顔なんかないもん」


　冬海はしゃがみこんだまま首を振り、


「今までずっと積み上げてきた風紀委員としての私が、今日で全部駄目になっちゃった。どうしようもないよ。もう誰も私の話なんて聞いてくれない。私が注意しても校則守らなくなって、無法地帯になって、みんなモヒカンでヒャッハー言いながら登校してくるようになるのよ！」


　なんというネガティブ。傷は相当に深いらしい。


「そんな落ち込むなよ。お前らしくもない」


「だって、だって……」


　顔を上げた冬海の目に光るものがあって、思わず俺はビビる。マジ泣きだったのかよ。


「そんな後悔するくらいなら、なんで我慢しなかったんだよ」


「だって体が勝手に動いたんだもん」


「勝手にって、お前な……」


　冬海はくすんくすんと鼻をすすり、


「私がタッくんのことになるとおかしくなっちゃうの、知ってるでしょ？」


「……ああ」


　知ってるというか、思い知らされてるというか。


　俺はそれ以上かける言葉を思いつかなくなって、黙り込んだ。


　今日はもう運動部はすべて店じまいしたらしく、周りからはなんの音も聞こえてこない。人のいない学校って、本当に静かだ。


「なあ、冬海」


　俺はふと思いついて、


「そもそもお前、どうして俺なんかのことが好きなんだ？」


　冬海の赤い目がキョトンと丸くなり、


「こんな時に、どうしてそんなこと聞くの？」


「……イヤ別に、なんとなくだけど」


　照れくさくて言葉を濁にごしてしまったが、理由はある。


　大切にしていた風紀委員の仕事が頭から吹っ飛ぶくらいに、俺のことを好きなのだとしたら。


　そこまで好かれてしまった理由って、なんなんだろう？


「さあ」


　と、冬海は首を傾げた。


「そんなの考えたこともなかったわ」


　真顔である。俺みたいに照れくさがって隠してるようには見えない。


「だって気がついたら好きになってたんだもん。きっかけなんてもう覚えてないわ」


「そういうもんなのか？」


　幼稚園の時だし、覚えてないのも無理はないけど。


「でも、何か理由があるはずだろ？　じゃないとそもそも好きになるはずないし」


　すると冬海は少し寂さびしそうに微笑ほほえんだ。





「あなたを好きになるのに、どうして理由なんかいるの？」





「……」


　今までで一番、最高に、こいつのこと「可愛い」と思ってしまった。


　目尻に涙をためたまま笑う、冬海の顔がまぶしすぎる。


　俺はうつむいてしまって、


「だって俺、そういうのよくわかんないからさ」


「人を好きになることが？」


「そうかもしれない」


　恋愛アンチだからな。


　幸せそうなカップルを見ても「いつ別れるんだ？」とか。


　仲むつまじいカップルを見ても「裏ではきっとドロドロしてるぜ」とか。


　そんな風にしか思うことができない、ゆがんだ人間。


「──そういえば」


　と、冬海は立ち上がって大きく伸びをして、


「私だけあなたに『デレアピール』してなかったわよね」


「えっ？」


「ほら、夏合宿の『ミス俺デレコンテスト』。夏川さんも千和もヒメちゃんもやったけど、私だけ失格になってできなかったじゃない。……ねえ、今ここでやってもいい？」


「もう賞品も出ないし、冴子さえこさんだって見てないのに」


「いいの」


　冬海は笑って首を振り、涙をハンカチでぬぐって、


「なんか今、頭の中ぐちゃぐちゃになってるし。全部吐はき出したい気分だから」


「……わかった」


　冬海が風紀委員を追い出されるハメになったのは、俺にも原因がある。


　だとしたら、今の冬海の気持ちを受け止める義務があるだろう。


　冬海は大きく息を吸い込んで、体中からかき集めたような大声で叫んだ。





「タッくん、だいちゅきーーーーーーーーっっ」





　……は、


　恥ずかしい！


　なんでいつも「好き」が「ちゅき」になるんだろう。そこはツッコんではいけないのだろうか。





「あなたの前に出るといつも暴走しちゃうの。カーッてなっちゃうの。胸が苦しくなるの。自分がわかんなくなっちゃうの。わからんくなっちゃうの。だいちゅきすぎるのっ！　もうっ♪」





　腕をぐるぐる振り回しながら、あーちゃんは叫ぶ。


　語尾に全部ハートマークがついていそうな声が、校舎の壁に跳ね返る。





「私はいつでもちゃんとしてなきゃいけないのに。お父さんのため、弟のため、死んじゃったお母さんのため、しっかりしなきゃいけないのに。優等生の風紀委員でいなきゃいけないのに、タッくんがいるとだめなの。ふにゃふにゃするの。入学式で再会した時なんか、倒れそうになったの。あ、タッくんだ！　って飛びつきそうになったの。がんばって我慢したの。すごくすっごくがんばって、がまんしたのに、タッくんは気づいてくれなかったの。私じゃない幼なじみと楽しそうにしてたの。私じゃない彼女とイチャついてたの。トイレで泣いちゃったのっ！　ふらふらになってふにゃふにゃになって、でも、それでも好きなの。ちゅきっ」





　う、うー。


　さすがに暑い。


　いや熱い。


　ヒメの告白もすごかったけど、あーちゃんのも、この、なんというか……体の芯しんにクるというか、毛穴にクるというか、もうガンガン汗が出てきて止まらない。





「タッくんのこと愛してるのは私だけでいいの。他ほかのコにはタッくんの良さなんてわからなくていい。宇宙で私だけが知ってればいい。私だけがだいちゅきならそれでいいのーーーーーっ！　おしまいっ！」





　いささか唐突な感じで〆しめると、あーちゃんはぺこっと頭を下げた。


　そしてそのまま、顔を上げない。


「あ、あーちゃん？」


「来ないで！」


　頭を下げたまま、歩み寄ろうとした俺を両手で止める。


「い、今来られたら、あ、愛衣ちゃんどうにかなっぴゃう」


　語尾がもうわけがわからないことになっていた。


　お辞儀じぎしたままだから顔がわからないけど、きっと真っ赤になってるんだろうな。


　と、その時である。


　──ばたんっ。


　物音がしたので、俺は反射的に振り向いた。


　サボりがちな園芸部員が忘れていったのだろう、校舎の壁に立てかけてあった竹ぼうきが倒れている。


　その竹ぼうきのそばに立ち尽くす女生徒がいる。


　女生徒の前髪には、アホ毛が一本突き立っている。


　……俺たちの方を見つめて、「しまったですわ！」みたいな顔で目を見開いている。


　風紀委員長・石毛まつり先輩。


「あ、あ、あ、あ」


　先輩の姿に気づいた冬海が、絶望に満ちた表情で口をあわあわさせる。


「わ、わ、わ、わ」


　先輩も同じく、あわあわ。


　ちなみに先輩の後ろには、他の風紀委員十数人もついてきている。全員が全員、両手で口を覆おおって真っ赤な顔で俺たちを見つめていた。


　冬海がおそるおそる尋ねる、


「あ、あの……。もしかして今の、ぜんぶ聞いてました？」


　風紀委員たちが一斉に「こくん」と頷く。


　そして石毛先輩は──


「な、な、な、なんて熱烈な愛の、こっ、こ、ここ、告白でしょうかっ。わ、わたくし、あんなの聞いたの、はじめてでしたのっ！　……ぱたり」


　ぱたり、と。


　ごていねいに擬音までつけて、石毛先輩は気を失ってしまった。


　アホ毛もご主人と同じですっかりしなびている。さっきからコレすごい。未知の寄生生物かもしれない。


「し、しっかりしてください委員長！」


「お気を確かに！」


「駄目だわ、急性ラブ中毒を起こしている！」


　委員たちが必死に先輩の体をゆさぶっている。なんか奇妙な病名までついていた。


　そして一方の冬海は、


「やぁんもう死にたいっ！　愛衣ちゃんおそといっぱいはしってくるううう！」


「こっ、コラ待て！　逃げるんじゃねえ、あーちゃん！」


　ていうか俺を一人にするな！


　この状況で置き去りにされたら──俺だって恥ずかしくて死んでしまうわッッ！
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　そして保健室。


　俺と委員たちで気絶した石毛先輩をベッドに運び込み、火照ほてったおでこを濡れたタオルで冷やしたりして回復を待った。保健の先生に熱や脈を計ってもらったが、身体からだの異状はないようだ。


　所用で退室した先生と入れ替わりに、冬海も戻ってきて介抱に加わった。あんな恥ずかしい告白を聞かれても、やっぱり放っておけなかったようだ。仲人してほしいって言ってたし、石毛先輩のこと好きなんだろうな。


　パイプ椅子に座った冬海がうちわで扇あおいでいると──


「あら……。わたくし何故ここに？」


　ベッドから体を起こした先輩のおでこから、濡れたタオルが落ちる。


「すみません、先輩。私のせいでこんなことに」


「俺からも謝ります。本当にすいません！」


　頭を下げる俺と冬海のことを、先輩はぼうっとした顔で見つめてる。


「……わたくし、気を失っていたんですのね」


　先輩は何かを考え込むようにしばらく無言でいた。


　そして顔をあげ、冬海のことをじっと見つめて、


「冬海愛衣さん。先ほどあなたがおっしゃった『好きになるのに理由はいらない』という言葉、本気ですの？」


　冬海は頷く。


「しかし、季堂くんにはれっきとした彼女がいますのよ。あなたがなさろうとしてることは、いわば横恋慕よこれんぼ。許されざる破廉恥な恋です。それでも愛をつらぬくと？」


　すると、冬海はうつむいてしまった。


　スカートをギュッと握りしめ、自分の膝を見つめるようにして黙り込んでいたが、


「破廉恥に、ならないようにします」


「どういう意味？」


「夏川真涼から奪うのではなくて。季堂くんが振り向かずにはいられないような、彼から愛されるような──そんな素敵な乙女になってみせます」


　保健室は静まりかえった。


　付き添いに来ている他の風紀委員たちも、固唾かたずを呑のんで成り行きを見守っている。


　やがて──





「負けましたわ」





　と、石毛先輩は苦笑した。


　風紀委員たちに向かって、


「我が校の風紀を預かるみなさん。冬海さんは破廉恥な恋に身を焦こがしてもなお、清廉潔白せいれんけっぱくであり続けようとしています。こんな彼女に、みなさんの同志たる資格はあるでしょうか？」


「もちろんです委員長！」


　委員たちの声が、見事に重かさなった。


「風紀委員だって女の子ですもん。恋に落ちることはあります」


「不純異性交遊は校則違反ですが、人を好きになることは違反ではないと考えます」


「冬海さん、ちょっと一生懸命すぎるところはあるけど」


「もし行きすぎがあった時は、それこそ私たちが止めればいいんです！」


　その言葉を、冬海は呆然ぼうぜんとして聞いていた。


「ほ、本当にいいんですか？　私……風紀委員続けても？」


「ええ。続けていただきますわ」


　きっぱりと石毛先輩は言い切って、


「さしあたっての仕事は、『自らを演出する乙女の会』をしっかり監督し、逸脱いつだつしがちな彼女らの面倒をしっかり見ること。もちろん風紀委員としての通常業務も怠おこたりなく。いいですね？」


「はいっ！」


　大声で返事をすると、冬海は立ち上がって俺に抱きついてきた。


「聞いたタッくん！　私、風紀委員続けてもいいんだって！　やめなくてもいいって！」


「ああ、良かったなあーちゃん！」


　本当に、自分のことみたいに嬉しい。


　やっぱり風紀委員の腕章がないと、冬海愛衣って感じがしないもんな！


「それから、もうひとつ」


　まだ先輩は言いたいことがあるようだ。


　なんだろう？　できれば冬海がやりすぎないよう具体的な作戦でも思いついてくれたら嬉しいんだが。





「我が羽根ノ山高校風紀委員会は、総力をもって冬海愛衣さんの恋を応援いたします！」





　…………ファッ!?


「いいですわね皆さん！　打倒夏川真涼、打倒春咲千和、ですわよ！」


「了解です、委員長！」


　またもや声を合わせる委員たちに、俺はあわてて、


「ちょ、ちょっと待ってください！　なんで応援？　そっと見守ってくださいよ！」


「それじゃあつまらないですの～！」


　と、石毛先輩はまるで駄々っ子みたいに首を振り、


「わたくし、冬海さんのさっきの告白を聞いて、れ、恋愛ってステキなことなのかも？　って思っちゃいましたのっ！」


　ポポッ！　と頰ほおを赤らめるその姿は、とっても可愛い。アホ毛もくねくねしててエロい。


　しかし俺にとっては身の破滅ッ！


「いや、あの、だからですね？　そういうことされると俺が困るっていうか」


　だが誰も聞いちゃくれず、他の委員たちも口々に「あたしも彼に告白してみようかな」とか「中学の時の彼にメールしてみよっ」と恋愛脳に目覚めていた。


　そして──。


「ぐ、ぐぅっ!?」


　俺の口から情けない悲鳴がこぼれる。


　ずっと俺に抱きついたままの冬海が、腕に力をこめてきたのだ。


　俺の胸から顔をあげると、見たこともないくらい晴れ晴れとした笑顔を見せつけて、


「うふふふ。タッくん。世界じゅうが、私たちの恋の応援団だね♪」


「!?」


　れ、


　恋愛脳がパワーアップしてやがるッ！


　冬海は夢見るような「とろん」とした目で俺を見つめて、


「式場、かなり大きいところにしなきゃダメね。ねえタッくん、今からでも二人で貯金しない？　二人でハート型の貯金箱買ってきて、一日百円ずつ貯金するの」


「……もう勝手にしてくれ……」


　先輩を中心に、風紀委員が「わたくしたちのサポートで修羅場を制しますわよーっ！」「おーっ！」と本当に応援団みたいな気合いを入れている。


　なんだかどんどん騒ぎが大きくなっている気がする。





　俺の修羅場は、このまま全校を巻き込んでいくのだろうか？
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♯３　姫香、好きなひとができました








　千和ちわが晩ごはんを食べに来なくなったので、リビングがずいぶん寂さびしくなってしまった。


　いたらいたでうるさいけど、いなけりゃいないで寂しい。まるでつけたら寒くて切ったら暑い昔のクーラーみたいなヤツだ。


　……はあ。もう七時か。


　今日は冴子さえこさんも帰らないし、一人分だと作る気がしない。


　もうインスタントラーメンに卵落として済ませるかと思ってると、玄関のチャイムが鳴った。


「千和かっ？」


　や、違うか。


　千和なら庭を横切って、そこの掃はき出し窓から入ってくるもんな。


　じゃあこんな時間に誰だれだろうと思って出てみると、





「エイタ、ギュッとして？」





　大きなボストンバッグを二つ、両脇りょうわきに抱え。


　ぱんぱんに膨れたリュックサックを背負い。


　汗だくで息を切らせた秋篠姫香あきしのひめかが、玄関に立っていた。


「ようヒメ。どうしたんだよその大荷物」


「亡命してきた」


「えっ？」


　ここも日本だよヒメちゃん？


「始祖たるガイアを侵略され、流浪の民《ドリフターズ》となったわたしが還かえる場所はもうエイタの所しかない」


　いつものヒメヒメした言い回しではあるが、表情が切実である。


　そこで俺おれはピンと来て、


「もしかして家出か？」


　ヒメはコクコクと勢いよく頷うなずいて、


「超次元語で言うと、ＩＥＤアイイーディー」


「ＩＥＤＥイエデかー」


　たった一文字しか省略しないのなら次元を超える必要ないと思うのだが。つーか超次元語聞くのもひさしぶりだな。もう飽きたのかと思ってたよその設定。


　ヒメはぺこっと頭を下げて、


「というわけで、お邪魔します」


「おう汚いところだけど上がれ上がれ──ってちょっと待てや！　家出!?　お前マジで家出したの？」


「肯定」


　ヒメは思い詰めた目で俺を見上げる。


「わたしの大切な宝物を破棄された。もうあの場所に戻ることはない」
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　豚肉の味噌炒みそいためとキャベツのスープを作って、ヒメと二人で食べた。


　冷蔵庫のあり合わせだけで作ったメニューだが、ヒメは美味おいしそうに平らげてくれた。ああ、やっぱり食べてくれる相手がいると作りがいがあるな。


「それで、宝物ってなんなんだ？」


　空からになったヒメの茶碗ちゃわんに温かいお茶を注そそぎつつ、尋たずねてみた。


「わが創世の力の源みなもととなった『オリジン・ロー』」


　なるほど、わからん。


「すまん、もうちょっとわかりやすく」


「わたしが幻想の奔流ほんりゅうを紡つむぎ出す触媒とした『聖典』の数々」


「も、もうひと声」


「大切にしていたマンガやゲームを捨てられた」


「急にわかりやすくなったな！」


　小学生あたりの家出の理由としては王道ではなかろうか。ヒメちゃん高校生だけど！


「捨てたのは誰だ？　かーちゃん？　親父さん？」


「姉」


「へえ、姉ちゃんいるのか。何やってるんだ？」


「大学三年。秋篠の旅館を継ぐために、東京とうきょうの大学で経営学を学んでいる。夏期休暇でひさしぶりに帰省している」


　そういえば、ヒメの家って旅館やってるんだっけ。江戸時代から続く老舗しにせだとカオルが前に言ってた。


「姉は、わたしとは違う」


　と、茶碗を空にしたヒメはうつむく。


「違うって、どう違うんだ？」


「何もかも」


　要領を得ない答えである。


　正反対の性格という意味だろうか。たとえば社交的で友達が多くて積極的でアウトドアで……つまりリア充じゅう？


　その時、リビングのソファに置いておいた俺の携帯が鳴った。


　食卓を離れて手に取って見ると──着信の相手は「秋篠姫香」とある。


「え？」


　食卓を振り返ると、ヒメは手ぶらできょとんとしている。


「お前携帯はどうしたんだ？」


　ヒメはハッとした表情でポケットをぺたぺたまさぐり、


「自宅に忘れてきた」


　やっぱりか。


　つまりこの電話を鳴らしているのは、ヒメの家の誰かということになる。


　俺は一度深呼吸してから、通話ボタンを押した。


「……もしもし？」


　電話口から落ち着いた感じの若い女性の声がして、





『夜分に失礼します。そちら、バーニングファイティングファイターさんのご携帯でしょうか？』





「…………………………………………はい」


　俺は死にたい思いで天井てんじょうを仰あおぐ。


　おのれヒメ、なぜその名前で登録をするッ！　つうか村人Ａだってこないだ訂正しただろうが！


『この長い名前は本名でしょうか？』


「いやニックネームみたいなもんッス。すいませんッス」


　と、何故なぜか謝る俺。


　電話の向こうの声はあくまで淡々としていて、


『初めまして。秋篠姫香の姉・優華ゆうかと申します。そちらに妹がお邪魔しておりませんでしょうか？』


　俺は一度通話口を手で塞ふさいで、


「姉ちゃんから電話だ」


　ヒメは青ざめた顔になり、胸の前で大きくバッテンを作った。


　俺は小さく頷いてから通話に戻り、


「いえ、来ていませんけど」


　すると電話口の向こうで小さなため息が聞こえた。


『……あなた、姫香の同級生？』


　突然口調が「大人から子供」に対するものに変わった。


「同じ部活のメンバーです」


『部活？　あの子が部活をやってるの？　何部？』


　相当に驚いているような声だ。


　さてさて、なんと答えたものだろう？　真涼ますずみたいにさらっと出任せが言えればいいんだが。


『どうしたの？　答えられないような部活なの？』


「ええと、自らを演出する乙女おとめの会と言いましてですね」


『何をする部活なの？』


「……何をしてるんですかね？」


　発足して三ヶ月目だが、いまだによくわからない。多分誰もわかってない。


『聞いているのはこちらなのだけれど？』


「す、すみません」


　電話口の向こうでまたため息がして、


『これは私の推測なのだけれど、マンガやゲームの同好会の類たぐいではないのかしら？』


「えっ？」


『だってあの子、そういうの好きでしょう？』


　俺が言いづらそうにしているのを、違う方向で解釈したようである。


『中学の時からそうだったもの。ちゃんと学校にも行けないくせに、お小遣こづかいを全部ああいう愚ぐにもつかないものに費ついやして。いつか目が覚めると思っていたけれど、ひさしぶりに会っても何も変わっていなかったわ。進歩してない』


　そこまで言われるとちょっとヒメが可哀想かわいそうになり、


「別にマンガが好きってくらいで、そこまで言うことないんじゃないですか？」


『息抜きの娯楽としてなら認めましょう。しかしあの子はのめり込みすぎだわ。妄想と現実の区別がつかなくなってる、と言われても仕方がないんじゃない？』


「でも、それで誰かに迷惑をかけてるわけじゃないし」


『他人に迷惑をかけなければ何をしてもいい、というのは子供の理屈よ。そうやってプライドと知性を放棄して中身のないフィクションに逃げ込んだ結果、いったいどんな人間ができあがるのかしら？　他人にとって、社会にとって無価値な人間ばかりが量産されるのでは？』


　……。


　なんだか、だんだん腹が立ってきたぞ。


「そりゃ一方的すぎますよ。マンガから良い影響を受けることだってあるはずじゃないですか。なんで悪い部分ばっかり強調するんです？　フェアじゃないでしょう」


『では、あなたの言う良い影響って何かしら？』


「それは……」


　心配そうに俺を見つめているヒメのことをちらりと見てから、


「仲間ができました」


『仲間？』


「そうです。俺とヒメ……姫香さんは、好きなアニメやマンガの趣味が合うんです。だから仲間になれました。部のメンバーも同じですよ。これってすごく良いことですよね？」


　ウソは言っていない。


　ヒメが現在抱いだいている中２妄想は、俺の中学時代の妄想ととてもよく似ている。これは間違いなく、ハマッていた作品の傾向が似ているからだ。だからこそ「前世の恋人」に認定され、「自演乙じえんおつ」に入部することになったわけだ。


『ふうん……』


　ヒメの姉さんは何かを考えるように沈黙した。


　俺の言葉に納得している感じはしない。次はどの方向から攻めようか考えている、そんな沈黙だ。


『姫香のメール送信先で一番多かったのがあなただったの。中学までは友達なんてほとんどいなかったあの子が、高校ではそうでもないようね』


「ええ、まあ」


『もしかしてあなた、姫香と付き合ってるの？』


「イヤまったく」


　元カレですと言ったらどういう反応を示すだろうかと少し興味がわいたが、そこまでチャレンジャーにはなれない。ちなみに隣でヒメが「そんな、ひどい……」みたいな顔で俺を見つめている。知らんがな。


「あの、姫香さんに何かあったんですか？」


『ちょっと姉妹きょうだいゲンカをしてしまったの。あの子ったら、着替えから教科書まで持って家を飛び出していったから』


「はあ……」


『あの子に家出なんてできっこないと思うけれど、一応ね。……繰り返すけど、本当にそこに姫香はいないのね？』


　ここで初めて、ヒメの姉さんの声は心細そうになった。


　罪悪感で胸がうずいたが、隣で同じく心細そうにしているヒメの手前本当のことは言えず、


「いません。……けど、俺の方でも心当たりを探してみます。もしいたら連絡させますから」


『ありがとう。お願いするわ』


　そこで通話は終わりとなった。


「ふう……」


　俺は大きくため息をついて、ソファに深く腰掛けた。なんだかすごく疲れた。年上相手に論争するのって精神的に消耗するなぁ。


「エイタ、ありがとう」


　ヒメが俺の腕に抱きつき、顔を覗のぞき込んでくる。


「姉は怒っていた？」


「怒ってたけど……心配もしてたぞ、お前のこと」


　しかしヒメは首をぶんぶん激しく振って、


「それはわたしのためではない。『あきしの』の評判を落とさないため。姉は旅館を大きくすることしか頭にない」


「そういう感じでもなかったけどなぁ」


「否定。姉にとって、わたしは邪魔者。だからわたしは自分から出て行った」


　と、頑がんとして聞き入れない。


　姉の言うことも一方的だが、ヒメもかなり一方的な気がする。


　お互いにレッテルを貼はりあって、それについて文句を言い合ってるというか。いずれにせよ不毛なことは間違いない。





　ヒメ姉に約束した手前、俺は本当に心当たりを当たることにした。


　携帯で千和を俺の家に召喚して、ヒメと二人でカクカクシカジカと事情を説明した。


「へー、こわいお姉さんだね」


　パジャマで駆けつけてくれた千和の感想は、ごくごくあっさりしたものだった。


「だったらヒメっち、あたしんちに泊まればいいよ。あたしのママからお姉さんに電話してあげるし、そしたら大丈夫でしょ？」


　ところがヒメはふるふる首を振り、


「エイタの家に泊まりたい。だめ？」


「だ・め！」


　と、千和は急に怖い顔になる。


　ヒメはシュンとしょげかえり、


「何故？　合宿では一緒に泊まった」


「それとこれとは話が別でしょ？　二人きりで同じ屋根の下で寝るなんてダメ！」


「じゃあ……チワワも一緒に泊まる？」


　と、ヒメは千和の袖そでをくいっとひっぱる。


「だ、ダメだったらそんなの！　だめだめっ、だめっ！」


　やたら激しく否定する千和、まるで自分に言い聞かせているかのようだ。


「なあ千和、聞きたいことがあるんだが」


「えーくんの頼みでもダメッ！　いくらなんでも三人なんて、愛衣あいじゃないけど破廉恥はれんちすぎるよ！」


「そうじゃなくて、別件。お前さ、マンガとかゲームってどう思う？」


「えっちなのはいけないと思う！」


「だからそこから離れろ！　……俺も中学の時はマンガたくさん持ってただろ？　ああいうの見てどう思ってた？」


「よっぽど好きなんだなあって思ってた」


「それだけか？」


「他ほかに何かあるの？」


　千和はきょとんとしている。あいかわらずこいつの思考はシンプルだ。


　ヒメ姉もこのくらい単純に考えてくれればいいのだが、良い影響とか悪い影響とか考え出すと深みにハマるんだろうか。


「でもえーくんって、中学卒業する時にマンガはほとんど売っちゃったよね」


　するとヒメはまんまるに目を見開いて、


「売った？　何故？」


「何故と言われても……」


　千和にならって言えば「好きじゃなくなったから」ということになるが、正直それだけじゃないよな。中２病の自分とサヨナラしたかったとか、好きだったものを捨てることによって違う自分になれるんじゃないかとか──そういうめんどくさい理由がいろいろついてきている。


　つまり、俺もヒメ姉のことをとやかく言えないわけで。


「わたしは大好きな本を捨てない。だから、いとも簡単に捨ててしまった姉を許すことはできない」


「……そうだな」


　俺は頷くしかなかった。


　どうにもこうにもこの姉妹ゲンカ、根が深いようである。





　その後、帰宅した千和のお袋さんからヒメ姉に連絡を入れてもらい、今夜は春咲はるさき家に泊まることでしぶしぶ合意が取れたようだ。普通こういう時は親同士が話をするものだと思うが、旅館の仕事で忙しいらしい。


　ヒメ姉が妹に厳しいのは、両親の代わりをしようと気負っているせいかもしれない。


　それなら妹のこと、もうちょっと理解してあげても良いと思うんだけどな。
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　そして翌日。


　午前中の勉強ノルマを終えてそろそろ昼飯食うか──という時、玄関のチャイムが鳴った。


　ドアを開けると血相を変えたヒメが飛び込んできて、


「エイタ、大変っ！」


「どうしたっ!?」


　まさか姉ちゃんが乗り込んで来たのか？　と思ったら、


「新たなる伝説レジェンドが刻まれし今日、世界は水晶の涙を流す」


「……すまん、もうちょっとわかりやすく」


「秘められし聖典がこの世界に降臨する刹那とき──それは今」


「もうひと声～」


「今日は大好きなマンガの発売日だから買いに行きたい」


　このやり取り、昨日に引き続き二回目である。いいかげん学習しようねヒメちゃん！


「ここから一番近いのはウイング書店だな。今地図書いてやるから」


　奥に引っ込もうとした俺のシャツの裾すそを、ヒメがつかんだ。


「エイタも一緒に来て来て？」


「いや、俺には勉強が」


「……来て？」


　うるっとした目で下から見つめられると、もはや断ることはできない。絶対服従だ。この上目遣うわめづかいは実は異能なのではなかろうか。


「じゃあ、ついでに昼飯も外で食べるか」


「特典がつく書店が駅前にあるから、そこに行きたい」


　駅前なら飯屋もいろいろあるし、ちょうどいい。


　軽く身だしなみを整えてから、ヒメと一緒に家を出た。


　駅前まではバスで十数分程度なのだが、ヒメの希望で徒歩になった。「エイタと一緒に歩きたい。だめ？」ということで、またもやストレートな好意をぶつけられている。俺モテすぎワロタ。


　周囲の突き刺さる視線を気にしないふりをしながら、


「ところで、そのマンガのタイトルはなんなんだ？」


「アルカナ・ドラゴンズ」


「アルドラかあ」


　なじみのあるタイトルに、思わず懐なつかしくなった。


　アルカナ・ドラゴンズ（通称「アルドラ」）は、某有名週刊少年誌で連載されている異世界ファンタジーバトルマンガだ。週刊誌にしては珍しくオタク向けの作風で、大量の美少女・美少年がこれでもかというくらい登場する。その豊富な設定とキャラ群からファンの二次創作が活発な作品で、俺も中学の時はどっぷりハマッてた。


　何を隠そう、「暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター」の設定も「アルドラ」からパク、いやインスパイアされた要素がかなりある。


　ヒメも「アルドラ」のファンだったか。どうりで、俺の妄想と親和性が高いはずだ。


「今は何巻まで出てるんだ？」


「今日出るのが十二巻」


「どこまで進んだ？　まだワイバーン軍と戦ってるのか？」


「わたしは単行本派だからわからないけど、多分この巻で決着する」


　そこでヒメは俺のことを不思議そうに見つめて、


「エイタは、『アルドラ』読んでない？」


「去年までは読んでたけど、今は読んでない」


　ヒメは急に悲しそうな顔になり、


「どうして……？　面白おもしろくなくなった？」


「そんなことはないんだけど、なんとなく」


　両親が蒸発して以来、俺はマンガやアニメの世界に興味が持てなくなってしまった。


　いくら絵空事を語ったところで、過酷な現実には勝てないんだと思い知ったから。


　現実に勝てるのは現実だけ。


　俺の場合は、医学部進学を勝ち取れるだけの学力。


　それだけが俺の置かれた状況を解決できる唯一の方法なのだ。


　ヒメの姉さんに「マンガをバカにするな」なんて言っておきながら、俺自身はそんな風に考えているのだから──ずるいよな。正直。


「エイタにも、読んでほしい」


　俺の右手をぎゅっと握って、ヒメが言う。


「今、とっても盛り上がってるから。読んでほしい。きっと面白いから」


「うん……」


　なんと答えたものかわからず、思わず視線をそらすと──向かう先の十字路を曲がって歩いて来る人影が見えた。


　赤い自転車を引いて歩くその姿に、どうも既視きし感がある。


「げっ」


「げっ」


　お互いにこうして悲鳴をあげるのも、同じである。


「またお前かよ……」


「そりゃこっちのセリフだっての、キモオタ」


　夏川真那なつかわまな。


　金色のツインテールをなびかせる生意気な女子中学生にして、真涼の妹である。


「まだ自転車に乗る練習してたのか。なんだったら教えてやるぞ？」


「よっけいなお世話だっての！　ていうかアタシはちゃんと乗れるし！　今はたまたま漕こぎ疲れたから引いてただけだし！」


　しかし、赤いワンピースの裾すそから覗く膝ひざには絆創膏ばんそうこうがたくさん貼られている。ツッコむと怒り狂いそうなので黙っておこう。


　ヒメは俺の背中にささっと隠れた。


「アレ？　アンタ、いつぞやのポエマーじゃん」


「……」


　ヒメは答えず、俺の背中に子泣きじじいのようにしがみついている。


「何よ。部室でのことは前に謝ってあげたっしょ？」


　前に真那が部室に乱入してきた時、ヒメの書いたポエムを破り捨ててしまったことがある。そのことだろう。


「それはもう気にしてない」


「じゃあ何とか言ったらどうなのよ」


「……はじめまして」


「今ごろ!?」


　うーむ。


　ひさしぶりに人見知りするヒメを見た気がする。


　俺たちといる時は普通にしゃべるのに、まだまだ他人との会話は難しいらしい。


　と、そこで俺はひらめいて、


「なあ真那、これからヒマか？」


「ヒマっていうか、特に用事はないけど？」


　つまりヒマなんだろうが。素直じゃないやつ。


「じゃあ、ちょっと昼飯でも付き合わないか？　相談したいことがあるんだ」


　真那はちらっとヒメを見てから、


「そこのポエマーがいいなら、アタシはいいけどさ」


「エイタ……？」


　ヒメが戸惑ったように首を傾かしげる。


「ヒメ、こいつに姉ちゃん攻略のための知恵を貸してもらおうぜ」


「どういうこと？」


「こいつもオタク嫌いだからさ。なんで嫌いなのかって聞いてみたら、お前の姉ちゃんを説得する方法も見つかるかもしれないだろ」


「……理解した」


　よし決まった。


　俺は二人を連れて、駅前にあるファストフード店に入った。


　昼飯時には少し早いので、店内は空すいている。夏休みの宿題をやってる中学生グループが禁煙席の隅っこにいるくらいだ。


　しなびたポテトをつまみながら、今回の騒動について真那に話してやったのだが──





「それは、その姉貴が悪いっしょ！」





　と、Ｓサイズドリンクのカップを握りつぶす勢いで力説されてしまった。


「い、意外だな……」


「は？　なんで？」


「だってお前のことだから『マンガ？　キモッ。捨てられて良かったネ！』とか言うんじゃないかと思って」


　真那はふん、と鼻を鳴らして、


「そーね。確かにマンガ集めてるのはキモイわ。コンビニで売ってる雑誌ならまだしも、なんかコミック？　集めるのとかマジ信じらんない。理解フノー」


「単行本もダメなのか……」


　こいつのオタク認定のハードル、厳しすぎだろ。少女マンガせっせと集めてる千和までオタクになっちまう。


「でもさ、だからって姉が妹の持ち物勝手に捨てていいわけないじゃん？　それとこれとは別！　姉の趣味を妹に押しつけるなっつの！　だいたい姉ってイキモノはさぁ……」


「わ、わかった。わかったから落ち着け！」


　机から身を乗り出して語り始めた真那をあわてて制止する。


「あなたの言う通りだと思う」


　隣で黙って聞いていたヒメが唐突に口を開いた。


「姉はいつも自分の方が偉い、賢いと思っている。妹を常に見下し、いつまでも子供扱いしてくる。あれはダメ、これもダメ、これにしなさい。あれにしなさい。いつもいつも指図ばかり。しかも比較される。『姉は優秀なのに妹は』って、会う人会う人そればかり。わたしはわたしなのに。たった数年遅く生まれただけで、何故こんな仕打ちを受けるのかわからない」


　いきなり饒舌じょうぜつになったヒメに、真那はぽかんと口を開けていたが、


「そ、そうよその通りじゃん！　あんたナニ？　意外と話せるヒト？」


「ナニでもヒトでもない。ヒメ」


「おっけーヒメ！　アタシもマナでいいわ」


　ポテトの油のついた手でがっちり握手をかわす二人であった。どうやら俺にはわからない絆きずなで結ばれてしまったようだ。


　むむむ。


　妹ってそんなにストレスがたまるものなんだろうか？


「それじゃあ真那、改めて聞くぞ。ヒメの趣味を姉貴に認めさせるにはどうすればいいと思う？」


　真那は「ちうー」とストローで烏龍ウーロン茶をひとすすりしてから、


「アタシがなんで『オタクキモッ！』って思うのかっていうとさ、ようするに『よくわかんないものに夢中になってる』ように見えるからなワケよ」


「あー、なるほど」


　そういう気持ちは理解できる。


「だから、一番手っ取り早いのはヒメが好きなマンガの魅力を姉貴にわからせることじゃん？」


　ヒメはふむふむと頷いている。とても真剣な表情だ。


「わたしも同感。しかしどうするかが難題」


「そーねェ。たとえば一緒に本屋に行くとか？　ホラ、そーゆーオタ専門のお店とかあるじゃん、この近くに」


「ああ、今から俺たちそこに行くつもりだったんだよ」


　すると、ヒメがぱっと表情を輝かせて真那の手をつかんだ。


「マナ。一緒に来て？」


「そ、その本屋へ？　何でアタシがそんなオタの巣なんかに──」


「姉を連れて行く時の予行演習をしたい。来て来て？」


　さっき俺が食らった上目遣い攻撃が、真那にもクリーンヒットした。


　女子中学生にも効果は抜群のようで、


「わ、わかったわよ……。どうせヒマなんだし」


　と、しぶしぶながら頷かせることに成功した。


　元オタである俺。


　現オタであるヒメ。


　非オタである真那。


　まとまりなんかまったくないパーティーだが、少しだけわくわくしてきた。


　中学時代オタクの友達なんかいなかったから、放課後こそこそ一人でお店に行ってたことを思い出す。


　誰かと一緒に行くなんて、初めてだ。
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　その書店の名は「まんがキングダム」という。


　略して「まんダム」。


　駅前から徒歩五分、繁華街から少し外れたところにある四階建てビルである。俺が知る限り、羽根はねノ山やま市で一番マンガやアニメ関連の書籍が充実している店だ。土日は遠くからもたくさんの客が来る。


　冷房の効いた店内に足を踏み入れると、俺たちくらいの学生がたくさん買い物をしていた。いつもより混んでる感じがするのは「アルドラ」最新刊の発売日だからかもしれない。


「さてヒメ、どこから攻めるんだ？」


「もちろん、最上階から」


　と言うが早いか、ヒメは店内入り口横にある階段を上り始めた。


　真那はあわてて、


「ちょっと、なんでエレベーター使わないの？　ダイエット中？」


「エレベーターは遅いし、せまい」


　ヒメの言う通り、この店のエレベーターはやたら遅いうえに店員が商品を運ぶのにも使うため、空いている午前中や閉店間際まぎわでないと使い物にならない。


「だいじょうぶ。わたしも体力はない。ゆっくり上る」


「ああ良かった……ってアタシはあるわよ体力？　ガッコじゃリレーの選手にも選ばれてるんだから！」


　負けず嫌いに火がついたらしい真那も、ヒメに続いてえっちらおっちら階段を上り始める。俺はその後ろだ。


　二階から三階への途中で早くも息を切らせた真那が、


「ねえ。ヒメが買う本って、何階に売ってんの？」


「マンガ売り場は一階」


「一階かあ、じゃあもうひと息ね……ってなんでッ!?　じゃあアタシらなんで階段上ってンのよ!?」


　もっともな疑問ではあるが、


「まんダムに来たら、とにかくまず最上階まで上る。そして新商品をチェックしながら下りていく。それが基本。常連客の中には、この店に行くことを『登山』と言う者もいる」


　と、ヒメ先生のおっしゃる通りである。


　山に登るのに理由はいらない。そこに山があるから、それだけだ。


「オタクの登山とか、マァジどうでもいいっての！」


　などと言いつつ、真那はぜいぜい息を切らせながらヒメの後ろをついていく。なんだかんだで付き合い良いな、こいつ。


　上る客は俺たちだけだったが、下る客とは何人もすれちがった。みんなヒメと真那を見ると「へえ」みたいな顔になるのが面白い。ヒメは純和風の黒髪色白美少女だし、真那は金髪碧眼きんぱつへきがんという異国美少女の代名詞みたいなルックスだからな。


　……しかし、最後に俺の顔を見て「アレ？」って顔になるのはやめてほしい。そんなところでオチつけなくていいからね？　泣くからね？


　そんなこんなで、登頂成功。


　四階は男性向けアニメグッズのフロアである。


　男性向けとは、ようするに萌もえ系。


　いかにもなキャラクターの図柄がプリントされたトレカやら貯金箱やらタペストリーやら文房具やらが、所せましと並べられている。いつ来ても目がチカチカする場所だ。


　真那のことだから「キモキモキモッ死ね死ね死ね死ね！」と連呼しながらサンバでも踊りはじめるかと思いきや、


「フーン？　なんかお祭りみたいじゃん」


　意外や意外、お気に召したようである。


「どの辺がお祭りなんだよ？」


「なんか縁日のお面屋とか、わたがし屋みたいなノリっぽくね？」


「はあ」


　なるほど。言われてみればそんな感じも……するかなあ？


「お面屋、わたがし屋。姉の説得に使えるかも」


　と、ヒメは携帯をぽちぽちしてメモを取っている。


　確かに、こういう視点は俺やヒメにはなかった。オタクから見れば単に「オタグッズが並んでる」としか思えないし。


「ね、このお風呂ふろポスターっていうのは何？」


　美少女があられもない姿をしている特殊加工のポスターを、真那は指さした。


「お風呂ポスターは……お風呂ポスターだろ」


　としか俺は答えられない。


「なになに？　オタって風呂にポスター貼んの？　なんで？」


「なんででもだよ！」


　もし話したら、今度こそキモオタサンバを踊られること間違いなしだ。


　不思議そうな顔をしている真那を連れて、三階に移動した。


　このフロアのメインは同人誌である。ジャンルは男女問わず。全年齢対象のものばかりが並べられている……はずだ。建前たてまえ上は。


「なんか、ふつーの本とちがくね？」


　麗しい美少年が表紙を飾る同人誌を手に取って、真那は首を傾げる。


「やたら薄いし、印刷の感じも違うし。こんなの本屋じゃ見たことないわ」


　同じ本を手に取ったヒメが、


「これは同人誌という。いわゆる二次創作」


「ニジソーサク？」


「自分の好きなマンガやアニメを題材にして、ファンが自ら紡ぎ出した作品のこと」


「シロウトが描いてるってこと？」


「本物のプロが描いてる場合もあるし、あるいはプロより上手うまい同人作家もたくさんいる」


「フゥーン……」


　ヒメの説明をどこまで理解したのか、真那は表紙をながめてしきりに頷いている。


「アタシ、これ買うわ」


「え!?」


　思わず大声を出してしまい、周りのお姉様たちからジロジロ見られてしまった。


　俺は声をひそめて、


「マジでか？　お前その元ネタのアニメ知ってるの？」


「んーん？　知らんけど。とりあえず絵は綺麗きれいじゃん？　せっかく来たんだし、手ぶらで帰るのもマヌケっしょ」


「や……」


　やめた方がいいと思うんだが。


　だってその同人誌のタイトル、「俺の聖剣であえげ！」だぞ……。


　びっしょりと汗をかいている俺をよそに、ヒメは目をきらきらさせている。


「そのサークルの本、わたしも持ってる。マナはなかなかの目利めきき」


「でしょでしょ？　もっと褒ほめていいのよ？」


　二人ともご機嫌なので、俺はこれ以上何も言わないことにした。


　真那がレジをすませるのを待ってから、二階に下りた。


　ここはライトノベルやアニメのムック、設定資料集などが置いてある。


「なんでこのマンガ、文庫サイズなの？　ふつーはもっと大きくない？」


「それはマンガじゃなくて、ラノベだ」


「らのべ？」


「ライトノベル。まぁ、イラスト多めで手軽に読める小説ってところかな」


「へー。キモッ」


「あのなあ……」


　こいつ、とりあえず否定から入るのな。絶対学校で嫌われてるだろ。俺の彼女の妹は友達が少なすぎる、というラノベでも書いてやろうか。


「でも、コレなんかものすっごい厚さなんですケド」


　と、真那はひときわ厚い本を手にとる。


　ぱらぱらとめくって、


「あ、でも改行とかセリフとか多いんだ。ふつーの小説とだいぶ違うっぽい」


　隣のヒメがひょこっと覗き込んで、


「ラノベはなんでもあり。薄いのも厚いのも、くだらないのも深いのも、子供なのも大人なのも、なんでもウエルカム。そこが魅力」


「へー。おもちゃ箱みたい」


「おもちゃ箱……！」


　またもや感銘を受けたのか、ヒメは一生懸命メモを取っている。


　最初はどうなることかと思ったが、真那の視点はヒメのためになってるようだ。


　最後は一階に下りて、ヒメお目当ての「アルドラ」限定版を買うことになった。


　同じく「アルドラ」を持った客が長蛇の列を作っている。


　レジ前に山と積まれた限定版を見た時のヒメの表情といったらもう──携帯で写真を撮って保存しておきたいくらいだった（店内撮影禁止だから、あきらめたけど）。


　夜空の星みたいに目を輝かせながら、いそいそと手に取って。


　レジの列に並びながら、幸せそうにじっと表紙をながめて。


　待ち時間がちっとも苦じゃなさそうだ。


「それにしても……」


　中三の夏以来ほぼ一年ぶりに来たけれど、ここは本当に変わらないな。


　なんだか嬉うれしくなる。


　俺はもうオタク趣味からは足を洗ったけれど、「古巣」があいかわらず活気があることを知ると、やっぱり嬉しいもんだ。


　一人で来たら、こんな気持ちにはなれなかっただろう。


　中２病だったころのイタイ思い出があふれだして、のたうちまわっていたかもしれない。


　ヒメと真那が一緒だから、なんだか新鮮な気持ちになれたわけで──。


「ありがとな」


「え？　なんか言った？」


　少女マンガ雑誌をめくっていた真那が首を傾げる。


　ちょうどその時、ヒメが会計をすませて戻ってきた。


「いや、なんでもない」


　ほくほく顔のヒメと、おすまし顔の真那と一緒に店を出た──その時だった。





「やっぱり、ここだったのね」





　ヒメの手から、「アルドラ」の袋が滑り落ちた。


　路肩に停めた白いライトバンから降りた女性が、そんなヒメをにらみつけている。


　紺こんのスーツをカチッと着込み、黒髪をアップにして後ろでまとめている。美人だ。しかもデキる美人。就活中の大学生みたいな服装だが、しかし漂ただようオーラはすでに歴戦のエリート女社員という風格であった。


「姉さん……」


　というヒメの呆然ぼうぜんとしたつぶやきを聞くまでもなく、ヒメの姉・優華さんであることはすぐにわかった。黒い真珠しんじゅのように艶つやのある髪質が、姉妹しまいでまったく同じなのだ。こんな綺麗な髪をした女性が同じ場所に二人現れるなんてことは、なかなかないだろう。


　……ていうか、ライトバンに思いっきり書いてあるしな。「旅館あきしの」って。


「携帯電話のスケジュール帳に『発売日』って入力されてたから、きっとここだろうと思ったのよ。どうせマンガのことでしょうから」


　そんなところから足がつくとは。


　個人情報の塊である携帯を置き忘れたヒメにも落ち度はあるけど……。


「わたしのスケジュール、勝手に見たの？」


　ヒメの膝はぷるぷる震えていた。


　目にいっぱい涙をためて、恐怖と怒りがごちゃ混ぜになったみたいな顔をしている。


「当たり前でしょう。家出みたいなマネをしておいて」


「だからって、勝手に見るなんて」


「プライバシーを主張するのは、一人前のことができるようになってからにしなさい」


　氷みたいな表情で、氷みたいな正論を吐く。


　綺麗だけれど、近づきたくない。


　そんな凍いてつく吹雪ふぶきのようなオーラを周囲に発散させている。「まんダム」から出てくる客もみんな、何事かとチラッと視線を飛ばしはするものの、すぐにそらしてそそくさと去ってしまう。


「姫香。どうして叔父おじさんのところに行かなかったの？　秋篠の娘はみんな、高校にあがったら仲居なかいの修行をしなきゃならないのは知ってるでしょう？」


「わたしはそんなこと、したくない」


　小さいが、はっきりとした声だった。


「そういうことは、成人して自立できるようになってから言うべきね。そしたら好きなモノになればいい。でも、父さんと母さんに養ってもらってる以上、旅館の仕事を覚えるのは秋篠の子の義務であり、守るべき伝統なの。おばあちゃんも、母さんも、私もそうやって育ってきたのよ。あなただけどうして怠なまけようとするの」


「怠けてない」


「怠けてるわよ。夏休み中もマンガばっかり読んで。くだらない」


「くだらなくない！」


　うーむ……。


　こりゃもう、平行線だ。


　ヒメの不満もすごくよくわかる。家の仕事をやれ、それがルールだからみたいに押しつけられて、おまけに好きなマンガを「くだらない」と切り捨てられれば、そりゃ腹も立つだろう。


　だけど、優華さんが言ってることが間違ってるかというと──そうは思えない。


　養ってもらってるうちは親の言うことに従え、というのは正論だ。


　ただ、それとマンガがくだらないかどうかは別の問題だというだけの話で。


　いずれにせよ、とても「ヒメの趣味を理解してもらう」という雰囲気じゃないのは確かだ。こんな頑かたくなな態度の優華さんを「まんダム」に連れて行ったところで、考えは変わらないだろう。


　ところが、





「ちょっと待ちなっての、オバサン！」





　不敵な笑みとともに進み出たのは、夏川真那だった。


　腕組みをして肩をそびやかし、いつもの高飛車な態度で、


「さっきから聞いてりゃ、なんなのアンタ。義務だとか伝統だとかさぁ。そーゆーの今ドキ流行はやんないんじゃね？　古すぎっしょ？　ねえ？」


「言葉遣いが汚いわね」


　優華さんはまったく動じた様子もなく、冷たく論評を下した。


「どこの誰かは知らないけれど、目上の人間に対する態度ではないわ。あなたのご両親の教育が疑われるわよ」


「フン。ずいぶん言うじゃない？」


　と、あくまで真那は不敵な笑みを崩さない。


　大学生相手にここまで自信満々とは、よほど言い負かす自信があるのか。


「アンタんちの家の事情なんか知ったこっちゃないけどさぁ、このコが嫌だって言ってるモノを無理やりやらせてどうすんのよ」


「さっきの話を聞いてなかったの？　親に養われている以上、親の言うことは聞く。ただそれだけのことよ」


「……ぐぬぬ」


「えっ」


　ええっ？


　ちょ、ちょっと待って。


　もう論破されちゃったんスか!?　夏川真那さん？


「おい。いくらなんでもそりゃないだろ」


　小声でささやくと、真那はバツ悪そうに「わ、わかってるわよっ」と言い返した。


　ヒメの落とした「アルドラ」の袋を拾い上げて、


「アンタ、さっきマンガがくだらないって言ったわよね？　なんでそうやって頭ごなしに決めつけんのよ、読んでもないくせに！」


「えっ」


　どうしたんだこいつ、突然マンガの味方になったのか？　さっきまでキモイキモイ言ってたくせに。


　……いや、それだけなりふりかまわずヒメをかばおうとしてるってことか。


　いいヤツだな。フツーに。


「ほら見なさいよ！　これ、ヒメのお勧めで買ったドージンシー！」


　真那はさっき買った同人誌の表紙を優華さんに向かって突きつけた。発音がちょっと怪しかったが、ツッコむのはやめておこう。


「めっちゃキレーな表紙じゃん？　シロウトの手作りでここまでデキるってすごくね？　ほら、この薔薇ばらとか鎖とか、マジリアルじゃね？　アンタこんな絵描けんの？　少なくともアタシにはムリ。自分にできないことをできるんなら、スゴイって思うしあこがれたっておかしくないと思うんだけど？」


　真那にしては珍しく、スジの通った反論だった。


「……見せてもらっていいかしら」


「どーぞ？」


　優華さんに言われるまま、真那は同人誌を差し出した。


　うわあヤバイちょっと待て！　と止めるヒマもなく、優華さんは「俺の聖剣であえげ！」のページをめくり始めた。


　形の良い眉まゆがひくっと動いて、


「なるほど。確かに私には無理だわ。こんなものはとても描けない」


「でしょ？」


　勝ち誇った笑みを浮かべる真那に、優華さんはページを開いて突きつけた。


　そこには……ああ、全裸ぜんらの男同士がくんずほぐれつ、逞たくましい聖剣を刺したり刺されたりと……まぁ、その、よく十八禁にならなかったなというレベルで、





「あんぎゃあああああああああああああああああああああ!!」





　金髪碧眼の美少女にふさわしくない悲鳴が、真那の口からほとばしった。


「なななななななんなのよコレ!?　なんで男同士？　ねえ、ちょっ、え？　ええ!?」


　真まっ赤かな顔であわあわと口を開いたり閉じたりしている真那になんと声をかければいいやら、もうボクわかんない。


「ひっ、えっ、やんっ、そんなはずは、あ、あううう。ふぇぇぇ、やぁぁぁ!!　あんなトコにそんなモノが、いやああああああああああああああああああああああああああああああ」


　とか叫びつつ、しっかり目が釘くぎ付けになっている中三女子を見て、優華さんはしみじみため息をついた。


「姫香の友達ってどんな子かと思ったら。こんな残念な子だったとはね」


　その時だった。


　ずっとうつむいたままだったヒメが、急に顔を上げた。


「マナは悪くない」


　真っ白になって呆ほうけている金髪の友人をかばうように、両手を広げる。


「何がどう悪くないの？　論理立てて説明できる？」


「わたしをかばってくれた。悪くない！」





[image: ]


　ヒメは涙のにじむ目で、頭ひとつ分高い姉をにらみつける。


「そんな馴なれ合いみたいな友達は、あなたのためにならないわよ」


「わたしのことはいくらバカにされてもしかたがない。家出すら他人の力を借りないとできない。無力。マンガだってお小遣いをもらって買っている。矛盾してる。だけど、だけど……」


　ヒメは精一杯の大きな声で叫ぶ、





「わたしの大切な人を、バカにしないでっっ！」





　優華さんの表情に初めて動揺どうようが走った。


　ヒメの様子から、自分が言いすぎたことを悟さとったんだろう。


　ここまで来たら、俺も黙ってるわけにはいかない。言わせてもらおう。


「あのう、ひとつだけ、俺からいいスか」


「？　あなたは誰？」


「えっ」


　ず、ずっといたんだけどなー。


　もしかして存在を認識されてなかった？


「……季堂鋭太きどうえいたっス」


「ああ、昨日の電話の彼ね。何か御用？」


　俺は気を取り直して、


「俺も昔はマンガが好きで、姫香さんみたいに妄想ばっかりしてたんです。だけど今はもう興味がなくなってしまって、古本屋にほとんど売っちゃいました」


「そう。更正したのね」


「そういうことじゃないんです」


　俺はきっぱり首を振る。


「確かに俺ってバカだったなって思うこともありますけど、だからって過去が消えるわけじゃないし。昔の自分があるから、今の自分がいるって、そんな風に思えるようになってきたんです。どっちも俺なんだって」


　いつかヒメも、妄想から覚める時が来る。


　現実に立ち向かわなくてはならない日がやって来るだろう。


　その時、昔の自分を否定するのではなく、受け入れて前に進むことができたら、きっと何もないより心強いはずだ。


「過去の恥ずかしい自分を受け入れることこそが、真の成長だと、俺は思うから」


　よし、我ながら良いことを言った！


　──と思った時だった。


　アスファルトから立ち上る陽炎かげろうの向こうに、ひとりの女が短い影を歩道に刻きざんでいた。


　女は、微笑わらっていた。


　いったいいつからそこにいたのだろう。この炎天下に汗ひとつかかず、街路樹の下で銀髪をなびかせている。


　女の手には、一冊のノートが握られていた。


　ゆっくりとページが開かれる。


　俺はようやく何が行われようとしているかを悟り、


「なっ！　何をするだァーーーーー！」


　吐血しそうなくらいに叫び、女めがけて突進する！


　もう少し、もう少しでノートに指が届くという刹那せつな、ああ、あああああッ！





『Ｂｏｒｎ　ｔｏ　ｂｅ　〝ハカイシャ〟』





　校門検査で笹原ささはらにつかまり、生徒指導室ですげー叱られた。滅殺めっさつ！


　爆竹を持ってきて説教されるのは今月三回目。滅殺。


　猟奇的なハカイシャとして生まれた宿命。悲しみ。そして滅殺。


　誰にもリカイされないのか？（滅殺……）


　つらいぜ。俺はみんなのために戦ってるのに。マジ滅殺。


　それでも、ああ、今日も滅殺《メッサツ》！


　テロリスト〝代弁者ミカエル〟に立ち向かえるのは俺だけだから。


　とりあえず明日は靴下の中に隠してみよう。そうしよう。


　果てしなき光と闇やみのバトルに　──続幕の乾杯プロージット！


　滅殺！





「無ゥ理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理過去を受け入れるとか無理すぎィ！」


　灼熱しゃくねつのアスファルトでのたうちまわる俺をよそに、ノートを朗読した女──夏川真涼がにこやかに歩み寄る。


「はじめまして、秋篠さんのお姉様。私は夏川真涼。彼女が所属する『自らを演出する乙女の会』の会長を務めています」


　急な展開に目を白黒させていた優華さんだったが、


「はじめまして。姫香が部活でお世話になっているそうね」


「いいえ。私たちのほうこそ、姫香さんには助けられているんですよ」


「姫香に？」


　きょとんと立ち尽くしているヒメの肩を、真涼は後ろからそっと抱いた。


「姫香さんがいなければ、我が部は成り立ちません。オタクであろうと、妄想癖へきがあろうとも、それらすべてをひっくるめて秋篠姫香。我が部に必要な人材なのです」


「……そう」


　優華さんは小さく頷いて、


「馴れ合いなどと言った前言を撤回するわ。姫香は高校で良い友達にめぐまれたようね」


「ええーっ」


　真涼のそれで納得しちゃうんですか、優華さん。


　ボクがさっき言ったのと、あんまり変わらないじゃないですかー。


　しかし真涼もヒメも優華さんもそんなことを気にする様子はいっさいなく、


「姫香。捨てたと言ったマンガやゲームだけれど──全部物置にしまってあるから」


「……本当？」


「カギは母さんに預けてあるわ。旅館の仕事のこと、もう一度じっくり話し合ってみなさい」


　ヒメはこくん、と頷く。


　優華さんはライトバンの運転席に乗り込んだ。


　窓を開けると、バッグをヒメに手渡して、


「今日の分の着替えよ。あなた、一日分しか着替え持っていかなかったでしょう？」


「……ありがとう」


　ヒメは小さな声で礼を言った。


「私は今夜の最終で東京に戻るから。姫香は明日帰ってきなさい。あまり父さんと母さんを心配させないでね」


　ライトバンはゆっくり走り出し、交差点の向こうに消えていった。


　……とりあえず、一件落着か。


「ていうか、なんでお前ここにいるんだよ？」


　すると真涼は怖い顔で俺をにらみつけ、


「あなたからずっと連絡がないから、探しに来たのよ」


「はっ？」


「もう夏休みも終わりだというのに、彼女を放置して元カノとデートだなんて──この代償は近いうちに払ってもらうから」


　恐ろしいことを言い残して去っていく。


　去り際ぎわ、呆けたまま歩道にぺたんと座り込んでいる真那のおでこを「ぴんっ」と指で弾はじいていくのも忘れない。


「あいかわらず、自由なヤツ」


　結局、〝彼女〟に全部持って行かれてしまった。


　一方の元カノは、デコピンされてもまだぼーっとしている真那のところに歩み寄り、


「マナ、ありがとう」


　と、抱きしめるのだった。


　──まぁ。


　ヒメに新しい友達ができたんなら、こんな夏休みの一日も悪くないかな。







◆







　夜八時すぎ。


　晩ごはんの後片付けも一段落して、洗濯機を回しながらリビングで日本史の年号暗記をやっていたら、玄関のチャイムが鳴った。


　本日二度目のヒメ来訪である。今夜も春咲家に泊まってるはずだが。


「エイタ、これ見てっ」


　息を切らせたヒメが差し出したのは、一冊の絵本だった。


　あちこち汚れているし、表紙に擦すり傷があったり背表紙の角が折れ曲がったりしている。かなり年季の入った絵本だ。


　タイトルは、


「ふしぎの国のアリス、か」


　聖書の次に読まれている本っていう説もあるくらいの世界的な名作である。


　少女アリスがうさぎを追いかけて穴に落ち、不思議な異世界へと迷い込んでしまうというストーリー。思えば「異世界召喚もの」の元祖だよな。


「この絵本は、わたしが初めて夢中になった本。幼稚園のころ、姉に繰り返し読んでもらった。母も父も旅館の仕事でいなかったから、読んでくれるのはいつも姉だった」


　ヒメは絵本を胸に抱きしめて、少し涙を浮かべながら言った。


「わたし、忘れていた。わたしがマンガやアニメを好きになったきっかけ。忘れていた。今のわたしがあるのは、姉のおかげなのに」


　ヒメの真っ白なほっぺに、透明なしずくが落ちる。


「……この絵本、どうして？」


「昼間、姉にもらったバッグの一番底に入っていた」


　優華さんはヒメのマンガを物置にしまう時、この絵本を見つけたのだろう。


　他の本は「くだらない」と切って捨てられても、この本だけは別だった。


　秋篠姉妹にとって、特別な物語なのだ。


「なあヒメ、姉さんの見送り行かなくていいのか？」


　俺は壁の時計を見た。


　夜八時三十二分。


　東京行きの特急「はねばね号」の最終は、確か夜九時くらいだったはず。


「今なら、ギリギリ間に合うぞ」


　ヒメは大きな瞳ひとみで俺を見つめて、


「行きたい！」


　よし、決まった。


　俺は机の上に置いてあった財布さいふをつかんで、ヒメの手を取り、家の電気も消さずにカギだけ閉めて飛び出した。電気代よりも、今は時間がもったいない。


　この時間だと、もうバスは三十分に一本。どう考えても間に合わない。


　大通りまで走って、そこでタクシーをつかまえるしかない。


　住宅街を突ききるように路地を走り、登校時より早いタイムで大通りに出られたは良いものの、こういう時に限ってタクシーがまったくつかまらない。そもそも車が走ってない。くそっ、これだから田舎いなかは嫌なんだ！


　ヒメと一緒に「どうするどうする！」と信号機手前で足踏みしていると、目の前に黒塗りの高級車がスッと横づけされた。


　助手席の窓が開いて、


「バカ二人はっけーん！」


　窓から覗く金髪のツインテールが、信号機の青に照らされている。


　真那だ。偶然ではありえないタイミングでの登場である。


「もしかしてお前、昼間の話を聞いてて？」


　真那は「当然！」とウインクし、


「もしヒメが見送りに行かなかったら、ぜんぜんハッピーエンドじゃないじゃん？　不完全燃焼じゃん？　おら、さっさと乗んなさいよ。飛ばさないと間に合わないわよウヒャア！」


　真那のへらず口は、首に抱きついてきたヒメによって中断された。


　目を真っ赤にしたヒメが叫ぶ、


「マナ、大好き！　ともだち！」


「だ、だから早く乗んなさいってば。暑苦しいから離れて座りなさいよアホッ！」


　ツンデレな好意に甘えて、俺たちは後部座席に乗り込んだ。


　運転席にはなんと、いつぞや俺と死闘を演じたスキンヘッドの黒服ボディーガードがいた。あいかわらず迫力のある風貌ふうぼうで、思わず縮み上がりそうになる。確か名前は……安岡やすおか、だっけ。


　安岡さんはハンドルを握りながら、ボソッと話しかけてきた。


「ひさしぶりだな、男子高校生」


「は、はいっ。おひさしぶりっす」


「傷、今でも痛んだりしてないな？」


「だ、大丈夫っす」


　あの時は派手にボコられたけれど、不思議なくらい痕あとが残らなかったんだよな。そういう殴り方をしてくれたんだろうけど。


「飛ばすからな。事故ったら今度は痕が残るが、許せ」


　と物騒なことを言うと同時に、車が急加速した。


　青ざめた顔で抱きついてくるヒメの背中をさすりながら、俺も生きた心地がしなかった。窓の外の景色がびゅんびゅん後ろに飛んでいって、知らない街を走ってるみたいだ。


「ダイジョブよ。ああ言ってても、安岡が事故るなんて絶対ないから」


　と助手席の真那は言うが、正直信じられません！


　三回くらい「もうダメだ」と思った時、急に車が減速した。


　景色が復活して、見慣れた朱塗りの屋根が見えてくる。羽根ノ山駅だ。


　時計を見れば、八時五十八分。


「はねばね号最終は、九時三分の発車よ。急いでホラ！」


　真那に押し出されるようにして、俺とヒメは車から降りた。


「んじゃ、アタシはこれで。帰りは送らないからね」


「本当にありがとうな真那！　安岡さんも！」


　俺たちは礼を述べて車から降りる。


　窓が開いて真那が顔を出し、


「あーそうそう。これだけは言っておかないと」


　例の同人誌を取り出して俺に見せつけるようにしながら、





「オタク、マッジッでッ、キモーーーーーーイ！」





　……ですよネ！


　そんな真那の恨うらみ骨髄こつずいなシャウトはともかく、俺たちは駅舎に向かってダッシュ。車内で用意していた小銭を券売機に放り込んで入場券を購入、マラソン選手がドリンクを取るような勢いで駅員にモギッてもらって改札をくぐり、はねばね号の停車する八番ホームへと走る。


　間に合った！


　寂しいホームの灯りに照らされてうつむき加減にたたずむ黒髪の女性は、まぎれもなく秋篠優華さんだ。


「あ、あなたたち、どうして？」


　俺たちの姿に気づくと、優華さんは驚いた表情を浮かべた。


　俺はぜいぜい息を切らせながら、同じように息を切らせているヒメの背中を押して、


「さあ、ヒメ。言わなきゃいけないことがあるだろ？」


　ヒメは頷くと、額ひたいの汗をぬぐって姉の前に立った。


　昼間のように、うつむいてはいない。


　背筋をしゃんと伸ばして、堂々と姉の前に自分をさらしている。


「姉さん。わたし、言いたいことがある」


「……なあに？」


　ヒメは赤くなった頰ほおでにこりと微笑ほほえみ、大きな声で告げた。





「好きなひとが、できた！」





　……えええ!?


　言いたいことってそれかよ、ヒメ！


　わざわざ見送りに来て、なんでそんな恋愛脳なんだよ！


　見ろ、優華さんだって呆あきれて──


「そう。良かったわね」


　って、めっちゃイイ顔で笑ってるし！


　妹の恋路を祝福するかのような、大輪の笑顔だ。





[image: ]


「だけど、ライバルがたくさんいる」


「大丈夫。姫香は私に似て綺麗だからね。……がんばりなさいよ」


「うん」


　しっかりと抱き合う姉妹がいるホームに電車が滑り込んできた。


「それじゃあ季堂くん。妹をよろしく」


「は、はあ……」


　乗り込む直前、そっと俺の耳に口を近づけてきて、


「うちの妹、意外と胸おっきいからね。お買い得よ？」


「知らねえよ！」


　いや知ってるけど！　知らねえよ！


　顔を真っ赤にしている俺をよそに、発車のベルが鳴り響く。


　がしゃこんという重々しい音とともに、電車がゆっくりと動き出す。


「エイタ、姉さん最後になんて？」


「なんでもねえよ……」


「意地悪。ギュッとして？」


「やだ。ギュッとしない！」


　右腕に抱きついてくるヒメの、その、柔らかなアレをなるべく意識から切り離しつつ、俺はふと思う。


「……なあ、二学期になってからでいいんだけどさ」


　不思議そうに首を傾げる元カノに、俺はささやく。





「『アルドラ』の最新刊、俺にも貸してくれよな」





♯４　真涼、恋愛脳狩り








　夏休みも残すところわずかとなった、ある朝のことである。







【Ｆｒｏｍ】oraoraoraoraoraoraoraoraoraora@xxxx.mail.ne.jp




【件名】オッス、オラ真涼ますず！







　やべえ……。


　彼女からメールが来たってのに、オラ件名だけで破棄したくなったぞ！


　とはいえ放っておくと後が怖いので、しぶしぶメールを開く。







【本文】狩り《ハント》に出かけるわよ。支度したくしなさい。







　なんだよハントって？　と返信してやると、







【件名】やれやれだぜ


【本文】《恋愛脳狩り》に決まってるでしょう？







「……」


　そこはかとなく危険な香りがする答えが返ってきた。


　ついに犯罪に手を染める気か、この女。カップルを手当たり次第に虐殺ぎゃくさつするつもりか？


　危ないことなら付き合わないぞ──と返すと、







【件名】安心なさい


【本文】法には触れないわ。ギリギリアウトよ。







「どっちなんだよ!?」


　またもや声に出してメールにつっこんでしまった。アウトかセーフかはっきりしろや！


　なんと返したものか考えあぐねていると、先にまたメールが届いて、







【件名】お願い


【本文】恋愛脳を倒すにはあなたの力が必要なの。




暁の聖竜騎士《バーニング・ファイティング・ファイター》。


あなたの光の力を、私に貸して。







　と、突然ヒメみたいなことを言い出した。


　正攻法でダメなら搦からめ手で、ということか。そこまでして俺おれと「恋愛脳狩り」とやらがしたいのだろうか。


　まぁ、どちらにせよ〝彼女〟サマの意向には逆らえない。ヒメの姉さんとやり合った時も怖いこと言ってたし。午後から市立図書館に行って勉強しようと思っていたのだが、予定変更しなくてはならないようだ。


「それにしても……」


　夏合宿で千和ちわにキスされた件について、真涼は直接俺に問い詰めてくるようなことは今のところないのだけれど──本心ではどう思ってるのだろう。


　どんな行動に出るのかまったく読めない。


　だから心配。


「妙な暴走、しないといいんだけどな……」







◆







　いつもは駅前のカフェで待ち合わせるのだが、今日は金をケチッてファストフード店を使うことにした。合宿やら何やらでかなり小遣こづかい使っちまったからな。節約しなくては。


　しかし、どうやらそれがアダになったようで──。


「うお」


　レジの列とは無関係なところにできている店内の人だかりを見て、俺は自分の判断の間違いを悟さとった。


　いわゆる「真涼ドーナツ化現象」が起きてしまっている。


　真涼ドーナツ化現象とは？　あまりに華やかな、しかし近寄りがたい容姿を持つ夏川なつかわ真涼の周りに「微妙な距離」を置いて人の輪ができてしまうことを言う。真涼の半径三メートルに空白地ができて、それがドーナツの穴みたいに見えることから名付けた。俺が。


　「かわええー」「綺麗きれいだねー」「お前声かけてこいよー」「やだよお前行けよー」という野次馬やじうまたちをかきわけ、俺はドーナツの穴に踏み込んでいく。


「鋭太えいた、遅いじゃない」


　居心地いごこち悪そうに座っていた真涼は、ホッとしたように顔を上げた。


　いつもと髪型が違う。


　トレードマークである銀色の髪を、白いリボンで一本に束たばねて後ろに流している。ふだんの真涼は実際より年上に見えるのだが、この髪型にすると少し幼く見えるというか、歳とし相応の高校生女子っぽく見える。


　服装もいつもと違って、ひらひらしたノースリーブワンピースに赤いミュールを合わせている。落ち着いた服装を好む真涼にしては珍しく、脇わきのあたりや太ももの露出が非常に、こう、攻撃的である。いったいどういう心境の変化だろう。


「とりあえずここは出ようぜ」


「了解よ」


　真涼は立ち上がると、何を血迷ったか俺の腕に腕をからめてきた。


　周囲から声にならないため息が起きて、男どもの怨嗟えんさの視線が集中する。


「な、なんのつもりだ？」


「早く行きましょう。ここは人目につきすぎるわ」


　真涼に腕をひっぱられるようにして店を出る。


　駅の改札とは反対方向にしばらく歩き、川べりの並木道のベンチに腰を下ろした。


「ここなら、ゆっくり話せそうだな」


「そうね。──だけどその前に」


　隣に座る真涼が急に顔を近づけてきて、


「今日の私を見て、何か言うことはないのかしら？」


　そうやって身を屈かがめると大きく開いた胸元むなもとが見えそうになって、ああ、真っ白なふくらみの裾野すそのがあああああああああ！


「べ、別にっ？　何もないが？」


　俺は目をそらしてゴホンゴホンと咳払せきばらいする。


「ふん。ジョジョ可愛かわいい私の魅力にクラクラきてるくせに」


「きてねえよ。っていうかなんだよジョジョ可愛いってお前の日本語は自由すぎんだよ！」


「……馬鹿ばか」


　真涼はつまらなそうにくちびるをとがらせる。


「んなことより、メールで言ってた『恋愛脳狩り』ってのはなんなんだ？」


「ええ。まずはこれを見てもらえるかしら」


　真涼はトートバッグから雑誌を取り出して、付箋ふせんのついたページをめくって見せた。





プチ特集：ここが狙ねらい目▼　羽根はねノ山やま市の路ろチュースポット！





「なんだこりゃ。路上駐車できる穴場でも特集してるのか？」


　なんて反社会的な雑誌だと思いタイトルを確認すると、「羽根ノ山Ｗａｌｋｅｒ」というごく普通のタウン情報誌であった。


「路チューは『路上でチュー』の略。つまり野外でキスができる場所のことよ」


「はあ……？　なんで外でキスするんだ？　人前で見せるようなもんじゃないだろう」


「と、衆人環視の中で私のくちびるを奪った男は、童貞をむき出しにしてのたまうのだった」


「だッ、ばっ、あれはそういうイベントだからしかたないだろーが！」


　あと童貞関係ねえ！


　むき出しにもしてねえぞ、彼氏ディスってんじゃねーぞコラァ！


「そこはアレでしょう。他人に見られた方が燃えるッとか、そういうワイルドな理由じゃないかしら」


「なるほど。ケダモノだな」


　ひどい奴やつらもいたもんだ。羽根ノ山市民のモラルはそこまで堕おちてしまったか。


「誇り高き恋愛アンチとして、こんなふしだらな連中を野放しにしておくわけにはいかないわ。だから邪魔してやるのよ。鋭太が」


「俺ですか!?」


　お前がやれお前が！　なんで他人にやらせんだよ！


「冗談よ。二人で仲良く狩りましょう？」


「……」


　いずれにせよ俺の参加は決定事項のようだ。


「言いたいことはわかったが、どうやって？　犯罪は嫌だぞ犯罪は」


「大丈夫。指さして笑ってあげるだけよ。『やーいコイツらチューしてるぞー。やらしー！』とね。さしもの恋愛脳も恥ずかしくなって逃げていくでしょう」


「……なんか小学生みたいだな……」


　俺たちも十分恥ずかしい気がするんだが。


「そこはまあ、死なばもろともというやつよ」


「死にたくないんだが」


「さあレッツハント！　さもなくばキルユー！」


「死にたくないんだが!?」


　怪しげな英語とともに（帰国子女のくせに）真涼は立ち上がり、すたすたと歩き出す。


　一瞬帰ってしまおうかとも思ったが──真涼が明日のニュースヘッドラインを飾るようなことになったら〝彼氏〟としては夢見が悪い。


　血迷って犯罪に手を染めないよう、監視の意味でついていくしかないか……。







◆







　と、いうわけで。


　俺たちは雑誌の記事にあった「路チュースポット」のひとつ、羽根ノ山小学校西の交差点にやってきた。


　真涼は歩道橋の階段を指さして、


「この上で犯行が行われているらしいわ」


　登校する児童が朝夕に通る以外、あまり人通りがない場所だ。しかし皆無というわけではなく、近くのスーパーに買い物に行く主婦が通ることもある。「見られるかもしれない」スリルを楽しむにはもってこいの場所らしい。


「で、どうやって見張るんだ？」


「そうね……」


　真涼は周囲を見まわすと、歩道脇にある警察官の形をした立て看板を指さした。


「あの後ろに隠れて、バカップルが来るのを待ちましょう。歩道橋を上り始めたらこっそり後をつけて、ちゅーしたら『やらしー！』よ」


「……」


　やっぱり、どう考えても小学生である。


　しかもこの看板は俺たち二人が完全に隠れるにはちょっと小さくて、


「ほら鋭太、もっと肩をくっつけなさい」


「いいよ別に。暑苦しい」


　離れようとすると真涼は不満そうに俺をにらみ、


「ここは狩り場よ？　殺るか殺られるかなのよ？　暑いだの寒いだの言って獲物にバレたらどうするのよ」


　と、厳しいお言葉である。


　仕方なく真涼の好きにさせていたのだが、


「……？」


　んん？


　どうしてこんなに顔が赤いんだ、こいつ？


　なんか手をニギニギして。


　足もソワソワしてるし、真涼らしからぬ落ち着きのなさだ。


「どうかしたのか？」


「別にどうもしないわ」


　と、真涼さんは平静を装よそおう。


　しかしおかしい。


　さっきまでは肩をくっつけていただけだったのに、いつのまにか俺にもたれかかるように抱きついている。


　しかも肩にこてんと頭を乗せて、ウットリ目を閉じている。


　頭はずり下がっていて、少しずつ俺の胸元へと近づいていた。


「こ、来ないな。獲物」


「……ええ」


　真涼は小さくため息をついた。一本に束ねた銀色の髪が目の前で揺れる。


　俺はドキドキを落ち着けようと必死に話題を探して、


「あー、しかし、あれだな。歩道橋っていえば思い出すよな。こないだの『まぐ刑』夏休みスペシャル」


「……もにょ」


「歩道橋から飛び降りようとする犯人を、ヤスさんが涙の説得！　ああいうのアツイよな、手に汗握ったよ。まあ、パラシュート開いて無事だったのはどうかと思ったけど」


「もにょ、もにょ」


「罪を憎んで人を憎まずっていうのが『まぐ刑』のテーマのひとつだけど、今回はそれを体現するかのような回だったぜ。今年最強エピソードっていっていいんじゃないかな」


「もにょー」


「──って、ちょっと待て！」


　俺の胸元に頰ほおずりを繰り返す真涼の肩をつかんで、


「てめえさっきから何してやがるッ!?」


　すると真涼は素早く体を起こし、表情をキリッと引き締めた。


「五感を極限まで研ぎ澄ませて、恋愛脳の『気』を探っていたのよ」


「ウソつけ。『もにょ』とか言ってたくせに」


「ええ、波紋を練る時のかけ声よ」


「なんで波紋練ってんの!?　どっかに屍生人ゾンビいんの!?」


「しかも練れば練るほど色が変わるの」


「なんか他ほかのネタまで混じってる混じってる！」


　何はともあれ、俺は真涼から距離を取ることにした。今日も三十度近い夏日だし、暑苦しくてかなわない。


　真涼は怨念おんねんのこもった目をして、「彼女なのに。彼女なのに。彼女なのに」とブツブツつぶやいている。当初の目的を忘れてるんじゃないか、こいつ。


　まったく……。


　ジョジョ可愛い〝彼女〟を持つと、本当に苦労する。







◆







　およそ二時間──。


　俺たちは不毛な張り込みを続けたが、「路チュー」はひと組も見つけることができなかった。


　ちなみに本物の路上駐車は一台目撃した。数十分後に巡回のパトカーが来て、ステッカーを貼はり付けていった。ついでに俺の隣にいる迷惑女も取り締まってくれないだろうか。


「結局、ハントできなかったわね」


「だな……」


　歩道橋そばの自販機でジュースを買って飲みながら、沈む夕陽ゆうひにため息を溶かす。


「でもまぁ、いいんじゃないか？　まだこの街のモラルも捨てたもんじゃないってことで」


「駄目よそんなの。初志貫徹しないでどうするの？　恋愛アンチ（笑）としての誇りを忘れたとでも？」


「（笑）はさっきついてなかったよね？　ねえねえ？」


　自虐的だなこいつ。もうわけわかんない。


「じゃあどうするんだよ。別の日にまた張り込むのか？」


「いいえ」


　真涼はきっぱり首を横に振り、





「代わりに、私たちが路チューしましょう」





　………………………………………………………………………………ああ？





「なに？　なんだって？　もう一回言ってくれない？」


「路チューするの」


「誰だれと誰が？」


「……わ、私と、あなたが」


「ハア？」


　真涼は声を張り上げて、


「夏川真涼と、季堂きどう鋭太が、ほ、歩道橋の上で……チュウ、するのっ！」


「……」


　頰を真まっ赤かっかにして、ナニイッテルダコノオンナ……。


「つーか、なんで？」


「だってこのまま路チューを見ないまま終わったらつまらないじゃない。馬鹿みたいじゃない」


「だから？」


「だから、だからせめて──私たちがキスをして、場をにぎやかすのよ」


「…………」


　まさに──。


　まさに、まさに、まさに自演乙じえんおつッッッ!!


「やだ。帰る。じゃあな」


　空からになったコーラをくずかごにぶち込んで、俺は歩き出す。


　真涼が追いかけて来て俺の隣に並び、


「あの子とは、キスしたくせに」


　仇かたきを見るような目で俺を見つめながら……なんで腕にしがみついてくるんだ？　今日は言ってることとやってることがバラバラである。


「あれは路上じゃねーし。それに向こうからされたっていうのは、お前だって見てただろうが」


「見てたわよ。鼻の下をのばしまくって、いやらしい。思わず妊娠しそうになったわ」


「するわけねーだろバーカバーカ！」


　と、子供のような口ゲンカをしつつ二人で帰ったのだった。







◆







　それから三日間、真涼からは音沙汰がなかった。


　落ち着いて勉強できて嬉うれしい反面、もうすぐ始まる新学期でどんな仕返しをされるのやらと憂鬱ゆううつだったのだが──。


　昼飯の冷や麦を家で食べていた時に着信したメールが、嬉しいのも憂鬱なのも吹き飛ばしてしまった。







【Ｆｒｏｍ】oraoraoraoraoraoraoraoraoraora@xxxx.mail.ne.jp




【件名】もにょもにょ


【本文】もにょー？




もにょもにょ、もにょっ。もにょうん。もにょー。


もにょもにょっ、もにょお、もにょもにょも！







「……つ……」


　ついに……。


　ついにおかしくなったか！


　合宿以来ちょっとタガが外れているなと思ってはいたが、ここまで悪化していたとは。〝彼氏〟としての責任を感じる。


　こちらもノリを合わせて「もにょ～？」と返信すべきかどうか迷っていると、先に追撃メールが着信して、







【件名】お詫わびと訂正


【本文】先ほどは誤字脱字の多いメールを送ってしまい、失礼しました。




改めて。


これからカラオケに行きませんか？


色よいお返事を期待しています。







　さっきとは打って変わった、まともな文面である。


　これをどう誤字ったらさっきのメールになるのだろう。脱字とかそんなレベルじゃなかった気がするけど。


「それにしても、カラオケか」


　意外なお誘いである。


　あいつ、カラオケ好きなのか。歌うのが好きなようには見えなかったんだが。


　しかし、考えてみれば真涼との付き合いはまだたったの三ヶ月。偽彼氏契約を結ぶ前を含めても五ヶ月である。俺の知らない趣味を持っていたとしても不思議ではない。


「……いや、待てよ」


　またこないだみたいな「恋愛脳狩り」が目的かもしれない。


　カラオケといえばデートスポットのひとつだ。夏休みの午後に行けばカップルのひと組やふた組、必ずいるだろう。そいつらを血祭りに上げるのが目的だとしたら？


　するとまた呪のろわれた着信音が響いて、







【件名】どうして？


【本文】どうして「Ｙ」「Ｅ」「Ｓ」の三文字を打つのに５分３８秒０３（現在）もかかるの？




私のこと嫌いなの？


だったらはっきりそう言いなさいもにょ！　もにょ、もにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょもにょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ







「…………怖ッ！」


　真涼が恐ろしいのはいつものことだが、また別種の恐怖を感じるようになってきた。


　つーかＹＥＳ前提かよ。返信までのタイム計ってるのかよ。偽彼氏フェイク相手にどんだけ病やんでんだよ意味わかんねえよ！


　……はあ。


　ここでＮＯと返事したら、いったいどんな行動に出るのか想像がつかない。


　今日も行くしかないようだ。


「なんかだんだん、手の掛かる妹みたいになってきてるなぁ」


　千和が「脱・家族宣言」をしたのとは対照的である。


　彼女は常に、幼なじみとは逆の道を行くようにできているのかもしれない。







◆







　前回の教訓を活かして、今日はいつものカフェで待ち合わせをした。


　約束の時間より五分早く到着したのだが、真涼はやっぱり先に来ていた。思えばいつもそうだな。俺より遅かった試しがない。


「どうしたのよ鋭太。立ってないで座ったら？」


　コーヒーカップを手に、真涼は首を傾かしげる。


　いつものごとく店内の視線を独り占めしている。男女問わず店員も含めて、一人の例外もなく真涼のことをチラチラと見ている。


　だがしかし、今日の注目はいつもとは別の種類だ。


「……なんでお前、そんな服着てんの？」


「えっ？」


　真涼は意外そうな目で俺を見て、それから自分の服装を顧かえりみた。


「この服、どこかおかしいかしら？」


「おかしいっていうか……」


　ドレスである。


　ふわふわフリフリという類たぐいのものではなく、すっきりとしたデザインのロングドレスだ。滑らかな肩がむきだしで、胸元もかなり危あやういラインで露出しているが、不思議と上品な雰囲気である。色は高級感のあるシルバー。カフェの安っぽい照明の下にあっても、庶民とは一線を画すまばゆい輝きを放っている。まるで本物の銀を編み込んであるみたいだ。


　だけどやっぱり、真涼の髪の銀色が一番──


「……ねえ、座ったら？」


　自分の体を抱きしめるようにしながら、真涼が頰を染める。


　知らず知らずのうちに見つめてしまっていたらしい。


「あ、ああ、すまん」


　俺は大きく首を振って、真涼の正面に座る。


「そんな格好で、いったいどこの舞踏会ぶとうかいに出るつもりだよ」


「ええ。目指すは天下一よ」


「武闘会ぶとうかいじゃねーよ！　舞って踏む方！　舞踏会にでも行くつもりかって聞いてるんだよ」


「何言ってるの？　カラオケに行くって言ったでしょう」


「……」


　ぜんぜん会話が嚙かみ合ってません。


「いくらなんでも、ドレスでカラオケはないだろう」


「何故なぜ？　歌を披露する場所なら、このくらいの盛装は当然だと思うのだけれど」


　きょとん、としている真涼。


　いつものワザとらしいボケではなく、本当にわかっていないようだ。


「もしかしてお前、カラオケ行くの初めてなのか？」


「ええまあ」


「お前のいた国だと、それって普通？」


「カラオケという文化そのものがなかったわね。知人に招待されて、オペラやコンサートを観みに行くことはあったけれど」


「なるほど」


　真涼は九歳から今年の三月まで、ずっと外国にいたのだ。


　九歳ということは小三だから、それまでカラオケに行っているかは微妙なところだろう。俺だって、小五の時千和の親父さんに連れて行ってもらったのが初カラオケだったし。


「カラオケ屋がどういう場所かは知ってるんだよな？」





[image: ]


「ええ。親密な相手とともに密室に閉じ込められ、飲み物や料理を楽しみつつ、歌を披露したり乳繰り合ったりする場所でしょう？」


「まあだいたい合ってる──ってちょっと待て。最後なんて言った？　ちちくり？」


「ちちくり三年、柿八年」


「諺ことわざ!?」


　どんな誤魔化ごまかしかただよ。つーか海外育ちのくせになんでそんなの知ってんだ？


　ともかく、今回は「恋愛脳狩り」みたいな物騒な動機ではなさそうだ。その点は安心した。


「でも、なんでまたカラオケに行こうと思ったんだよ？」


　すると真涼は得意そうな顔で、財布さいふから一枚のチケットを取り出した。ここから徒歩数分のところにあるカラオケ屋の割引券だ。


「おお、３０％オフか。上出来じゃねーか」


「でしょう？　今日の朝刊にチラシと一緒に入ってたのよ。それであなたと行きたいなって」


　庶民的な動機だった。このドレスを着ていると違和感ＭＡＸだ。


「だよなー、高校生に三割引は大きいからなー」


「……弄いじって欲しいのはそこじゃないのに……」


　何やらぶつぶつ言っている真涼はスルーして、さっそく出向くことにした。







◆







　カラオケ屋の受付は学生でいっぱいだった。


　中学生高校生大学生、夏休みの最後まで遊び倒すぜと言わんばかりのリア充じゅうなオーラで満ち満ちている。これは危険だ。俺みたいに霞かすみを食って生きている人間は窒息する怖れがある。


「部屋が空くまで一時間待ちだってよ。他に行くか？」


「いえ。せっかく来たんですもの。待ちましょう」


　ロビーのソファには、同じく部屋が空くのを待っている連中が大勢たむろしている。


　真涼のドレスのこともあるので、なるべく目立たないようすみっこに座っていたのだが──。


「あっれー？　季堂じゃん」


「夏川さんもいる～。コンチハ！」


　と声をかけてきたのは、クラスメイトの坂上さかがみと赤野あかのメイだった。


　坂上は、かつて千和の「モテまくり作戦」の生いけ贄にえにされた坂上先輩の弟。


　赤野メイは誰とでも仲良くなる顔の広い女子で、千和ともそこそこ親しかったはずだ。


「よ、よう。奇遇だな」


　俺はぎこちなく挨拶あいさつしつつ、他にツレがいないことを確認する。なんだこいつら、付き合ってるのか？　いや、友達でも二人でカラオケくらい行くのか？　リア充の基準はよくわからん。


　真涼はというと、くらーい声で「今日和」と申し訳程度に挨拶したきり、顔を伏せてしまった。


　おかしいな。


　いつもの真涼なら「外面そとづらモード」に切り替わり、完璧かんぺきな笑顔でソツのない応対をするのに。


「なーびっくりだよなー。二人ってこういうトコ来ない系のイメージだったー」


「きゃははナニそれナニ系？　学校一の有名カップルに失礼じゃね？」


　坂上と赤野は近くのソファに座ってしゃべりはじめた。


「夏川さん、すっげー綺麗なの着てんねー。それドレス？」


「お嬢だってウワサ、ホントだったんだー。ねえねえ、それっていくらくらいするの？」


「ばっかオマエ、そゆこと聞くふつー？」


「えーイイじゃんそんくらいー」


　うーむ……。


　なんか、なじめない。


　なんでリア充の会話って「相手をイジりつつも内輪で完結」みたいなノリになるのかね。悪いヤツらじゃないんだけどさ。


　しばらくしてロビーにアナウンスが流れ、坂上の名前が呼ばれた。


「ゴメンネ二人とも、そんじゃおっさきー」


　二人は小さく手を振って部屋の中に消えていった。


　ホッとひと息ついた俺の手の甲を、真涼がぎゅうっとつねり上げる。


「痛ててててててててて痛い痛い!!　なんスか真涼さん!?」


「何故あの女のことばかり見てたの」


　血走った目で俺の顔を覗のぞき込んでくる。怖い！


「私がすぐ隣にいるのに、いったいどういうつもり？　あの女のほうが綺麗だとでもいうの？」


「そッ、そんな赤野ばっかり見てねーだろうが！　隣に坂上もいたのに！」


「え、坂上くんもいたの？」


「…………気づいてなかったのか？」


　コクッ、と頷うなずく真涼さん。


　坂上だってあれだけしゃべってたのに、挨拶もしたのに、何故気づかなかったのだろう。


　真涼はすがるような目で俺を見つめ、


「ねえ。はっきり答えて。私より赤野メイの方が綺麗なの？　ねえ！」


「……ＹＥＳと言ったら？」


「まず、目から潰つぶすわ」


「その後いろいろあんの!?」


　冷房は効いているのに、汗がダラダラ出てくる。


　しょうがない。ここは事実を答えるしかあるまい。


「ま、真涼さんの方が綺麗です」


「ぶっちぎりで？」


「ぶっちぎりッス……」


　すると真涼は急にモジモジして、ソファに指で「の」の字を書きながら、


「も、もうっ、鋭太ったら。恋愛脳みたいなこと言わないで」


「照れるんなら最初から言わすなや！　しかもぶっちぎりとか付け加えよってからにー!!」


　俺の絶叫が木霊こだまするのと、ロビーで俺の名前が呼ばれたのは、ほぼ同時であった。







◆







　部屋に通されてドリンクと料理をオーダーした後、俺はソファに深く深く腰掛けた。


「つ、疲れた……！」


　カラオケの順番を待つのがこんなに大変だとは思わなかった。リア充の毒気にあてられるわ、〝彼女〟の嫉妬しっとで胃がキリキリするわで、歌う前から消耗しまくっている。


　隣に座った真涼はというと、興味深げにリモコンのタッチパネルをながめている。ここは歌本ではなく、すべてリモコンで曲入力を行うタイプのようだ。


「この機械はどうやって使うの？」


「んー。適当にタッチすりゃいいんじゃねーの？」


「こう？」


　と、真涼は人差し指で俺の左頰をぷにっとつついた。


「にゃ。にゃんのちゅもりぢゃ？」


「適当にタッチしろというから」


「リモコンをな！」


　もういい貸せや！　とリモコンをひったくる。


「俺が操作してやるから、歌う曲のタイトルを教えてくれ」


　すると真涼はきょとんとして、


「えっ、歌う？　誰が？」


「お前だよお前。カラオケしたかったんじゃないのか？」


「ああ、あれはウソよ」


「ウソなの!?」


　今明かされる驚愕きょうがくの事実だった。


　こ、この半日の苦労はいったい……？


「ウソって何だそりゃテメエ！　事と次第によっちゃ訴訟も辞さんぞ!?」


　真涼は落ち着き払った口調で、


「表現に正確を期すならば、カラオケがしたいのではなく、カラオケ屋に行きたかったというところかしら」


「……？」


　どういう意味だそりゃ。同じことじゃないのか？


「カラオケ屋に来て、カラオケ以外の何をするって言うんだよ」


　会議室代わりに使ったり、オールナイトの場合は宿代わりに使ったりという話を聞かないわけじゃないが、コイツがそんなことを考えているとは思えない。


「それは……」


　真涼は言葉を切ると、俺にもたれかかるようにして顔を覗き込んできた。


　これ以上ないくらい真剣な、張りつめた表情である。


　なんなんだ……？


　そんな切実な何かがこのカラオケ屋にあるっていうのか？


「私ね、ここ最近、ずっと……」


　密着した胸から真涼の鼓動こどうの早さが伝わってくる。俺の鼓動も伝わってるだろう。


　俺は固唾かたずを呑のんで、真涼の次の言葉を待った。





　──もにょもにょ。





「……は？」


「最近ずっと『もにょもにょ』してないの」


　俺は蒼い瞳ひとみの奥を見つめながら、今言われた言葉の意味を反芻はんすうする。


　俺は尋たずねる。


「もにょ？」


　真涼は頷く。


「もにょ」


　尋ねる、


「もにょ？」


　頷く、


「もにょ」


　キレる、


「もにょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」


　なんなんだこの女あああああああああああああ！


　そういえば、そんなキチッたメールが来てたっけなあ！


　あれは「もにょもにょ欠乏症」が原因だったのか！　つうか最初からそれが目的だったわけか。


「私、一週間に一度はもにょもにょしないと体の調子が悪いの」


「知らねえよ！」


　むしろ俺の調子が悪くなるわ！


「だってこの前させてもらえなかったし。鋭太きっと恥ずかしがっているのかしらって。だから誰にも見られない密室に誘い込んだの」


「確かに恥ずかしいよお前の存在がな！」


「……させてくれないの？」


　真涼は捨てられた子犬みたいな目で俺を見上げた。


　男の──というより、人間の良心に訴えかけてくるような切々としたまなざしだ。


　俺は気まずくなって目をそらし、


「ていうか、なんで俺なんだ？　他にそういうことさせてくれる相手はいないのか？」


「いるわけないでしょう？」


　と、逆に言い返され。


「私には友人も恋人も、両親もいないわ。いるのは…………共犯者だけよ」


「……真涼……」


　しばらく〝彼女〟と見つめあった。


　他の部屋から聞こえるはしゃいだ歌声が、なんだか別の世界のできごとのように思える。俺と真涼がいる空間だけ、世界から切り離されて漂流してるみたいに感じた。


　普通の高校生が当たり前のようにする恋愛を、俺たちはできない。


　デキの悪い偽物フェイクしか作れない。


「……わかったよ」


　俺はため息をついて、


「俺の胸くらい貸してやる。好きにすりゃいいだろ」


「ありがとう」


　真涼は小さな子供みたいに無邪気な微笑ほほえみを浮かべた。


　うーん。


　なんかシリアスな空気が流れてるけど。


　やることは「もにょもにょ」なんだよなあ……。


「じゃあ、行くわよ」


「おお来いや」


「……♪」


　俺が両腕を広げて胸を開けると、真涼は嬉しそうに顔をうずめてきた。


　密着してきた細くてやわらかい体を、俺は抱きとめる。


　光沢のあるドレス生地きじがシャツごしにさらさら擦こすれて気持ちが良い。さらにその下で、量感たっぷりの二つのふくらみがムッチリ潰れるのを感じるが──顔には出さない。真涼が調子に乗るからな！


　真涼はかすかな吐息とともに、俺の胸板に何度も頰ずりを繰り返す。


　これがいわゆる「もにょもにょ」である。


　なぜそんなネーミングなのかは知らないが、語感としてはしっくり来る。


　ああ、それにしても、やぁらかい……





「烏龍ウーロン茶とコーラ、お待たせいたしましたー」





　店員がドアを開けた瞬間、反応したのは真涼だった。


　目にも止まらぬ速さで俺を突き飛ばすと、「次は何を歌おうかしらウフフ」とリモコンを手に取った。それはエアコンのリモコンだが気にしてはいけない。


　俺も負けてはいない。勢いあまって床に転がるがすぐに体勢を立て直し、


「あれっ？　マイクマイク、マイクはどこかなあ？」


「あのう、お客さま？」


「マイネームイズマイクデービス！　イェーイ！　ハハハ！」


「……お客さま……」


　トレイに飲み物を乗せた女性店員が入り口に立ち尽くしている。


「アラエイタクン、チュウモンシタノミモノガキタミタイヨ」


「ワアホントダ、チィトモキガツカナカッター」


　俺たちはロボットのような動きでトレイを受け取り、おびえる女性店員を笑顔で見送った。


　ドアを閉めた後、ほぼ同時に二人でため息をつき、


「なんとか誤魔化せたみたいね」


「危ないところだった。こんなところを見られたら末代までの恥だ」


　俺たちにも恋愛アンチとしてのプライドがあるからな。ラブラブだと誤解されるような行動を見られるわけにはいかない。


　真涼は烏龍茶をひとくち飲み、


「なんだかしらけてしまったわね」


「もにょもにょはもういいのか？」


「ええ……。ちょっと物足りないけれど、腹八分目というし」


「胃に入るんだ、あれ」


　消化吸収されて栄養になるのだろうか。どんな胃腸いちょうしてんだこいつ。


「じゃあ、残り時間は普通にカラオケするか」


「そうしましょうか」


　というわけで、そこからはシンギングタイムとなった。


　最初は「知ってる曲がないから」と歌いたがらなかった真涼も、ラインナップに童謡があることを知るとぼちぼち歌い始めた。歌うこと自体は嫌いではないようだ。


「ねえ、次は『犬のおまわりさん』を入れてくれない？」


「わんわんわわん？」


「わんわんわわん♪」


　おお、真涼さんが天使のようだ！


　いつもこんな風に可愛ければなあ。〝彼女〟として言うことないんだけど。過ぎた望みだろうか。


　楽しい時間はあっという間に過ぎ去り、退室時間が来てしまった。しかしまだまだ歌い足りない。延長する？　しちゃう？　と二人で話し合っていたのだが、


「真涼よ、ふと思ったんだが」


「ふふ。延長の前に何かお料理でも頼む？」


「そうじゃなくて。……なんかさあ俺たち、普通のカップルみたいになってないか？」


　誰もいない密室なのに。


　彼氏彼女であることを見せつける必要なんかないのに。


　普通に、デートしてる。


「…………」


　真涼はぽかんと口を開けて、しばらく俺を見つめていた。


　いきなり机をブッ叩たたいて空のグラスを跳び上がらせ、


「な、なんてこと！　いつのまに私たちこんな……恋愛脳に!!」


「お前がやるって言い出したんだが」


「いけないわ鋭太、これはあれよ。怪物と戦うものは自分も怪物になってしまうというやつよ！　恋愛脳の春咲はるさきさんたちと戦っているうちに、私たちまで侵おかされてしまったんだわ」


「そ、そうなのかな？」


　思ったことを口にしてみただけで、そこまで真涼がこだわってるとは思わなかった。


　真涼はきびきび立ち上がると、マイクとリモコンを充電器に戻した。


「私たち、当分距離を置きましょう？　今度あなたと会う時は刑務所よ」


「なんで!?　シャバで会おうよ!?」


「間違えました。今度あなたと会う時は学校よ」


　どんな言い間違いだよ。


　そもそも夏休みは残り一週間もない。意味あるのかこれ。


「メールも禁止。もちろん電話も禁止よ。いいわね？　鋭太。私の声が聞きたくなっても我慢、我慢するのよ」


「へいへい」


　あーあ。


　声はともかく、もうちょっと真涼の童謡聞きたかったんだけどなあ……。







◆







　そんなこんなのカラオケ騒動の翌日──。


　新学期まで鳴らないはずだった呪われた着信音が俺の部屋に響いた。


「なんだよ……？」


　英文和訳の問題集を解く手を止めてメールを開く。


　急な用事でもあるのかと思ったら、







【受信日】８月２６日　１５：０２




【件名】特別サービス


【本文】そろそろ寂さびしがっているのではないかと思って。




新学期までの数日、このメールを何度も読み返して我慢しなさいね。







「そろそろも何も、昨日の今日じゃねーか」


　昨日あいつと別れたのが夜七時ごろだから、まだ二十四時間経たってない。どうやって寂しがれというのだろう。


　放置して勉強を進めていると、しばらくして再び呪われた着信音が鳴り、







【受信日】１５：３３




【件名】特別大サービス


【本文】鋭太にも男としての意地があるのね。




ええ、よくわかります。


私は寛大な女だから、そういうところも可愛いと思ってあげることができるのよ。







「……あ？　ぞ？」


　なんだこのメール。


　何が言いたいのかわからんが、ともかく上から目線であることだけは伝わる。


　そんなことより今は夏休みの総仕上げだ。こういう復習をきちんとやるかやらないかで、成績にはかなりの差がつく。いくらハネ高でトップといっても、医学部を受験する連中と比べればまだまだたいしたことはない。がんばらなければ。


　ところが二十分もしないうちにまたまた着信があり、







【受信日】１５：４８




【件名】ファイナル・サービス


【本文】いいかげんにやせ我慢は止やめなさい。




私に会いたくて仕方がないくせに！







「えっ、別に？」


　どうせあと数日もすれば学校で会えるんだし。今は勉強に集中したい。


　携帯を置いてシャーペンを持った瞬間、またもや以下略。







【受信日】１５：５８




【件名】ファイナル・サービス[image: ]


【本文】ひどいわ……。




私のことなんかどうでもいいのね？







「ああもうめんどくさいなこいつ！」


　何回ファイナルしてんだよ！　有終の美を飾れよしつこいんだよまったく！


　こうなったら意地でも返信してやるもんかと、俺は携帯をベッドに放り投げた。最低でもこの問題集が終わるまでは見ないことにしよう。


　俺の携帯を呪い殺す勢いで着信は続いていたが、心を鬼にしてスルーした。


　──およそ一時間後。


「ふう……」


　ようやくひと区切りついたので、俺はノートを閉じて肩の筋肉をほぐす。


「どれどれ、真涼さんはどうなったかなっと」


　メール履歴を見れば、ズラリと並ぶ〝彼女〟のメール。







【受信日】１６：０７




【件名】仏の顔も三度まで


【本文】気をつけて！




あなた、敵のスタンド攻撃を受けている可能性があるわッ！









【受信日】１６：１９




【件名】特別に四度まで


【本文】助けて。知らない男がマンションの前にいるの。




怖い……っ。









【受信日】１６：３０




【件名】五度目とか……あるかもっ？


【本文】今、ちょっと私の顔を思い浮かべたでしょう？（笑）









【受信日】１６：４１




【件名】てめーは俺を怒らせた


【本文】呪ってやる呪ってやる呪ってやる呪ってやる呪ってやる呪ってやる呪ってやる









【受信日】１６：４２




【件名】謝罪


【本文】ごめんなさいさっきのはウソよ許した









【受信日】１６：５８




【件名】Ｉ　ｓｉｎｃｅｒｅｌｙ　ｗｉｓｈ　ｙｏｕ　ｈａｐｐｉｎｅｓｓ！


【本文】もういい。あなたなんか知らない。




春咲さんとでも誰とでも幸せになればいいでしょ？


アリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリアリーヴェデルチ！（さよならだ） 







「……なんか、わりと楽しそうだぞ……」


　内容は物騒なのに、妙に文面がイキイキとしてるのは何故だろうか。


　と、その時最新のメールが着信して、







【受信日】１７：２０




【件名】無題


【本文】今　、　あ　な　た　の　家　の　前　に　い　る　わ







「急展開すぎんだろ!?」


　メールの内容を裏付けるかのように、家のチャイムが五月雨さみだれのごとく連続で鳴らされた。


　器用なことにメールの着信も続いていて、







【受信日】１７：２１




【件名】ＯＰＥＮ　ＴＨＥ　ＤＯＯＲ！


【本文】ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｏｐｅｎ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ　ｄｏｏｒ







「ああもうわかったよ！　今開けてやるから！」


　俺は外まで聞こえるように大声を張り上げ、階段を駆け下りて玄関へと急いだ。


　ドアを開けると──





「鋭太の意地悪」





　青い瞳に涙を浮かべた夏川真涼が、真っ赤な夕陽に縁取ふちどられて立っていた。


「アリーヴェデルチ、じゃなかったのか？」


「意地悪」


「新学期まで会わないんじゃなかったのか？」


「意地悪、意地悪、いじわるっ……」


　真涼はしぼり出すような声で言うと、俺の胸に飛び込んできた。


　涙を俺のシャツでぬぐってから顔を上げて、


「いいこと、鋭太。私はあなたの彼女なのよ」


「わかってるよ」


「痛い彼女なのよ」


「痛いのかよ！」


　自覚があるならどうにかしろや！


「そうよ。あなた無しではどうしようもない女なの。だから──片時も目を離さないで。お願い」


「……ああ」


　俺は真涼の背中をさすって落ち着かせながら、〝彼女〟の変化をはっきりと感じていた。


　今の真涼はもう偽物と本物の区別がついていない。あのステージでの告白以来、タガが外れてしまっている。本物らしく見せようとしすぎて、自分でも見分けがつかなくなってしまったのだ。


　俺だって……そうだ。


　こうして真涼の体を抱きしめていると、うっかり本物の彼女だと想おもってしまいそうになる。


　……だけど、やっぱり俺たちは偽物フェイクだ。


　もし俺たちが本物になろうとするのであれば、あの中２ノートや「自演乙」にからむすべてを清算するしかない。


　それはもう不可能だ。


　千和やヒメや冬海ふゆうみ、そしてカオルに真那まなに冴子さえこさん、学校のみんなもからんでいる。俺たちのウソはもう、俺たちだけの問題ではない。卒業によってリセットされる日まで、ウソを突き通すしかないのである。


　その時、真涼が急に顔を上げた。


　俺に抱きついたまま、左斜め上を凝視している。


　左斜め上には、春咲家の二階がある。


　二階には千和の部屋がある。





　そして窓には──髪をおろした千和の姿があった。





[image: ]


「……」


「……」


　真涼は俺に抱きついたままで。


　千和は窓から身を乗り出したままで。


　お互い一言も発しないまま、表情もなく、視線だけをぶつけ合っている。


　俺はそんな二人の間で固まっている。


　どうしようもない。


　何を言っても地雷を踏むだろう。


「はははは……」


　言葉は出ずとも、渇かわいた笑いは出た。


　冷や汗も出る。


　涙も……出そうだなぁ。





　俺の彼女と幼なじみが修羅場しゅらばすぎる！





♯５　鋭太がいない、恋は戦い








　鋭太不在の部室で、


　少女たちの本当の姿があらわれる──。








　八月三十一日の昼下がり。


　天気予報は晴れのち雨。これまで晴天続きだった空に、灰色の雲が垂たれこめている。


　夏休みも今日で最後、明日から二学期というこの日に、「自らを演出する乙女おとめの会」は部室に集合していた。


　春咲千和はるさきちわ。


　夏川真涼なつかわますず。


　秋篠姫香あきしのひめか。


　冬海愛衣ふゆうみあい。


　麦茶の入った四つのグラスが机に置かれている。


　季堂鋭太きどうえいたのグラスはない。


　今日は呼ばれていない。


　この集まりがあることさえ、知らない。


「考えてみたら、あたしたちだけで集まるって珍しいよね」


　いつもと違う空気の部室に、千和の明るい声が不自然に響く。


　姫香がこくこくと頷うなずき、


「こういうのを『女子会』と呼ぶらしい。『パチレモン』に載っていた」


「あれ、ヒメっちも『パチレ』読み始めたの？」


「女子力ピュアフォースを鍛きたえるため、今月から。とても興味深い内容」


　姫香はいつもと変わらない様子で──いや、いつもより楽しげだ。


　この集まりを「ひさしぶりにみんなと話せて嬉うれしい」としか思っていない。


　明るい二人とは対照的に、真涼は沈んだ表情だった。


　いつもは会長として率先して仕切るのに、今日は無言のまま文庫本を読んでいる。機嫌が悪いというより元気がない、そんな風に見える。


　一方、愛衣は席につかず、窓辺にたたずんで曇った空をながめていた。


　物思いにふけりながら、時々「ふぅ」と長い髪をかき上げる。


「なにしてるの愛衣？　こっちに来て座ったら？」


　千和の呼びかけに、愛衣は「ええ」と微笑を浮かべて頷いた。


　フッとつぶやく、





「……可哀想かわいそう。この子たち、最後はみんなタッくんにフラれちゃうんだ」





「へっ？　何か言った？」


「なんでもないわ」


　勝者の余裕を漂ただよわせる優雅な身のこなしで、愛衣は席につく。


「それより千和、わざわざ呼び出していったいどうしたの？」


「うん。二学期が始まる前に、みんなに報告しておかなきゃいけないことがあって」


　千和は愛衣、姫香、そして文庫本に目を落としたままの真涼の順に顔を見てから、





「実はあたし──えーくんにコクッたんだ」





「えっ!?」


　驚きの声は、姫香と愛衣からあがった。


「どういうこと？　チワワもエイタのことが好きだったの？」


「まぁそれはバレバレだったけど！　コクッたって本当に？　ていうかいつ？」


「合宿の最終日です」


　ぱたん。


　文庫本を閉じる音とともに、真涼が言った。


「私、ちょうどその場に居合わせましたから」


　真涼と千和の視線が机の上でぶつかり合った。


　愛衣と姫香は思わず息を呑のむ。この二人のケンカは今まで何度も見てきているが、今日はあきらかに迫力が違う。鬼気迫るものがある。


　──これはガチだ。


　姫香は逃げるように席を立ち、カーテンの陰にささっと隠れる。


　愛衣はにらみ合う二人を交互に見やり、風紀委員として止めるべきかと思案する。


　しかし、


「でもさ、安心して？」


　場の緊張を解きほぐすように、千和がさばさばした口調で言った。


「あたしフラれちゃったから」


「えっ？」


「えーくんにフラれたの。あたしのこと、幼なじみ以上には見られないって」


　その時、真涼の表情が劇的に変化した。


　沈んでいた表情がぱっと明るくなり、続いて「へなへな」と机につっぷして、





「うああああぁぁぁぁん、良かったぁぁ～～～ん！」





　あのクールな真涼とは思えない、ヘタレた声だった。


　机の天板に「もにょもにょ」とほおずりしながら、


「そう、そうですよね。ええ。当然です。だって鋭太くんには私という彼女がいるんですもの。いくら春咲さんに告白されたからといって、そう簡単になびくはずがありませんね。そうです。そうですとも。ああ。あああ。わかりきっていたのに。ああっ」


「…………」


　会長に邪霊が取り憑ついた？　と姫香はビビる。


　夏川さんって本当に謎なぞなヒトよね、と愛衣はあきれる。


　そして、千和は確信する。


　──こんなに喜ぶってことは、それだけダメージ受けてたってことだよね。


　千和は「脳みそキンニク」などとからかわれるが、こと戦いに関してはバカではない。剣道によって培つちかった真剣勝負の機微を見抜く勘かんにはズバ抜けたものがある。


　恋だって戦いには違いない。


　ましてやこの勝負、絶対に負けられないのだ。


　そんな千和が以前から疑っているのは、「鋭太と真涼の仲の不自然さ」だった。もちろん証拠など何もなく、「野生の勘」でしかなかったのだが、鋭太の伯母おばである冴子さえこが指摘した「フェイク」という言葉で今ではほとんど確信に変わっている。


　例のステージ上での告白によって、疑惑追及の手立ては失ってしまった格好だが、千和はまだあきらめてはいない。


　──だって二人とも、絶対あたしに隠しゴトしてるもん！





[image: ]


　千和の思惑おもわくなど知らず、当の真涼は浮かれていて、


「はぁ、なんだか安心したらお腹なかがすきましたね！　おせんべ出しましょう。クッキーも出しましょう。ポッキーもありましたよね♪　暑いからちょっと溶けてるかも？　秋篠さん、出してもらえますか？」


「に、任務了解」


　机の上で踊り出しそうな真涼にたじろぎつつ、姫香はロッカーから買い置きのお菓子を出して広げた。こうしてたくさんのお菓子が並べられると、部室がちょっとしたパーティー、まさに「女子会」のような雰囲気になる。


　だがもちろん、これはそんな和なごやかなものではない。


　千和は「ニコッ」と笑みを浮かべ、


「前から聞いてみたかったんだけどさ、みんなはえーくんのどこが好きなの？」


　ご満悦で麦茶を飲んでいた真涼の警戒レベルがひとつ上がる。


「何故なぜ今さらそんなことを聞くのです？」


「だってフラれちゃった今なら気軽に聞けるじゃない？　えーくんの〝幼なじみ〟としてね」


　千和は「幼なじみ」という単語に微妙に力をこめた。


　フラれても彼との絆きずなが切れたわけじゃないよ、というアピールである。


　しかも取りようによっては「幼なじみって立場からいろいろ口出しするよ？」というやっかいなスタンスを確保する発言でもあった。


「かっこいいところ！」


　と、元気よく答えたのは姫香だった。


「駅前でチワワを救うために戦ってたエイタ、すごくかっこよかった。運命を感じた。今でもあの横顔を思い出すだけで、胸のあたりがじんってする……」


　姫香は頰ほおをリンゴのように染めて、うっとり目を閉じた。


　なんて可憐かれんで愛くるしい──と他ほかの三人は見とれてしまう。何気にこの部で一番「乙女」しているのは、姫香なのかもしれない。


「で、夏川は？」


「私は……そうですね」


　真涼は視線をさまよわせて言いよどみ、


「優しいところ、でしょうか？」


「へー。どんな風に優しいの？」


「言いたくありません」


　真涼がこう答えたのには、理由がある。


　鋭太に優しくしてもらった様々なできごとについて、しゃべってしまうのが「怖い」気がしたのだ。他人に話すことによって、自分の中にある正体不明の、しかし温かい感情が煙のように消えてしまうのではないかと、そんな奇妙な感覚に囚とらわれたのだった。


　しかし、そんなことは千和にはわからない事情である。真涼のことを「怪しい」と思う材料にしかならない。


「言いたくないって、なんで？」


「幼なじみさんには、言う必要がないからです」


「……ふーん……」


　にらみ合う二人の間で、空気が「ぐにゃっ」と歪ゆがんだ時だった。


　愛衣がまったく空気を読まない「にっこにこ～」な明るい声で、





「ハイハイ！　愛衣ちゃんはね、タッくんのことならぜぇぇぇぇ～んぶ好きっ！　キライなところなんかないもんっ♪」





　部室は一瞬にして静まりかえった。


　三人はキョトンとして、


「なんで愛衣が？」


「どうして冬海さんが？」


「何故マスターが？」


　と、ほぼ同じ角度で首を傾かしげた。


「な、なんでってなんでよ？　私にも言わせてくれたっていいじゃない！」


「だってマスターには、ミッシェルがいるはず」


　と、姫香が口にしたのは愛衣の噓彼氏ダミーの名前である。


　すでに鋭太との婚約が成立した（※個人の感想です）今となってはこんな恥ずかしいウソをつき続ける必要もないのだが、今さらなかったことにするのも難しい。


　愛衣は視線を泳がせながら、


「え、えーと、まぁ、それなんだけど、最近ちょっとミッシェルとは距離を感じてて、正直言うと冷めてきちゃったかな？　みたいな」


「あらどうしてです？　遠距離だけどラブラブなんだって散々のろけてたじゃないですか。毎朝毎晩、絵文字いっぱいのメールが来るんでしょう？」


「イヤその、だけど愛がだんだん重く感じられてきたっていうか、都会が彼を変えてしまったのよ！　っていうか」


　しどろもどろに言い訳する愛衣の手を姫香がギュッと握り、


「大丈夫。マスターの女子力ピュアフォースならきっと乗り越えられると思う」


「そうですよ。どうせすぐに仲直りして、それをネタにまたのろけるつもりなんでしょう？　その手には乗りませんから」


「だよねー！　あーあ、彼氏とラブラブ、うらやましいなっ！」


「ぐ、ぐう……っ」


　こうまで言われたら、さすがの愛衣もくちびるを嚙かんで黙るしかない。


「じゃあ、今度はわたしから聞きたい」


　姫香が目を輝かせて、


「みんな、エイタのことどのくらい好き？　わたしは、このくらいっ」


　姫香は腕を思いっきり広げてみせて、自分の愛情の大きさを表現する。子供っぽいはしゃぎ方だが、いわゆる「恋バナ」ができるのが嬉しくてたまらないのだ。


　それならあたしも乗ってみせようとばかりに、


「甘いよヒメっち！　あたしなんかね、ここから、ここくらいまでなんだから！」


　千和は部室の壁から反対側の壁へと走って、「どうよっ！」と言わんばかりの笑顔を見せた。たいがい、千和も子供である。


「甘いですよ」


　真涼が窓の外を指さして、


「私なんて、そこのグラウンドの端から端まで──ざっと百メートル以上、そのくらい鋭太くんのことを想おもっています」


　と、すまし顔で胸を張った。


　千和が眉まゆをひそめて、


「ちょっと待ってよ、それは手抜きでしょ？」


「手抜き？」


「だってあたしは壁から壁まで走ったんだし！　それなら夏川もグラウンドの端から端まで走って来なさいよ！　どーせすぐヘロヘロになるくせに！」


　真涼のくちびるの端がひくっ、と吊つり上がり、


「あら、別に体力と愛情は比例しないでしょう？　だってそれじゃあ、どこかの脳筋チワワさんが一等賞になってしまうじゃありませんか」


　ぴくん、と千和の頰が引きつって、


「だったらあたしだって！　あたしのえーくんへの想いは、羽根はねノ山やま市からニューヨークくらいまであるんだから！」


「それなら私は大気圏を離脱して月の裏側に行ってしまうくらいに好きです」


「あっそう面白おもしろいじゃない行ってくればいいじゃないそのまま地球に帰って来ないでよね！」


　机をはさんで、おでこをくっつけあって千和と真涼はにらみ合う。ちなみその隣で姫香が「それならわたしは地上から最終地獄ジュデッカくらいまでっ」と幸せそうにのたまったのは華麗にスルーされた。


　愛衣が机を派手にブッたたいて立ち上がり、





「ふふふんっ！　そのレベルで勝ち誇るなんて甘いわっ！　私なんか、私なんかねっ、もう宇宙まるごと！　無限大♪　タッくんへの愛がいんふぃにてぃ～なんだから！　メートルだの光年だのじゃ、愛衣ちゃんの想いのおっきさは計れないっ！　なんだったらここから宇宙の果てまでおそとはしってきてもいいんだからねーだっ♪」





　部室がまたもや静まりかえった。


　口論していた二人はぽかんと愛衣を見つめた後、ほぼ同時に「やれやれ」と肩をすくめ、


「だから、愛衣が好きなのはミッシェルでしょ？」


「えっ」


「そういう熱烈な告白は大五郎だいごろうにメールで、いえ、電話で直接伝えてあげたらどうです？　今すぐ東京とうきょうから飛んで帰ってきますよきっと」


「ええっ」


　絶句して立ち尽くす愛衣のおでこに、姫香がそっと手を伸ばす。


「マスター、今日は間違えすぎ。もしかして具合悪い？　熱がある？」


　愛弟子まなでしにまでそう言われてしまったら、もはや立つ瀬がない。


「ふぇぇぇぇぇんっ！　愛衣ちゃんミステイクっ！　ミッシェルのバカ！　バカ！　大五郎！」


　愛衣はよちよち窓に歩み寄ると、カーテンにぐるぐる巻きになって隠れてしまった。まるで窓辺に吊つるされたてるてる坊主だが、中からは小雨こさめのようなシクシクという泣き声が聞こえてくる。


　そんな愛衣を「あらあら」と見つめながら、真涼はほくそ笑む。


　──鬼の風紀委員、恐るるに足らず！


　村田むらた・ミッシェル・大五郎なる存在はダミーにすぎず、愛衣だって本当は鋭太が好きなことは、真涼はとっくに気づいている。しかしミッシェルはこの通り、愛衣を封じ込めるための有効な切り札になるので、当分は泳がせておくつもりだ。


　いっぽうの千和は「なんかヘンだな」と思いつつ、ミッシェルがいた方が愛衣と争わずに済むので「ま、いっか」とスルーしている。姫香にいたっては「マスターすごい！　マスターモテカワ！」とまったく疑っていない。


　三者三様の思惑によって、愛衣の「噓彼氏ダミー」は暴あばかれずに済んでいるのだった。……暴かれたほうが、愛衣のためかもしれないが。


「それにしても──」


　仕切り直すように真涼が全員を見まわして、


「ようするに、この部は冬海さんを除いて鋭太くんのことが好きな人たちの集まりであると。そういうわけですか。困ったものですね」


「でも、わたしはその方が嬉しい！」


　姫香は声を弾はずませて、


「だって、三人ともエイタが好き！　だから仲間！」


「仲間ですか」


「仲間ね……」


　真涼と千和は微妙な表情になる。


　そこは普通、「恋仇こいがたき」という表現になると思うのだが、姫香はそんな風に思わないらしい。鋭太のことが好きでも、独占したいとは思っていないのだ。


　すると愛衣がカーテンから顔だけを出して、


「わ、私も仲間に入れなさいようっ！」


「でも、マスターにはミッシェルが」


「そんな冷たいこと言わないで！　素敵な乙女を目指してがんばる仲間ってことでいいじゃない！　ケンカする必要なんかないわよ！」


　愛衣の泣きベソまじりの声に、真涼と千和はハッとなった。


　頭によぎったのは、合宿最終日の鋭太の言葉。





『俺おれはさんざん見せつけられたんだよ。お互いの浮気うわきを罵ののしり合う両親のケンカ、修羅場しゅらばを』


『相手を罵って、責めて、なじって──そんな人間、魅力的なわけないだろ！』





　鋭太の家庭の事情に詳しい千和はもちろん、自らも家庭に複雑な事情を抱える真涼にも、彼の両親に対する憤いきどおりがとてもよく伝わった。


　もし鋭太の前で仲違なかたがいを続けたら、嫌われてしまうかもしれない。


　鋭太を悲しませてしまうかもしれない。


　そんなことは真涼も千和も望んではいないのだ。断じて。


「……そうですね」


　迷いを振り払うように、真涼は頷いた。


「私たちは仲間、『乙女の会』に集った同志です。鋭太くんの前では」


　千和も頷いて、


「仲間なら、仲良くやらなきゃね。ケンカしてるところなんか見せたくないし。えーくんには」


「会長もチワワも、わかってくれた！」


　姫香は手を叩たたいて笑顔を弾はじけさせた。二人の本心にはもちろん気づいていない。


　愛衣もようやくカーテンから出てきて、


「うんうん。みんな仲良しってのが一番よね。平和が一番！　……でないと、安心して結婚式に呼べないし」


　最後にぼそっと付け加えたひとことは、誰だれの耳にも届かなかった。


「自らを演出する乙女おとめの会」は、こうして一応の平和を取り戻したのだった。


　あくまで、表面上は。
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　外履そとばきにはきかえて昇降口を出ると、アスファルトにぽつぽつ黒いシミが落ちてきた。


　まだ三時すぎだというのに空が暗い。湿った風の匂においが鼻をつく。


「ちょうど降ってきたみたいね。天気予報大当たりじゃない」


「わたしの予言でも同じ答えが出ていた。水の女神アクエリアスが刻ときの涙を流すと」


　愛衣と姫香は折りたたみ傘を広げて、降り始めた雨の下を歩き出す。


　真涼も傘を広げようとした時、後ろから来た千和に声をかけられた。


「あたし、夏川とは正々堂々戦いたいの。だから正直に答えてくれる？」


「なんですか？　出し抜けに」





「夏川ってさ、あたしに何か隠しゴトしてるよね？」





　真涼の心臓がびくんと跳び上がる。


　もちろん表情に出すようなヘマはしない。


　平静を装よそおい、優雅に首を傾げて微笑ほほえんで、


「いいえ？　あなたに隠すようなことは何もありませんよ」


「あっ、そう……」


　千和の返事は納得している風ではなかった。


　真涼が今度は攻めに転じて、


「もし隠し事をしているとして、それを話す必要があるのでしょうか？　フラれたあなたに」


　千和の拳こぶしがぎゅっと固くなる。


　どうにかこうにか、表情に出すのはこらえた。


「あたし、えーくんにフラれたとは言ったけど。あきらめるなんて言ってないから」


「ええ……？」


　今度は真涼、表情に出た。


　右のこめかみがぴくぴくするのを、抑えられなかった。


「幼なじみというのは、どうしてこう、あきらめが悪いのかしら？」


　千和のこめかみも、ぴくぴく。


「彼女っていうのは、どうしてそんなにえらそうなの？」


　稲妻が走り、黒い空がゴロゴロと低くうなりをあげる。


　校門のあたりから「かっ、かかか、カミナリやだっ！　やだぁっ！　愛衣ちゃんおヘソ取られちゃうぅっ！」という悲鳴と、「くっ、静まれわたしの右手！　雷撃の暴走を止めて！」というはしゃいだ声が聞こえる。


　稲光いなびかりに照らされ、雨に濡ぬれながら、二人は無言でにらみあった。


　やがて、雷雲がエネルギーをすべて吐はき出し終えた頃ころ──


「やめましょう、春咲さん」


　真涼は携帯を取り出し、「乙」のストラップを千和の前にぶら下げた。


「私たち、同じ部活の仲間でしょう？」


　千和も同じ携帯ストラップを真涼に突きつける。


「そうだね。仲良しだもんね」


　そして二人は、ほとんど同時に吹き出した。


　姫香と愛衣が「どうしたのー？」と校門から呼んでいるのにも気づかず、笑いあう。





「うふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ」


「あははははははははははははははははははははははははははははははは」





　重かさなりあう笑い声は、雨音すらもかき消して。





　震えている二つのストラップだけが、本心を知っている。





♯６　エピローグ








　九月一日がやって来た。


　夏休みの終わりは世界の終わり、なんて中学の時は思っていたけど、今日は別の意味でそんな風に思っている。理由はもちろん、また部活が再開されるからだ。またあの修羅場しゅらばの渦うずに叩たたきこまれるのかと思うと、時期はずれの夏バテで寝込みたくなる。


　始業式。


　校長のありがたくないお話を聞くために体育館に整列していると、後ろにいるカオルに肩を叩かれた。


「鋭太えいた、元気ないね？　どうしたの？」


　我が親友は今日もさわやかな笑顔だ。瞳ひとみはきらきら、肌もすべすべ、まつげだって女の子みたいに長い。いったい何を食べて何時に寝たらこんな風になれるのだろう。公開すれば金が取れると思う。


「……夏休み明けなんて、憂鬱ゆううつで当たり前だろ」


「そう？　僕は嬉うれしいけどな。だってクラスのみんなに会えるじゃない？」


　生徒会の書記を務めていて交友範囲の広いカオルは、さっきも教室でたくさんの友達に囲まれていた。


「ちぇっ、リア充じゅうめ。お前なんか敵だっ」


　ぺしぺし肩を叩いてやると、カオルはくすぐったそうに身をよじった。


「僕がリア充だなんて、とんでもない。鋭太の方がよっぽどじゃないか」


「はあ？　何を根拠に」


「だって、ほら──」


　と、カオルは視線で右側の列を指し示した。


　つられて見ると、二組女子の列に並んでいるヒメとバッチリ目があった。


　ヒメは小さく「あ」と口を開け、うつむいて表情を隠してしまった。数メートル離れているここからでも、耳やうなじが真まっ赤かになっているのがわかる。


「秋篠あきしのさん、さっきからずっと鋭太のこと見てたよ。気づかなかったの？」


「……」


　気づかなかった。


　俺おれを見つめて何かの呪のろいをかけていた──わけじゃないよな。


「秋篠さんだけじゃないよ。ほら、あそこ」


　耳打ちするカオルの指さす先を見ると、風紀委員の腕章をつけた冬海ふゆうみが列の間を巡回していた。生徒たちの服装や髪型に目を光らせつつ、俺の方をチラッチラッと見る。


　目が合うと、「ぱちっ」という効果音が聞こえてきそうなくらいのウインクをして──。


「あはは。あーちゃんらしいアピールの仕方だね」


　なんてカオルは笑っているけど、俺にはとても笑えない。


　だって、他ほかの風紀委員たちまで俺のことを見つめているのだ。


　──私たちの仲間をフッたら許さないんだから！


　みたいな、怨念おんねんのこもった視線がちくちくと背中に突き刺さるのを感じる。俺の出方ひとつで、ハネ高最強の軍団と言われているこの風紀委員会を敵に回すことになるのか。


「でもやっぱり、一番はあのコだよね」


　誰とは言わなくても、カオルの言い方でだいたいわかった。


　五組女子の列の一番前に目をやると、千和ちわがやっぱり俺のことを見つめていた。


　微笑ほほえみながら小さく手を振っているので、なんとなく手を振り返すと、


　だ、


　い、


　す、


　き。


　──と、くちびるの動きだけで伝えてきた。


　俺はあわてて目をそらしたのだが、


「顔が真っ赤だよ？　鋭太」


　含み笑いのカオルに指摘されて、ますます頰ほおが熱くなってしまった。


　くそっ、恋愛アンチの俺としたことが！


「な、なんなんだよあいつ！　こんなところで非常識だろ！」


「何言ってるの。それだけ鋭太のことを想おもってくれてるんじゃないか」


「俺には彼女がいるんだよ！　どうしろって言うんだ！」


　言い返してから、俺は奇妙なことに気づく。


　そもそも真涼ますずと俺が「偽彼氏契約」を結んだのは、モテすぎる真涼が男子の告白攻勢から身を守るためだった。


　ところが今や、俺自身が「彼女がいる」ことを理由にして千和やヒメや冬海の攻勢をかわしているではないか。


　あれから真涼がコクられたという話は聞かないし、「偽彼氏フェイク」の存在は間違いなく有効だったと言える。しかし、俺はどうなる？　彼女がいるのにあきらめてくれない奴やつらを相手に、どう立ち向かえばいいのだろう。もうホモになるしかないのか？


「え、鋭太、あれ、あれ」


　カオルに震える声で呼ばれたので振り向くと、右斜め後ろで列に並んでいる真涼と目が合った。


　にこやかに微笑んではいるのだが……握りしめた両手がぷるぷる震えて波紋のビートを刻むのは隠し切れない。


　さっきの千和みたいに、発声しないままくちびるだけが動き、


　ほ！


　か！


　の！


　女！


　を！


　見ないで！


　──と、ありがたいお言葉をのたまうのだった。


　幼なじみや元カノより余裕のない彼女っていうのも、なんかすごいな。婚約者は置いとくとしても。


　カオルがおびえた声で、


「夏川なつかわさん、一学期の時よりパワーアップしてるね」


「ああ。主に嫉妬しっと力がな」


「今日の放課後、部活あるの？」


「……ある」


　昨日の夜、「二学期の方針を話し合うので絶対出席！」なるメールが真涼から来てた。


　こんな状態のみんなが顔合わせしたら、大ゲンカになるんじゃないのか？


　包丁とか出る？　サバイバルナイフとか出ちゃう？


　もしそうなったら、俺が止めなくてはならない。


「なあ、カオル。教室に『ジャンプ』置いてあるか？」


「ロッカーに置き忘れてたのが二冊くらいあったはずだけど」


「ありがたい。二冊とも後で貸してくれ」


　分厚ければ分厚いほどいい。生存率が上がる。


　たとえ刃物が飛び出る修羅場となったとしても──男として、俺は！
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　取り越し苦労でした。


「いよいよ二学期──自らを演出する乙女の会、再始動です！」


　放課後の部室で宣言した真涼を、他の三人は盛大な拍手で迎えた。


　千和がみんなの顔を見まわしながら、


「やっぱりいいよねっ！、こうやって仲間が全員そろうのって！」


「わたしもみんな一緒が一番楽しい。安寧あんねいの地」


「フフフ。私もだんだんこの部が好きになってきたわ！」


　ヒメも冬海も満面の笑みである。機嫌が良すぎて気味が悪いくらいだ。


「なんだお前ら。何がそんなに嬉しいんだよ？」


「あら。鋭太くんは嬉しくないんですか？　みんなで集まれて」


「そういうわけじゃないけど」


　こんな平和な部活なら大歓迎だが、どうにも裏があるような気がしてならない。


「そういうえーくんこそ、なんでお腹なかがそんなにおっきいの？」


「え!?　いや、これは」


　ジャンプを二冊もシャツの下に入れているから、妊婦のような有様になっている。


「エイタ、処女受胎しょじょじゅたいしたの？」


「なんて破廉恥はれんちな。今何ヶ月目？　夫は誰なの？」


　と、ヒメも冬海も勝手なことを言ってくれる。もちろん処女でもないし臨月でもない。


「いやー、さっきカオルに借りたのをしまっておいたんだよ。カバンに入れてると重いからな。ははは」


　四人の怪訝けげんな視線に耐えつつ、俺はシャツから雑誌を出して机に置いた。


「鋭太くんのおめでたはともかくとして、今日の部活を始めます」


　真涼はホワイトボードに大きく文字を書き出した。





　ハネ高学園祭でトップを奪とるッ！





「学園祭でトップ……？」


　テストや体育祭じゃあるまいし、意味がわからない。


「えーくん知らないの？　ウチの学校の学園祭って、各部各クラスの出し物に順位がつくんだよ」


「誰が採点するんだ？」


「一般のお客さんによる投票です。すべてのプログラムの最後に開票されて、その時はたいそう盛り上がるそうですよ」


　なるほど。そういうお祭り騒ぎ好きそうだからな、うちの学校。


「だけど、俺たちが出せる演目なんかあるのか？　人数も五人しかいないのに」


「それを今から考えるんですよ。みんなで」


　真涼は部員全員を見まわして、にっこりと笑みを浮かべた。


「大丈夫。我が部は確かに少人数ですが、チームワークは誰にも負けません。団結力で勝負です」


「ち、ちーむわーく？」


　思わずカタコトで聞き返してしまった。


　この修羅場にまみれた部活の、いったいどこを探せばチームワークだの団結だのって言葉が出てくるんだ？　冗談もほどほどにしろっての。


「だよねっ！　こういうのは絆きずなの強い方が勝つんだから！」


　──って、アレ？


「わたしたちは選ばれし勇者のパーティー。輝く絆は勝利の鍵となる！」


「この五人で協力しあえば、良いところまでいけるんじゃないかしら？」


　千和ばかりか、ヒメと冬海までなんだか盛り上がっている。


「……」


　どうしたんだこいつら。


　なんでこんなに協力だのチームワークだの言い出したんだ？


「なんか今日は変だぞお前ら」


　千和が首を傾かしげて、


「変って、どこが？」


「こういっちゃなんだけど、お前らがそんなに仲良いとは思ってなかったから」


「それは昔の話です」


　と、真涼が取り出したのは、携帯電話に吊された「乙」のストラップだった。


　まるで示し合わせたかのように、千和たちも同じくストラップを取り出してみせる。


「えーくんもつけてくれてるでしょ？」


「あ、ああ」


　言われて、俺も乙ストラップつきの携帯を取り出す。


「私たち『自らを演出する乙女の会』は、夏合宿を経へて固い絆で結ばれたのです」


「仲間同士で力をあわせて、目指せモテカワ！」


「素敵な乙女になるため、わたしも死力を尽くして戦う！」


「ふふっ、この私がコーチすれば問題ないわ！」


　互いに笑顔を見せ合った後、四人が俺のことを見つめる。


「鋭太くん、最後に〆しめのかけ声をお願いします」


「か、かけ声？」


「『がんばろう』とか『やるぜー』とか、そんな感じで」


　真涼に言われてしかたなく、


「が、がんばろー。おー」


「オーーッ♪」


　と、四人の乙女は拳こぶしを天に向かって突き上げるのだった。


　なんだか調子が狂うけど、仲良しなのはいいことだ。


　……いいこと、だよな？







◆







　そうして始まった話し合いの最中、トイレに立った俺を真涼が追いかけて来た。


「うわっ!?　な、なんだよオイ！」


　廊下で捕つかまり、有無を言わさぬ勢いで無人の視聴覚室の中へ押し込まれて、


「私以外の女としゃべったわね？」


「知るか！」


「しかも千三十八文字も」


「怖い！」


　なんなんだこいつ。だんだん言うことが極端になってきたぞ。


「千和たちとしゃべるなっていうのか？　そりゃあんまり無茶だろ。いくら〝彼女〟だからってそんな権利はねえ」


　すると真涼は我に返ったようにハッとした。


「……べ、別にそこまで強制したつもりはないわ。ただ、あなたが他の女の子と話してると胸が苦しくなるから」


　俺は大きくため息をついて、


「なんでそこまで思いつめるんだよ。偽の彼氏なのに」


「自分でもわからないのよ」


　真涼は俺から目をそらして、可哀想かわいそうになるくらい肩を落とした。


「最近、自分で自分がわからなくなるの。恋愛なんかくだらないって気持ちは変わってないのに、あなたといると恋愛脳みたいな真似をしたくなるのよ。一人になってから我に返って、自己嫌悪するのだけれど……あなたの顔を見ると、やっぱりまた繰り返してしまうの」


　これはかなり重症だ。


　真涼は本気で俺のことが好きになった──みたいな都合の良い解釈も成り立つが、おそらくそうじゃない。


　まさに真涼が言う通り、恋人を演じているうちに「自分でもわからなくなった」のだ。本当の心が。


「あんまり考えすぎるなよ。演じることにマジになりすぎて、自分でも混乱してるんじゃないのか？　ミイラ取りがミイラになる、みたいな」


「ええ……」


　俺はふと思いつき、


「そうだ。『季堂きどう鋭太は偽の彼氏』って、十回くらい唱えようぜ」


「……そしたら、一度だけ抱きしめてくれる？」


　うお。


「お、おうっ。お安い御用だ」


　ようやく真涼は少し笑顔を見せてくれた。


「季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は偽の彼氏、季堂鋭太は」


　あと少しで十回言い終わるという時、廊下で物音がした。


　何かが壁にぶつかって、窓ガラスが揺れた音だ。


　外に誰かいる！


「誰だっ!?」


　素早く引き戸を開けて廊下に出ると、そこには──





「ニセのカレシって、どういうこと？」





　秋篠姫香ひめか。


　両手で口を覆おおって目を見開いたヒメが、壁にもたれかかって立っていた。


　背中が壁に当たってることに気づいていないのか、まだ後ずさろうと足踏みを繰り返している。そのたびにどんどん体がずり下がっていって……廊下にぺたんと尻しりもちをついてしまった。





[image: ]


「ひ、ヒメっ。これはだな、その」


「偽の彼氏って、どういうこと？」


　俺は答える言葉を持たず、立ち尽くした。


「どうしたの、鋭太。……っ!?」


　俺に続いて廊下に出てきた真涼が、ヒメに気づいてギクリと足を止める。


　いつもなら即座に「口からでまかせ」をほとばしらせるくちびるが、ボンドで貼はりついたみたいに動かない。





　いつかはこんな日が来るんじゃないかと思っていたけれど、それが今日とは思わなかった。





　──俺たちの三文芝居フェイクが、ついにバレた。





あとがき








　本作の主人公である季堂鋭太きどうえいたは「恋愛アンチ」です。





　男女の惚ほれた腫はれたに興味がもてない、うさんくさい、信用できないという価値観の持ち主です。一生恋愛しないと誓っているわけではないでしょうが、少なくとも当分そのつもりはないようです。彼の目的である「幼なじみのケガを治す」ことを叶かなえるまでは。





　彼はおそらく、こう思っていることでしょう。





「恋愛って、そんなに素晴らしいものなのかよ？」





　恋や愛の素晴らしさを滔々とうとうと語っていた両親が、結局は醜い修羅場しゅらばの末に蒸発してしまったこと──それが彼の「恋愛アンチ」な価値観形成に深く関かかわっています。





　こんな彼が恋に落ちるには、「恋愛は素晴らしい」ということを自ら体験するしかありません。





　しかし、彼を取り巻くのは少女たちの「修羅場」。





　ヒロインたちが彼に想おもいをよせればよせるほど、彼を巡って争えば争うほど、鋭太の心は彼女たちから離れていきます。なんたる皮肉。なんたる「ままならなさ」。しかし、それでこそ人生です。





　──花に嵐のたとえもあるぞ。


　──さよならだけが、人生だ。





　鋭太とヒロインたちがいかにして「恋愛アンチ」を乗り越えるのか、あるいはいかにして屈服するのか、見届けていただければ幸いです。





　それでは今回はこの辺で。


　お付き合いいただき、ありがとうございました。





著者
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　玄ちゃんとおもち屋を開きたい。
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るろお


　いやはやもーなんつーか。


　俺と担当と裕時さんが（進行的に）修羅場すぎる!!





ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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